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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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真夜中の甘い取引





　



　　　　１







　真上から灼やかれるようなじりじりとした陽ひ射ざしに、宮みや川がわ芳よし明あきはすっと目を細めた。去年の四月、大学入学を機に信州から関東へと出てきたのだが、未いまだにこの暑さになれない。芳明の実家の傍そばは自然が手つかずのまま残されているためか、同じ夏でもどこか涼すずしげに感じられた。


　去年は梅雨つゆ頃ごろからだんだんと身体からだにだるさを感じ始め、梅雨が明けたときには完全に夏バテしていたのだ。今年は少し暑さに慣れたことと、去年を思い返し体力をつけるようにしていたのがよかったのだろう。八月に入っている現在、時折だるさは出るものの、どうにか普ふ通つうに過ごせている。


　そんな暑さの中、芳明がじっと睨にらみつけているのは、築年数を感じさせる雑居ビルだ。


　元は鮮あざやかだったと思わせる青いタイルには雨あま跡あとがうっすらと残っているし、エントランスは一昔前のものだとはっきりわかるデザインだった。それでも、都庁に近いオフィス街ということもあってか、それなりに掃そう除じはされているようで、うらぶれた感じはしていない。


「───ここに奴やつがいるのか……」


　ビルを睨みつけたままの芳明に視線を遣やる者はいない。大通りから一本横道に入っただけなので人通りがあるかと思いきや、ガードレールもない細道のせいか人目がない。そのため、芳明の行動が少々不ふ審しんだったとしても、見み咎とがめられることがなかったのは運が良かったのだろう。


　額に張り付く前まえ髪がみを乱暴に払はらいのけると、小さく息を吐はき出した。


　長めに整えられる髪かみ型がたは芳明にしてみれば鬱うつ陶とうしいのだが、姉の厳命で短くもできない。野や暮ぼったい格かつ好こうをしていると、頭ごなしに怒ど鳴なりつけられてしまう。見苦しくない程度ならかまわないと思っている芳明にとって姉のこだわりは、理解不能なのだ。


　芳明は百六十五センチと男にしては少しばかり低い身長と、全体的に小作りな顔立ちをしている。そのためにか、姉はそれらを引き立てるような髪型や、服装をチョイスしているらしく、芳明を形容すると、優やさしそうとかかわいいという単語が出てくる。


　もっとも、外見と中身のギャップは相当激しいらしく、友人たちは必ず一度は呻うめいていくものらしい。芳明にしてみれば、そんな勝手に想像されても困るとしか言いようがないため、外見に合わせた言動というものはしたことがない。


　その性格のために、今回もまた芳明はここに立つことになったのだ。


　ジーンズのポケットから隅すみがよれた名めい刺しを取り出して、目を落とす。横型の名刺には、目立つ大きさで『蓮はす田だ玲れい二じ』と書かれている。肩かた書がきは弁護士で、左上には薄うすく描えがかれたロゴの上に重ねて所属する弁護士会の名前がきちんと入っている。右下にはこれまた横書きで住所や電話番号などに加えて、メールアドレスまで書かれていた。


「蓮田玲二……」


　一音ずつゆっくりと、何かを確かめるように呟つぶやく。彼の持つ威い圧あつ感かんと存在感を思い出し、どくりと心臓が大きく脈打った。何もかも気け圧おされてしまい、格の違ちがいを思い知らされただけだったのだ。また会いたいと思うはずがなく、あのときもらった名刺も鞄かばんに突つっ込んだままだったので、微かすかに皺しわが寄っているのがいい証しよう拠こだ。


　なのに、こうやって玲二の事務所まで訪ねてきたのは、自分のためではない。


　身体の奥から湧わき起こってくる何かを呑のみ込むように、大きく呼吸を繰くり返す。ふっと肩かたから力を抜ぬき、もう一度ビルを睨みつけてから玄げん関かんへと足を向けた。


　磨すりガラスのドアを開けて中に入ると、そこはちょっとしたスペースが広がっていて、壁かべにはポストが並んでいた。個別に鍵かぎは備え付けられていないらしく、所々勝手にポストを開けられないよう南なん京きん錠じようが掛かけられているあたり、このビルの古さがよくわかる。


　手の中の名刺で部屋の番号を確認すれば、きちんと四〇一号室用のポストに『蓮田弁護士事務所』と書かれていた。


「───本当にあった……」


　こくりと息を呑んでしまったのは、弁護士という職業の人間と相対することへの緊きん張ちようだと、無理矢理自分に言い聞かせる。ここで引き返すわけにはいかないのだ。芳明にはどうしても、玲二に会わなければならない理由がある。


　陽射しが遮さえぎられている分、幾いくらか空気が冷えているようだが、それでもむっとした暑さは残っている。ポストから離はなれて少し奥へ行くと右手にエレベーターが見えた。更さらにその奥へ続く廊ろう下かがあり、このビルは細長い造りになっているらしい。ちょっと奥を覗のぞいてみると、下半分は壁とお揃そろいのベージュに吹ふきつけられた手て摺すり壁で、上半分は向こうが少しだけ透すける感じのパネル板で覆おおわれていた。


　───なんか、薄うす暗ぐらいなあ……。


　一応明かり取りの意味もあるらしいパネル板だが、外廊下のすぐ向こうには隣となりのビルがあるため、あまり陽光が差し込まないようだった。無意識のうちに一歩後あと退じさる。


　思わず陰いん気きな雰ふん囲い気きに呑み込まれてしまい踵きびすを返したくなったが、意識して深呼吸を繰り返し、エレベーターと向かい合った。ばしっと勢いよくエレベーターのボタンを押すと、がたごとと音を立てながらもエレベーターの扉とびらが開いていく。


　エレベーターも古さを感じさせるモノだったが、この暑さの中、階段を上っていく気にもなれない。丸くて白い階数ボタンの四階を押す。想像以上に響ひびく音に眉まゆをひそめながらも、芳明は扉の上にある表示を見上げる。


　───こんなとこ、あいつのためじゃなきゃ誰が来るかっていうんだ。あいつが何もしてないのは、確かなのに……っ。


　きゅっと口唇くちびるを嚙かみしめて、階数表示が四へと移り変わるのを凝ぎよう視ししていた。




　　　　２







　七月に入っているというのに未いまだ湿しつ度どが高くじめじめとした空気に満ちあふれているのは、梅雨が明けていないからだろうか。教室内は冷れい房ぼうが完備されているため、講義を受けている間は大だい丈じよう夫ぶなのだが、一歩廊下へ出るとさらりとした空気に独特の湿しつ気けが混じった空気にさらされ、わずかずつ不快指数が上がっていってしまう。


　そんな中、芳明は廊下をかつかつと急ぎ足で進んでいた。


　───……ったく、タカハシの奴、どうするつもりなんだ。


　先さき程ほど終わったばかりの必修科目にも友人である高たか橋はし秀ひで和かずは姿を現さなかった。


　高橋とは大学に入ってからの友人だ。必修のクラスは違ちがうのだが、一年のときに受講した選せん択たく科目がかなり重なっていて、何度も顔を合わせているうちに話すようになったのだ。二年に進級した今年は、色々と便利だからと事前に打ち合わせて選択科目を揃えたくらいだ。その友人の顔をここ数日見ていない。


「これからが大変だっていうのにさ」


　あと二週間もすれば前期試験が始まる。レポート提出だけの科目もあれば、きっちりと試験を行う科目もある。その対策を練ろうと思っているのに、肝かん心じんの高橋が大学に来ていなければ履り修しゆう科目を合わせた意味がないだろう。


　芳明が最後に会ったときは、いつでも調子の良い高橋にしては珍めずらしく周囲を気にしているように見えた。


　きょときょとと落ち着かない様子で視線を動かしていたし、声を掛けるとあからさまに肩を震ふるわせてもいた。高橋は百六十センチと芳明よりも少し低い身長で、身体の厚みもなくひょろりとした印象を持っている。だというのに、その小さな身体をもっと縮こまらせて何かに怯おびえているようだった。


　───あー、もしかして、何かあったのか？


　元々高橋は、ちょっとうっかり調子に乗りすぎて、相手を怒おこらせたり、トラブルに発展したりと、余計な騒さわぎを引き起こすことがあった。だから、今回も何かあったのかもしれないと、口をついてでてきそうになった溜ため息を呑み込んでみる。


　彼の騒ぎに幾いく度どか巻き込まれたことがある身としては、トラブルは早いうちにどうにかしたいと思っている。もっともこれには、芳明の父親が、必要以上に他人に興味を持たれる刑けい事じという職業をしているため、警察沙ざ汰たにしたくないという、芳明の希望が大きいかもしれない。


　───オヤジに余計な心配掛けたくないもんなあ。


　がしがしと長い襟えり足あしを搔かいて、俯うつむき加か減げんに歩いていく。今のところ高橋の欠席理由はトラブル七割、体調不良三割というのが芳明の見立てだが、肝心の本人が姿を見せないので、実際のところはわからない。なので、芳明としてもどうしたものかと考えているのだ。


「……とりあえず、飯を食ってから考えるかなあ」


　大教室があった五号館から、食堂や教務課ある本館へと移動するには一度外へ出なければならない。閉へい塞そく感があった廊下よりは風がある分、涼すずしく感じられた。五号館の前の通りを左へと歩いていけば、本館が見えてくる。


　本館の自動ドアを抜けて、左側の開け放たれている両開きの扉をくぐれば、そこが食堂となる。四人にん掛がけのテーブルが並木道に面した窓側から規則的に並べられているのだが、二コマ目が終わったばかりの昼食時ということもあってか、目に付いたテーブルは埋うまっていた。


　それでも、大教室並みに広い食堂を見み渡わたして空いてる席がないかと探していると、後ろから肩を叩たたかれた。


「おっす。おまえもこれから飯か？」


「そ。あ、そういやおまえ、タカハシと必修のクラス、同じだったよな。あいつ、来てる？」


「ここ数日見かけてないぞ。あいつ、出席日数やばいんだけどな」


　一いち浪ろう一留という強つわ者ものな彼は、無ぶ精しよう髭ひげを生やしている無骨な外見に似合わず、面めん倒どう見みがよいのだ。高橋を介かいして知り合ったのだが、会えば話すくらいには親しい。その彼ががしがしと頭を搔きながら溜め息をつく。


「そろそろ発表が回ってるくんだ。あいつがいないと順番が狂くるっちまう」


「それはやばいなあ」


　むうっと眉まゆ根ねを寄せてしまうのは、高橋の順番を飛ばされた場合、迷めい惑わくを被こうむるのは高橋の次に発表を予定している人間だからだ。このまま放っておけば余計な恨うらみを買いかねない。


「仕方ないなあ、これからタカハシの部屋に様子を見に行くか」


「あ？　行くのか？　おれも今日の夜にでも行こうかと思ってたが、芳明が行くなら任せるわ」


　元々、この後の三コマ目は空き時間だったが四コマ目には講義が入っているため、あまりゆっくりとしているわけにもいかない。食堂で食べる予定だった昼食は高橋の部屋で食べることにして、早々に食堂をあとにしようとしたが、彼に引き留められる。


「あいつのとこに行くなら、あたりに気をつけろよ」


「は？　気をつける？」


　高橋の家は、大学から歩いていける距きよ離りにあるアパートで、特に危ない通りもない。わざわざ注意を促うながされるようなことは何もないはずだ。


「最近、ここらへんで空き巣が出るらしいんだよ。あちこちで被ひ害がいが出てるらしいぞ」


「空き巣？　そういや、やたらとお巡まわりさんの姿を見かけたな……」


　自宅から大学に来るまでの間に、去年は滅めつ多たに会わなかった警察官と、ここ数ヶ月時折すれ違っていることを思い出した。記き憶おくに残っている父親が着ていた制服とは違うために、すぐに思い当たらなかったのだ。


「ここらへんで被害にあったってのは聞かないけど、まあ、気をつけておくよ。じゃ、またな」


　芳明はひらひらと手を振ふってそそくさと食堂を後にした。軽くお腹なかが空すいてきた身としては、あれ以上食堂にいたら盛大に腹の虫を鳴らした事だろう。だが、冷房で程良く冷えていた本館から出た途と端たん、じっとりとした湿気に包まれて、今度は空腹よりもだるさを感じてしまう。


　───クーラーにあたりすぎて体調崩くずしただけとか言ったら、笑ってやるか……。


　室内と室外の気温差や湿度差に身体からだがついていかず、芳明も去年は苦労した。だが、上京して二年目ともなれば少しは対策も立てているはずだ。そうでなければあと少なくとも二年は続くであろう生活で、苦労するのが目に見えてしまう。


　銀杏いちよう並なみ木きを通り抜ぬけて、本館から一番近い東門から外へと出る。この東門が最寄り駅に近いため人の出入りも多いが、その流れに逆らうように住宅街の方へと入っていく。何回かレポートの仕上げや、試験勉強のためにお互たがい泊とまり込んだ事があるため、高橋の家を知っているのだ。大学と高橋の部屋、芳明の部屋とで、ちょうど三角形を描えがくような位置関係だ。


　高橋のアパートへ行くときにいつも寄るコンビニで、自分の分の飲み物と昼食、それにアイスを購こう入にゆうする。


　───ま、タカハシがいなければアイスは食べ歩きしよ。


　本当は冷房のついた部屋で、火ほ照てった身体を内側からも冷やしたいところなのだが、肝心の高橋がいなければどうしようもない。どうしようもない暑さに、口からこぼれそうになる溜め息を呑のみ込み、ただひたすら足を動かしていくと、ようやく高橋の住むアパートが見えてきた。


　昔ながらの二階建てのアパートで、一階の一番奥が高橋の部屋だった。外そと廊ろう下かに面して台所の窓や、風ふ呂ろ場ばの換かん気き窓が見えるのだが、高橋の部屋はどちらもぴっちりと閉まっている。


「いないのかな？」


　台所の窓からは、人が動いているような気配は窺うかがえず、芳明はつっと眉まゆをひそめた。体調を崩して寝ね込こんでいるのなら、物音がしないのもわかる。一いつ瞬しゆん迷ったが、スピーカーもついていない音を出すだけのインターフォンに指を掛かけた。


　部屋の中にくぐもった音が響ひびいているのが聞こえたが、それ以外の物音は聞こえない。


「おーい、いないのかあ？」


　ごんごんと直接扉とびらを叩いてみるが、中から声が返ってくることはなかった。しばらくして再び扉を叩くが、やはり物音一つしない。ドアノブを捻ひねったのは無意識のうちにだったが、当然鍵かぎが掛かっている。


「タカハシ？……ったく、マジでいないのかよ。どうっすかなあ……」


　扉を叩く手を止めて、芳明は小さく溜め息をついた。高橋がいないのなら、ここにいても仕方がない。それでも一応訪ねてきたことを知らせたメモを残していこうかと迷っていると、かたりと小さな音が扉の内側から響いたような気がした。


　気のせいかと思い思わず辺りを見回してみるが、音の発生源になりそうなものは見つけられない。しばらく眉み間けんに皺しわを寄せたまま黙だまっていたが、そっと扉を叩き小さく彼の名前を呼びかけてみる。


「……タカハシ……？」


　何となく声を潜ひそめてみたのは、今まで扉の向こうから返事が何もなかったからだ。それは出たくても出られなかったのか、最初から出たくなかったのか、どちらかでしかありえない。だから、いつものように簡単に開かれない扉を芳明は凝ぎよう視しした。


　かちゃりと、鍵を開けるための微かすかな金属音さえ立たないように細心の注意を払はらう様は、あきらかに『怯えています』と言っているようなもので、当たって欲しくない想像が現実に起こっている可能性の方が高いと芳明に知らしめている。


　細く開いた扉の隙すき間まから、きょろりとした瞳ひとみが落ち着かなげに揺ゆらいでいるのが見て取れる。


「開けろ」


　五センチほどの隙間に顔を近づけて、空気を震わせるだけのような囁ささやき声で小さく命じる。腰こしが引け気味な高橋を相手に下手に出ると、逆に動どう揺ようがひどくなるのは経験済みなのだ。優やさしく子供を諭さとすように命じれば、この状態の高橋は大人おとなしくしていてくれる。


　───まったく、今度は何をやらかしたんだあ？


　今までのトラブルを思い返して、芳明は口をついて出てきそうになった溜ため息をどうにか呑み込んだ。ここで呆あきれたような様子を見せると、高橋はひどく落ち込み始め、話をするどころか膝ひざを丸めて一人で一方的にいじけるのだ。


　───そこから浮ふ上じようさせるのも面めん倒どうくさいし……。


　このような場合、高橋の好きなモノで気を引いて、彼の意識をとりあえず外へ向けるのが正しい対処法である。


「いつものアイス買ってきたんだけど、食うか？」


　左手に提さげていたビニール袋ぶくろを上げて高橋の視界に入るようにした。きょときょとと動いていた高橋の視線がじっとコンビニ袋に注がれているのを見て、芳明は小さく口許を緩ゆるめたが、高橋はそれに気がついていない。


　そろそろとビニール袋を下ろしていくと、それに合わせて高橋の視線も下がっていく。


「───……そこにいるのは、芳明だけか……？」


　掠かすれた声で訊きかれたので芳明が首しゆ肯こうすれば、ふっと高橋の瞳ひとみが一気に下降した。


「おい……っ。どうかしたのか？」


　立っていられなくなったのか、高橋が腰を落として座り込んでしまったのだ。そのしゃがみ込んだ高橋に合わせて、芳明も座り込む。ほぼ身長が変わらないから、簡単に目線が合う。どこか呆ぼう然ぜんとした表情と、わずかに潤うるんでいる双そう眸ぼうから、今回は何やらいつものトラブルとは違ちがうらしいことがわかった。


「……外、芳明だけか……？」


「そうだよ」


　微かすかに震ふるえている口調に、芳明は眉根を寄せるが何も言わず小さく頷うなずく。すると、高橋は扉の隙間に腕うでをねじ込み、芳明を扉の内側へと引きずり込んだ。


「うわ───っ」


　中ちゆう途と半はん端ぱに開かれた扉に身体をぶつけたうえに、派手にバランスを崩したため床ゆかに鼻をぶつけるところだった。玄げん関かんの三和土たたきにある五センチの段差がとてつもない凶きよう器きとなる寸前で、手を突くことができたのは僥ぎよう倖こうだろう。


「何する───」


　思わず口から文句がついて出てくるのも当然で、芳明も感情のままに言葉を羅ら列れつしようとしたが、不意に口を閉じた。


　芳明を引きずり込んだ瞬しゆん間かん、高橋はばっと立ち上がり扉を閉めかちゃりと鍵を掛けた。その異常な素す早ばやさに言葉を詰つまらせたのだ。しかも、この暑さにもかかわらず、高橋は薄うす手でのタオルケットを頭から被っている。


「おい……？」


　訝いぶかしげに声を掛ければ、高橋は肩かたを震わせながらもゆっくりと振り向いた。


　───な……っ。


　頰ほおがやつれているうえに、無ぶ精しよう髭ひげが目立っている。タオルケットを握にぎり込む手にはぎゅっと力が込められており、節の部分が白くなっている。そのどこか追いつめられた獣けもののような気き迫はくに、芳明は知らず知らずのうちに後あと退じさってしまう。


「どうしたんだ……？」


　こくりと息を呑みながらもそう訊たずねたのは、高橋から話し出すのを待っていたら陽ひが暮れると本能的に悟さとっているからかもしれない。


「……外……、……かったか……？」


「……？　何？」


　低く呟つぶやくように言われ、よく聞き取れなかったため芳明は立ち上がり、一歩近寄って素直に訊き返した。ただそれだけなのだが、高橋のボーダーラインに引っかかったらしい。


「だ、誰もいなかったかって訊いてんだよっ」


　力が抜けて腰を落としたように見えるのだが、ぐっと芳明の胸むな座ぐらを摑つかんだ高橋の手は力強い。その手は傍はた目めにもわかるほど小刻みに震えており、芳明は困こん惑わくしたように高橋を見つめた。


　口唇くちびるが戦慄おののいており、顔色も悪い。この様子だけを見ると体調が悪かったとしか思えないが、微かな物音に反応する様や揺れ動いている双眸を見る限り、怯おびえているようにしか見えない。


「誰もいなかったよ」


　神経が過か敏びんになっている高橋を安心させるように、己おのれの胸座を摑む手の上に自分の手を重ねる。高橋の手は血の気が引いているのか、思ったよりも冷たくひんやりとしていた。


「アイス……、じゃ余計寒くなりそうだな。買ってきたお茶、温めてやるから、ほら行こう」


　芳明は軽く叩たたいて服から外させた冷たい手を取った。タオルケットの合間から覗のぞく高橋の手首が、少し見ない間に細くなったように見えるのは、気のせいではないだろう。


　高橋の部屋はいわゆる二Ｋで、玄関を入ってすぐの左手が台所で、右手には風呂場とトイレがある。台所との続きで六畳じよう間まがありそこを居間として使い、風呂場の並びにある四畳半を寝しん室しつとして使っている。だから、玄関先から居間は簡単に見み渡わたせるので、その惨さん状じようは一目で芳明にもわかった。


「な───」


　炬こ燵たつ机の上に置かれているカップラーメンの残ざん骸がいやら、畳たたみの上に放り投げられているペットボトルや空あき缶かんの類たぐい、それからスナック菓が子しの袋ふくろが散らかったままになっている。


　いくら男の一人暮らしとはいえ、高橋はそれなりに掃そう除じはしていた。特にゴミは下手へたすると要いらぬお客様を引き寄せることになるので、かなり気を遣つかっていたはずだ。そのことに関して何度かからかったことがあるので、それは確かだ。


　また、それまで外にいた芳明の肌はだに鳥肌が立つほど、室内はがんがんに冷やされている。エアコンの駆く動どう音がやたらと響ひびいて聞こえるのは、それ以外の音源がないからだろう。テレビもコンポも沈ちん黙もくを保っていた。


「何してんだ、おまえ？」


　とりあえず寒すぎる部屋の温度を上げようと炬燵机の上からリモコンを取り上げて、地球に優やさしい適正温度へと変へん更こうする。それから勝手に冷れい凍とう庫を開けて、どうにか溶とけずにいたアイスを放り込むと、小さな手て鍋なべに買ってきたお茶を半分ほど注そそいで火に掛かける。


　芳明自身は猫ねこ舌じたなので、よほどのことがない限り冬でも冷たい飲み物を好む。今温めているのは、冷蔵庫のような室内でずっといた高橋のためだ。頭からタオルケットを被かぶっているのは、もしかしたら本人も寒いと感じているからではないかと、頭の片かた隅すみで思う。


　肝かん心じんの高橋は芳明につられて台所に立っているかと思いきや、早足で居間へと向かっていて、壁かべ際ぎわに置かれた棚たなの近くに座り込んで震えている。その近辺の散らかりようが一番ひどいので、どうやらそこにずっといたらしい。


　温まったお茶をカップに移し、高橋の足許に置くと、足で適当にペットボトルやゴミを転がし、自分はその向かいに座れるだけのスペースを確保した。食料の入っているコンビニ袋は台所へと置いてきた。


　───先に話を聞かないと、気になって飯を食うどころじゃないって……。


　それなりに温ぬるくなったお茶で喉のどを潤うるおすと、目の前の高橋をしっかりと見み据すえながら迷いのない口調で訊ねる。


「で、何があったんだ？」


「……どうしよう……。芳明、どうしよう……」


　泣き出しそうな表情で、それでも芳明から視線を外すことなく高橋がぶつぶつとそれだけを呟いている。だが、それ以上話が進まずに、高橋は頭から被ったタオルケットを握りしめた。少し長めの明るい茶ちや髪ぱつがタオルケットの隅すみから覗いているが、それはくしゃくしゃでいつものようなふんわりとした風合いがまるでなかった。


　一いつ瞬しゆん悩なやんだが、芳明はそっと手を伸のばしタオルケットの端はしを軽く握り込む。そのわずかな動きにさえも、高橋は身体からだをひくりと震わせる。


「だから、何があったんだって、話してみろよ」


　自分から離はなれていかない双眸を覗き込みあやすように声を掛ければ、高橋の視線が外された。


「訳がわからないと、対処の仕様もないだろう？　きちんと説明しろって」


　怒おこるでもなく淡たん々たんと話しかける芳明の態度に意を決したのか、それとも過去にも助けてもらったことを思い出したのか、高橋が俯うつむいたままぽそぽそとしゃべり出した。


「……先週、バイト帰りにちょっと飲んでさ。ほんのちょっと、酔よっぱらったんだ。だけど、ほんのちょっとよろめいたら、人とぶつかってさ」


『ほんのちょっと』と繰くり返される単語に芳明は苦労して溜ため息を呑のみ込む。こういったときの高橋は大たい概がいかなり飲んでいるのだ。そのうえ本人も酔いを自覚している場合が多い。だから『あまり飲んでなかった』と印象づけるように繰り返すのだ。


　───何か、とんでもないことじゃないか……？


　高橋の『ほんのちょっと』で芳明は、フライドチキンで有名な人形を返しに行ったり、夜中の研究室へ人に会いに行ったり、大学構内に迷い込んだらしい猫ねこを探したり、見たくもないＤＶＤを十本まとめて見たり、散々な目に遭あってきている。


　さあっと脳のう裏りをよぎった過去のシーンに頰を引きつらせたが、どうにか拒きよ絶ぜつの呻うめき声を上げることは避さけられたようで、高橋は少々早口になりながらも言葉を続けていた。


「そうしたら、当たり所が悪かったのか、何か、ぶつかった相手が持っていたモノが散らばって……。だから、おれだって拾うの手伝ったんだよ。それを忘れるほど酔っぱらってなかったんだ。だけど、だけど、ほら、ほんのちょっと酔っぱらってたから……っ」


　握っていたタオルケットから手を離して、高橋が身み振ぶり手振りを交えるように話を続けていく。それは高橋の焦あせっているときの特とく徴ちようで、何か言いたくないことを口にしようとしているらしい。そしてそれは、あきらかに芳明にとっては面めん倒どう事となることに間ま違ちがいないだろう。


「思わず、思わずな、万年筆をポケットに入れちまったんだよ。いや、ほんとに綺き麗れいな青色のやつで、すっごい細かい透すかし細工が蓋ふたの所にあってよ。一目見たらおまえも絶対に気に入るような見事なやつで……！」


　指先でこんな感じのと空中に描えがくほど、その万年筆は記き憶おくに残っているらしく、高橋の指が忙せわしなく動いていた。


「ほんとに、ほんのちょっとした出来心だったんだよ！　酔った勢い！　それ以外何もないっ。なのに、なのに……っ」


　ぴたりと指先が動きを止めたかと思うと、今度は凄すごい勢いで床ゆかの上に散らばったモノを搔かき回し、新聞紙を見つけだした。そしてがさがさと大きな動作で新聞を捲めくり、テレビ欄らんから数ページ進んだローカルニュースが載のっているページを開いて、芳明に指し示した。


「これ……、この記事……っ」


　震ふるえる指先で高橋が指し示した記事に視線を落とす。それは小さな記事だったが、空き巣被ひ害がいがあったというもので、住所を見てみればこの近くだった。


　───そういや、食堂でもそんなことを言っていたな。このことか……？


　もう一度ざっと目を通すが特におかしいところはない。現場で見かけられた不ふ審しんな男の事やその大おお雑ざつ把ぱな特徴、大まかな被ひ害がい状じよう況きようが書かれているだけだ。高橋が何を言いたいのかうまく呑み込めず、芳明は眉まゆをひそめた。


「この日だったんだよ！　ここの傍そばでぶつかったんだよ！　しかもぶつかった男が新聞に書いてあるやつみたいだったんだよ！　だから、もしかしたらおれがぶつかった相手って……っ！」


　両手を頰ほおにあて、口を長細く開けた表情は、『叫さけび』と名の付く有名絵画そのものだったが、それも一いつ瞬しゆんのことで、高橋はすぐさまばたばたとベッドへ駆かけ出して、夏用の薄うすい掛け布ぶ団とんの中に潜もぐり込んだ。


「あいつに見つかったらおれ殺されるんだ！　どうしよう……っ」


　くぐもった悲鳴のような声が布団からもれだしてくる。そのあからさまに怯えた様子に、芳明は呆あきれた表情を隠かくさなかった。高橋はベッドに潜り込んでいるので、こちらを見ていない。


「警察には行ったのか？」


「行けるわけないじゃんかっ。その万年筆、黙だまって持ってきたんだぞ！　おれだって泥どろ棒ぼうになっちまうじゃないか！　おれが共犯にされちまうんだ！　もうやだよっ。外なんか歩けるかっ。あんな万年筆、もういらねえよっ」


　強気で叫んでいるように聞こえるが、よくよく聞けば最後の方は涙なみだ声ごえにもなっているように思える。ずるずると鼻をすする音も微かすかに聞こえてくれば、それはもう間違いないだろう。


　同い年のはずなのに、どうしてこうも高橋は子供っぽいのか、芳明にもわからない。だが、こうなった高橋を放っておけないのも事実で、芳明は溜め息混じりに厄やつ介かい事を引き受けた。


「仕方ないなあ。その拾った万年筆を寄よ越こせよ」


　さほど大きくはなかった芳明の声だが、高橋の耳には確実に届いたらしく、ぴたりと鼻をすすり上げる音が止まる。ごそごそと掛け布団の山が動き、にょっきりと布団の隙すき間まから高橋の茶髪が覗のぞく。


「……何、するんだ……？」


　涙なみだがにじんでいる目を擦こすらなかったのか、高橋の目許は赤くなっておらず、これなら午後からでも大学へ連れて行けそうなことに、芳明はほっとした。


「捨てるわけにもいかないだろうから、オレが持っててやる。上手いことタカハシの名前を出さないで持ち主に返すか、警察に届ければいいんだろ？」


「───ほんと？　芳明が持っていってくれるの？」


　くどいように繰り返して確かく認にんするのは、それほどこの万年筆が高橋のストレスになっていたということだろう。


「ああ。適当に処分するから。それから、部屋の鍵かぎを出せ。何か食べるモノを買ってくるから」


「……ありがとうっ。やっぱり持つべきはモノは友達だあっ」


　芳明がはっきりとそう口にすると、高橋はベッドから飛び降りて畳たたみの上に座っていた芳明に抱だきついてきた。がんっと高橋の勢いに押されて床に二人して倒たおれ込む。その拍ひよう子しに足を炬こ燵たつで引っかけたらしく、モノの落ちる音が部屋の中に響いた。


「うわ……っ。おい、離せっ。ほら、鍵を出せよっ。オレが買い物行ってる間に少しこの部屋を片づけろ！」


　押し倒された上にぎゅっと抱きつかれてしまい、まるで身動きが取れない。ばんばんと高橋の背中を叩たたきながら一いつ生しよう懸けん命めいに、高橋の腕うでを外そうと試みる。しかし自分とそう変わらない体格のはずなのに、一向に剝はがれる気配がない。


　───毎度のことながら、早まったかもしれない……。


　最後の手段とばかりに、高橋の脇わき腹ばらに拳こぶしをめり込ませながら、芳明は溜め息を隠そうともしなかった。




　　　　３







　陽ひが傾かたむいて、アスファルトの上に長い影かげが伸びている。芳明は額に張り付く前まえ髪がみを搔き上げて嘆たん息そくした。車が一台通れるほどの道路で、両りよう脇わきは戸建ての建物や、アパートが軒のきを並べている。だが、バス通りから離れているためか、車も人通りもあまりない。


「ほんとに、普ふ通つうの住宅街だよなあ……」


　きょろきょろとあたりを見回しながら歩いても、人の気配がないため見み咎とがめられる心配はなさそうだ。ゆっくりとした足取りで、時折電柱につけられた番地標識で住所を確認しながら、うろついている。


　───確か、ここらへんだって言ってたな。


　新聞記事には詳くわしい住所は載っておらず、高橋が犯人らしき男とぶつかったという場所を中心にふらふらしているのだが、空き巣にあったというアパートがわからない。何となく『これかな？』という建物は幾いくつかあるのだが、どれが当たりなのか確証がもてないでいる。


「さて……、どうしようか」


　大学帰りで今日はバイトもないため、こうやって空き巣があったという場所をふらふらしている。高橋から例の万年筆を受け取ってから三日経たっているが、間にバイトが入っていたため、ここへは初めてきた。


　結局の所、芳明も万年筆をどうしたらいいのか決めあぐねているのだ。


　空き巣事件に関かかわりがあるのなら警察に届けた方がいいのはわかっているが、指し紋もんなんぞ取られたら、高橋のことまで話さないといけなくなる。かといって何も知らなかった振ふりで万年筆を捨てるのは、元の持ち主に申し訳ないと思う。ましてや、それが事件と関わってなかったりしたら、落とし主に届けたいと思っているのだ。


　だからこうして、何かの手がかりがないかと、ただひたすら歩いている。


　───あ、この家、さっきも見たな。てことは……。


　電信柱に付けられている住所表示を確認して、頭の中に地図を描く。新聞に記されていた住所は思っていたよりも狭せまくない地域で、実際に歩いてみるとなかなか広かった。このあとはどうやって建物を特定するかだけなので、きょろきょろと左右に視線を向ける。


「何か、探しているのか？」


　不意に後ろから掛かけられた声に、芳明はびくりと身体からだを震わせてしまった。多分、芳明自身疚やましいことをしている気になっているからだろう。幾いく度どか大きく呼吸を繰くり返し、意を決して少しずつ振り返っていく。


　───声の感じからして、そんなに年食ってないだろうけど、確実にオレよりは上だな。


　そんな益やく体たいもないことを考えていたら、俯うつむいていた視界に、よく手入れされた革かわ靴ぐつが映り込んできた。この靴くつの持ち主が、声を掛けてきたのだろう。他に人がいるような気配はしないから、彼しかいない。


　───警察、じゃないよね……。


　高橋から聞いた話だけなので、彼の都合のいいように記憶がすっぽ抜ぬけているかもしれないが、万年筆は拾ったモノだと押し通せないこともないだろう。だが、万が一にでも、高橋がぶつかった相手が本当に空き巣で、あの万年筆が証しよう拠こになり得るのだとしたら、犯人は高橋を捜さがしているに違ちがいない。


　こくりと生なま唾つばを呑のみ込んだのは、空き巣犯が高橋の顔を覚えているかもしれないという可能性を考えたからだ。しかし、目の前に立つ人物が空き巣犯かもしれないという恐きよう怖ふは、どういうわけか芳明の中に湧わいてくることはなかった。


　ダークブラウンの、よく磨みがかれた革靴の爪つま先さきから、スーツの裾すそ、膝ひざ、と視線を上げていく。薄いグレーの地に白い線が入っており、涼すずしげな印象を与あたえるスーツだ。身体のラインに沿って描えがかれている綺き麗れいなシルエットから、それが吊つるしじゃないことを芳明に教えていた。


　顔は下に向けたまま視線だけで上を見み遣やれば、きっちりと着込まれたジャケットの裾が視界に入ってくる。


　───暑いのに……、上まで着込んでるのかよ……！


　半はん袖そでのカッターシャツを着ていても暑いと感じる気温だというのに、きっちりとスーツの上下を着ているらしい男に対して、目を見張った。ばっと頭を上げてまじまじと目の前に立つ人物を見つめてしまう。


　最初、目に映ったのはシルバーフレームの眼鏡めがねだった。それから、鼻当てから伸のびるすっきりと通った鼻筋、薄うす目めの口唇くちびる、鋭えい角かく的なラインを描く顎あごまでを認識した。陰いん影えいがはっきりとわかるほど出ている喉のど仏ぼとけが、微かに動いた。


「何を、探しているんだ」


　低く鼓こ膜まくを震ふるわせる声に、芳明は無意識のうちに息を呑んだ。今まで同性の持つ声に驚おどろいたことはない。なのに、この男の声は芳明の意識を惹ひき付けたのだ。それがどうしてなのかわからず、まじまじと男の顔を凝ぎよう視しする。


　自分よりも確実に三十センチは高いと思われる位置にある顔は、淡たん々たんとした無表情のまま芳明を見つめ返している。表面的には無関心そうにも見えるが、眼鏡の薄うすいレンズ越ごしにある双そう眸ぼうは、冷たく斬きりつけるような鋭するどさでこちらを睨にらんでいるように感じられた。


　その冷たい印象に、芳明の足は無意識のうちに一歩下がったのだが、それを見咎めたのか男の眉まゆ根ねが寄せられた。ぴくりと、そのわずかに剣けん呑のんさを増したような視線に、芳明は乾かわいた口唇を舐なめる。


「え、え……と……。いや、探しているというか……」


　喉は緊きん張ちようのためにかひりついていて、言葉を発すると痛んだ。無理矢理に唾つばを呑み込んで、何か良い言い訳はないかと、目まぐるしく思考を回転させる。だが、芳明が言い逃のがれようとしているのがわかったのか、男はすっと目を眇すがめた。ほんのわずかだけ口唇の両りよう端はしが持ち上がったような気もするが、それは微び笑しようというにはほど遠い。ただ、芳明の背筋をぞくりと震わせるだけのモノでしかなかった。


「何も、探していない？　だとしたら、何をしているんだ？」


　囁ささやくように低く言われる言葉は、どこにも険しさはない。だというのに、何故なぜだか芳明の身体は硬こう直ちよくしたように動かすことができなかった。気を抜けば戦慄おののきそうになる口唇を動かして、どうにか言葉をつづる。


「えっと、何をしているというか……。ほら、ここの近くに空き巣が入ったって聞いたからさ、ちょっと気になって……！」


　勝手に口をついて出てきた台詞せりふだが、後半は勢いだけとなっており、かなり早口だった。しかも自分が何を口走っているのか、芳明自身にもわからなくなっていた。


　───うわあっ、何言ってんだ、オレはっ。もっとましな口実あるじゃねえかっ。


　だが、焦あせれば焦るほど、余計なことを口走りそうに思えて、落ち着きなく口唇を小さく動かしてしまう。視線も定まらず、きょときょととあたりを彷徨さまよっているのだ。あきらかに『何かを隠かくしています』という態度でしかないのだが、芳明本人はそれに気がついていない。


「あの事件に興味があるのか」


「いや、興味ないけどっ。ほら、家が近いしっ。だから、気になるんだよっ」


　何気なく断定するよう言こと葉ば尻じりと平へい坦たんな口調に焦った芳明は、ますます相手の不信感を煽あおるような醜しゆう態たいを晒さらしてしまった。


　ちりちりとするようなきつい視線が、自分の顔に向けられていることにようやく気がつき、そっと相手を見遣れば、じっと観察するような双眸がこちらを見つめていた。


　───な、何だよ、こいつっ。何が言いたいんだよっ。


　一方的に見られていることに居い心地ごこちが悪くなり、また一歩退きそうになったが、ふっと高橋の姿が脳裏をよぎった。ここで引いてしまえば、この件に関してまで逃にげ腰ごしになってしまいそうだ。芳明はくっと口唇を引き結ぶと、『絶対に引くモノか』という意識で男を睨みつける。


　芳明のその視線に、男は一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を見開いたがそれだけで、すぐに元の無表情に戻もどると怯ひるみもせずに、芳明と視線を合わせてきた。


　目を逸そらした方が負けだとでもいうように、芳明はきつい視線を男に向けていたのだが、先に視線を外したのは男の方だった。まさか、向こうがそんな態度に出るとは思ってもなかった芳明は、驚きよりも戸と惑まどいの方が強く出た表情になった。


　───……？　何で……？


　相手が引くような態度にでたことが芳明には信じられず、どう反応していいのかわからないのだ。だが、男は芳明を気にする様子もなく、おもむろに口を開いた。


「確かに近所でそんなことがあれば気になるな」


「だ、だろっ？　だから、つい歩き回っちゃって……！」


　男の言葉尻に乗っかるようにして早口で言葉を重ねると、あきらかにそれとわかる作り笑いを浮うかべた。頰ほおが引きつって痛くなってきたが、それでも作り笑いを止められず、芳明は乾いた笑い声を上げている。


「だが、興味本位で近寄りすぎると思わぬ怪け我がをするぞ」


「え？　ええ……と？」


「ようするに、余計な好こう奇き心は身を滅ほろぼすと言ってるんだ」


「───ん？」


　突とつ如じよ出現した男の存在に焦りすぎたのか、男の言っていることがすぐに理解できず、芳明は小首を傾かしげてしまった。だが、言い直されたことにより『嘴くちばしを突つっ込むな』と言われているのだとわかった。そしてそれは、取りも直さず、『目の前にいる男は何かを知っている』ということになるのではないか。


　ぎゅっと眉み間けんに皺しわを寄せて、芳明は男を睨みつける。が、男は眉まゆ一筋動かすこともなく、涼しい顔で芳明の視線を受け止めている。


「───なあ、何でおまえがそんなこと言ってくるんだ？　それこそ、おまえには関係ないと思うんだけど」


「関係あるかないかは、おまえが決めることじゃないだろう？」


　男の口くち許もとがゆっくりと弧こを描いていくが、薄いレンズ越しに見える双眸は笑っていない。


　緩ゆるんでいた糸が一いつ瞬しゆんにして張りつめて、両者が睨み合う。ほんの少し前に初めて顔を合わせたというのに、会話するよりも睨み合っている時間の方が多いのは決して芳明の気のせいではないだろう。


　もっとも、あまり突っ込まれたくない芳明にしてみれば、余計なことを口走って相手の不ふ審しん感を煽りたくないというのもあるのだ。


　───すっごく、気に入らないんだけどっ。


　口唇を引き結んで眼前の男を凝視しているだけで、それ以上どうしようもない。下手へたな言葉で相手の興味や関心を引きたくない以上、どうすることもできないのだ。その焦しよう燥そう感かんに駆かられ、芳明の目つきは段々と険しくなっていく。


　だが、それすらも気にしていないようで、男はそれこそ明日の天気を訊きくかのような淡々とした口調で、さらりととんでもないことを訊いてきた。


「空き巣があった日、おまえは何をしていた？」


「は？……それって、アリバイ？」


「何で、すぐにそう思うんだ？」


「そんなの、思いっきりあからさまじゃないかよっ」


　まるで態度が変わることのない男に、芳明はかっとなり感情のまま怒ど鳴なりつけるが、それすらも受け流されているらしい。ますますいきり立つ芳明に対して、男は張り付けた笑えみを崩くずすことなく口を開いた。


「もしかしたら、何か見ていないかと思っただけなんだがな」


「───っ」


　芳明は瞠どう目もくして息を呑のんだ。男にしてやられたという気持ちがふつふつと湧わいてくるのは仕方ないかもしれない。


　しかも、過か剰じよう反応したことで、何か関係があるのかもしれないと、男に知らせてしまったのだとも悟さとった。突っ込まれたくないのに、相手に付け入る隙すきを与えてしまったことを悔くやむが、一いつ端たん口にしてしまったものはどうしようもなく、何を訊かれるのかと、芳明はきりきりと神経を尖とがらせていく。


「……そろそろ、少し早めの夕食に出てもおかしくない時間だな」


「───は？」


　ぼそりとそれまでとはまったく関係のないことを突とつ然ぜん口にした男に、芳明は間ま抜ぬけな顔を晒した。肩かた透すかしを食わされたとしかいいようのない突とつ拍ぴよう子しのなさに芳明が戸惑っていると、男はさりげなく手首に視線を落として時間を確認したようだ。


　着き崩くずした様子のないスーツの袖そで口ぐちからは、男の硬こう質しつなイメージを乱さないチタン製の冷たさを感じさせる時計が垣かい間ま見みえる。派手すぎず、それでいて一目で高級そうなのがわかる腕うで時ど計けいは、男の雰ふん囲い気きに似合っている。


　だが、その腕時計を見たために、芳明は更さらに混乱した。


　警察関係───私服刑けい事じなどではないとわかるのだが、自由業のような柔じゆう軟なんさが見られない。かといって、普ふ通つうの会社員なら、夕方という時間にこんなところを意味もなくぶらついているわけないし、会社員が持つにしては、それは少々高級すぎるように思えるのだ。


　───ほんとに、何なんだよ、こいつ……。


　ただ気に入らなかっただけの男が、不審さを増して、警けい戒かいすべき相手になっている。


「少し、酒でも飲むか？」


　眼鏡めがねの向こうですっと細められた双そう眸ぼうに、芳明の背筋がぞくりとした。確実に、裏に何かがあるとわかるような冷たい目許は、獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうのそれに見えたのだ。男の仕草一つ一つには、どこにもそれらしき様子は窺うかがえないのに、どうしてだか、追いつめられている感じがして、芳明は落ち着かない。


「……飲まない……」


　じりじりと後ずさりしたくなるような気持ちを押し隠したためか、愛あい想そうをどこかに忘れてきたようなぶっきらぼうな声こわ音ねになった。そんな芳明の反応だったが、男は小さく片眉をあげただけで特に顔をしかめることもなく、芳明の言葉を受け入れた。


「まあ、いい。何か、知っていることでもあれば、ここに連れん絡らくをしてこい」


　スーツの内ポケットからカードケースを取り出し、名めい刺しを一枚芳明へと手て渡わたしてきた。手の中に収まった名刺は横型で、『蓮田玲二』という名前と『弁護士』という単語が否いやが応でも芳明の目を引いた。


「弁護士……？」


　小さく言葉にしたことで、目の前に立つ男───名刺によると蓮田玲二というらしいが、彼の職業への曖あい昧まいさがなくなった。


　それを思ってみれば、硬質な雰囲気も、どこか冷たさを孕はらんだような視線も理解できないでもない。だが、依い頼らい人に親身になりそうな人ひと柄がらだとか、そういう優やさしさや人情味を持っているようには見受けられない。ただ、間ま違ちがいなく依頼人の権利を守ってくれそうな有能さはにじみ出ているような気はする。


「そうだ。この空き巣事件の参考人の一人と面識があるんだ。どんな些さ細さいなことでもいい。知っていることがあれば、連絡してほしいね」


　口調が妙みように断定的なところも気にはなったが、それ以上に癇かんに障さわったのは笑っているかのように見える口許とは違ちがい、芳明を見つめているするどい目つきだ。気を許していないことがよくわかるのだが、それを隠かくそうとしていないのか、それともこちらが気がつかないと高たかを括くくっているのか、凄すごく微び妙みようなところだ。


　そのどちらなのか芳明が見極める前に、玲二は踵きびすを返してその場から去っていった。


　革かわ靴ぐつがアスファルトにあたる高い音が聞こえなくなった時点で、芳明の肩かたから力が抜ぬけた。それでようやく、芳明は緊きん張ちようしていたことがわかった。玲二の持つ気配に圧おされていたらしい。


「……何か、もう疲つかれた……」


　はあ、と大きく息を吐はき出すと、芳明もとぼとぼと歩き出した。どちらにしろ、これ以上することもないので、帰るしかないだろう。


　───弁護士、かあ……。でも、参考人と面識って。何するつもりなんだ？


　玲二が何をしたいのか、その目的が何なのか、芳明には皆かい目もく見当がつかず、どうしようもない。だが、玲二の欲しがっている情報というのが、多分だが、高橋がぶつかった人物のことだということはわかった。


　しかし、そのことを玲二に話すわけにもいかない。芳明には持て余すこと請うけ合いの名刺だが、そこらへんに捨てるのもはばかられたので、とりあえずショルダーバッグに突っ込んだ。


　歩きながらも考えるのは玲二のことで、どうして自分に絡からんできたのか気になって仕方ないのだ。あのあたりをうろついていたから、というにしては、妙にしつこかったような気もする。


　高橋はただ、人とぶつかっただけなのだ。


　───あ……。でも、万年筆を拾ったって言ってたな……。


　あえて、『拾った』と表しているが、厳密に言えば窃せつ盗とう罪になるのだ。下手なことをすれば、その拾ってしまった万年筆が動かぬ証しよう拠ことなり、高橋に警察の手がのびるかもしれない。そのうえ、芳明にも証拠隠いん滅めつか犯人隠いん匿とくという最悪な事態が待ち受けているかもしれないのだ。


　そこまで考えたとき、ふっと芳明の視線があたりを彷徨さまよう。


　弁護士である玲二と面識のある『参考人』とは誰なのだろうか。万が一、その参考人が本当に犯人だったとしたら、高橋は罪をなすりつけやすい位置にいることにならないだろうか。


「絶対に連絡なんかするもんかっ」


　それまでの気弱な足取りから一転して、足音も荒あらく芳明は勢いよく前へと進んでいく。


　客観的に見れば、高橋にも容疑が掛かかるのは間違いない状じよう況きようだというのに、芳明の意識からはそのことが綺き麗れいに抜け落ちている。よく考えなくても、犯人と思おぼしき人物と高橋が接せつ触しよくしているかもしれないのだから、高橋は重要参考人に近いだろう。


　しかし、芳明の意識の中では、玲二の言う参考人が、高橋へ罪をなすりつけようとしているという考えに染まってしまったのだ。


　思い込んでしまった思考と同じように、脇わき目めもふらずにまっすぐと自分の部屋を目指したために、ある程度の距きよ離りを置いて付いてくる人ひと影かげに、芳明が気がつくことはなかった。











　ぐったりとテーブルに突つっ伏ぷしているのに、周りに座っている友人たちは小さく笑っている。


「んだよ、何で、おまえらはそんなに元気なんだよっ」


「一応、疲れてますけどね。そんな風にだらしなく伸のびる気がないだけだよ」


　テーブルに頰ほおをくっつけた状態から、隣となりに座る人物を見上げてみるが、相手は涼すずしい顔で盛もり蕎麦そばを食べていた。ちょうど昼時ということもあってか、にぎわいを見せている食堂の一角に芳明たちは陣じん取どっていた。


「とりあえず、これで半分だろ？」


「だな。試験が終われば長い夏休みが待ってるさ」


　高校時代とは違って、夏期休きゆう暇かはたっぷりと二ヶ月あるので遊び倒たおせるのだ。そのためにもこの試験期間を乗り切ろうと、皆みなで頷うなずき合う。


「お待たせっ」


　突っ伏していた芳明の隣にがたがたと椅い子すを鳴らして座った高橋が、手にしていたトレイをテーブルの上に滑すべらせた。鼻歌でも歌い出しそうなほど機き嫌げんが良さそうなのを見て、芳明は溜ため息を呑のみ込む。


「タカハシは、今日はもうお終しまいか？」


「そうだよ。しかも明日はなくて、明後日の二科目で終わり」


　先の見えた試験期間に、高橋は浮うかれているようで、生姜しようが焼き定食をつつく箸はしにも淀よどみがない。もぞもぞと上半身を起こして、芳明はコンビニの袋ふくろを手許に引き寄せた。今日のためにほぼ徹てつ夜やだったので、食欲があまりないのだ。


　おにぎりのフィルムを剝はがしながら横目で高橋を見れば、とてもにこやかな表情で話している。ほんの一週間ほど前とはまるで違う高橋の様子に呆あきれてしまうが、それを表に出すわけにもいかず、何とも言えない表情でおにぎりを齧かじる。


　───本当に現金だよな……。


　高橋にとって恐きよう怖ふの対象だったらしい万年筆を芳明の手に渡わたしてから、自分はもう無関係なのだとばかりに元気になった高橋に対して、芳明は苦笑するしかない。この切り替かえの早さというか、ある意味固こ執しゆうしない思考は高橋の長所の一つだと思えるからだ。


「なあなあ、試験終わったら、皆でどこか行かない？」


「いいねえ。海よりかプールか？」


　などと、目先の苦行よりも、そのあとの楽園を思い描えがいていると、ぱたぱたと軽い足音が近づいてきたかと思った途と端たん、ばんっとテーブルに手を突く音が響ひびいた。それに驚おどろいてそちらに視線を遣やれば、時折飲みに行く知り合いだった。


「んだよ、どうかしたのか？」


　彼の勢いに一いつ瞬しゆん呑のまれてしまったが、それでもきらきらとした表情でこちらを見てくるために、芳明がその場を代表して訊きいてみる。するとすぐさま水を得た魚のように口を開き始めた。


「おいおい、聞いてくれよ！　昨日さ、僕のとこに警察が来たんだよ！」


「は？」


「ほら、こないだ、この近くで空き巣があったんだって？　それに関してさ、事じ情じよう聴ちよう取しゆっていうの？　それが来たんだ！」


「うっそ、何、詳くわしく話してよ」


　知人の話題が普ふ通つうなら身近に経験し得ない事こと柄がらのため、一気に沸わいたテーブルに反して、高橋の顔からさっと血の気が引いたことに芳明は気がついた。興奮気味の知人に対して、高橋の様子はまるで目の前に天敵が現れた被ひ捕ほ食しよく動物のように、かちこちに固まっている。


「それがさ、こう、警察手帳っていうの？　あのぱかって開くやつを見せられてさ。何かホント、ドラマ見てえとか思ったぜ！」


　無理矢理椅子を突っ込んで、その場に腰こしを下ろした知人は微びに入いり細さいに入り話し始めたのだ。芳明は食べかけのおにぎりを口に詰つめ込むと、そっと椅子から立ち上がり、高橋の肩を叩たたいた。


「ほら、それは片づけてやるから、帰るよ」


「……え？」


　大おお袈げ裟さなほど驚いた高橋を無理矢理立たせていると、テーブルからの視線を感じた。


「あー、悪いね、オレ、徹夜したもんだから眠ねむすぎてさ。先に帰らせてもらうね」


「大だい丈じよう夫ぶ？　そういえばテーブルに懐なついていたもんな」


「気をつけて帰れよー」


　ぎこちなく立ち上がった高橋の背中を押して、芳明は食堂を後にした。促うながされるままに足を進めている高橋を放置するわけにもいかず、高橋の部屋へと向かっていく。惰だ性せいで歩いているだけらしい高橋と並んでいれば、ぶつぶつと呟つぶやく高橋の声が聞こえてくる。


「……何で警察が……？　おれのところには来ないよな……？」


　そんなことをひっきりなしに呟いている姿は、どこからどう見てもおかしくて、芳明は溜め息をつくしかない。


「どうしよう……。どうすればいいのかな……」


　何とも他力本願な台詞せりふだが、高橋はこういう奴やつなのだと、芳明はあきらめている。


「しっかりしろって。アレを持ってるのはオレだろ？　だから、おまえは大丈夫だって」


「でも、でも……」


「オレがどうにかするから、な？」


　食堂であれだけテンションが高かったことなど微み塵じんも感じさせないほどネガティブな思考に囚とらわれた高橋は、がしっと芳明の腕うでを摑つかんだ。


「大丈夫？　ホントに大丈夫なんだな？」


「はい、はい、大丈夫だって。明後日にはまだ試験が残ってるんだろ？　落ち着けよ」


　爪つめが食い込むほど腕を握にぎられているため、痛みに眉まゆをひそめるが、それでも芳明は高橋の手を振ふり解ほどこうとはしなかった。




　　　　４







　がくんっと思っていたよりも大きな音がしてエレベーターが四階で止まった。ゆっくりと開いていくドアを見つめたまま、一歩廊ろう下かへと足を踏ふみ出す。と、ここにも目め隠かくしのためにかはめ込まれたパネル板があり、むっと籠こもった空気が身体からだにまとわりついてきた。


　それどころか吸い込んだ空気にも噎むせ返りそうになる始末だ。それでも考えた末に名めい刺しを頼りにここまで来たのだ。今いま更さら引き返すつもりもない。自分だけの問題ならともかく、どうにかけりをつけないと高橋の精神状態がひどく不安定なままになりそうなのだ。


　自分でも過保護なのかもしれないと思ってしまうが、もうどうしようもない。高橋のトラブルに巻き込まれてしまうのも、その尻しりぬぐいをすることも、既すでに決められたことなのだと芳明は悟さとっている。


　目当ての部屋がどこなのか手近な扉とびらの部屋番号を探す。名刺に書かれていた部屋番号は四〇一なのだから、ここでなければ、一番奥の部屋でしかない。


　芳明は傍そばのドアプレートを確かく認にんして、しっかりとした足取りで奥へと歩いていった。辿たどり着くまでに扉は全部で三つあり、それぞれ会社が入っているらしく、重そうな金属製のドアに会社名が書かれたプラスチックプレートが貼はられている扉もあった。


　それらには目もくれず、一番奥にあった扉の前で立ち止まる。ブルーグレーに塗ぬられた扉は昔の団地でよく見かけたような金属製で、覗のぞき穴あなの下あたりに『蓮田弁護士事務所』と書かれたプレートが貼られていた。インターフォンは一応スピーカーフォンらしい。


　小さなボタンに指を掛けて深呼吸を一つすると、芳明はゆっくりとそのボタンを押した。小さな接続音に続いて、女性の声が聞こえてきた。


「はい。開いてますよ、どうぞお入り下さい」


「はあ」


　誰すい何かもされなかったために戸と惑まどったが、声に押されるようにして芳明はドアノブを捻ひねった。見た目通りに重い扉を開けて、中を覗き込めば入ってすぐはパーティションで仕切られているために、室内を一望することはできない。


「あの……、入りますよ」


　一応声を掛かけてから、パーティションを右に回り込むようにして奥へと向かい、途と切ぎれた仕切りの向こうを覗いた。


　そこはいわゆるどこにでもある事務所のように見えた。部屋の中央には無機質な灰色をした大きめの事務机が四つ向かい合わせに置かれているし、壁かべ際ぎわはスチール棚だなで覆おおわれている。芳明が立っている側の壁には木製のドアが二つ並んでいるし、反対側には簡易キッチンがあるのも見える。


「何か御ご用ようですか？」


　机に座っていた女性が立ち上がり、ヒールの音も軽かろやかに近寄ってきた。


　が、芳明は彼女を見て微かすかに眉をひそめてしまった。弁護士事務所だという思いが芳明にあるからなのか、彼女の服装が場ば違ちがいだと思ったのだ。膝ひざ丈たけのワンピースは直線的なラインでカジュアルすぎないのだが、色はパステルオレンジ。足許もコルクのウェッジソールで、ストラップには小花の飾かざりまで付いている。


　さらさらと流れるような黒くろ髪かみはストレートで胸を越こすほどに長い。その上、ワンピースから覗く手足はすらりと細く、程ほど良よく日焼けしている肌はだは健康的だ。出るところは出ているボディラインも、全体的なバランスとしておかしくはなく、文句なしの美人だと言えるだろう。


　そんな女性がふっと目の前に立ったものだから、芳明は無意識のうちに名刺を握り込んでしまったらしい。くしゃりと微かに紙の擦こすれる音がしたので慌あわてて名刺を伸のばすと、それを無造作に女性へと差し出した。


「……これもらったんだけど、本人いる？」


　だが、そんな芳明の態度を気にした様子もなく、女性は名刺を受け取り、確認したようだ。つっと柳りゆう眉びを寄せて困ったような表情を浮うかべ、芳明を戸惑ったように見つめてきた。


「どこで、もらったのかしら？」


「どこでだっていいだろう。その、蓮田玲二ってのはいるのかよ」


　まるでどこからかその名刺を掠かすめ取ってきたとでも言いたそうな様子の女性に、芳明はむっとした表情を隠かくそうともせず、一歩も引く様子を見せない。その強気な態度に対して、女性はにっこりとした笑え顔がおを向けてきた。


「アポを取られましたか？」


「本人がいるのかって訊きいてるんだよ」


　視線を逸そらして室内を見回さなくても、そこに玲二がいないことは見て取れる。多分いるとしたら、扉の向こうになるのだろう。どうやってその扉を開けようかと考えている芳明の傍で、深々と溜ため息をつかれたことに気がつき、ぱっと視線を向ければ、そこには呆あきれた表情を隠そうともせずにこちらを見ている女性がいた。


「あのね、坊ぼうや。普通の社会的常識として、訪ねる前には連れん絡らくを入れるものなの。今、蓮田先生がいたとしても、クライアントと会っていたら、坊やには会わせることはできないわよね？」


　言うことを聞かない子供へ言い聞かせるような口調なのが、ひどく腹立たしいが、女性の言っていることの方が筋は通っている。くっと口唇くちびるを嚙かみしめて、芳明は黙だまり込む。


「それとも、坊やは営業妨ぼう害がいにでも来たのかしら？」


「……違ちがう。話があって来たんだよ。蓮田玲二が、知っていることがあれば来いって言った」


　ぼそぼそと口の中で呟くような声になってしまったのは、自分の態度がいかに常識から外れているのか、ようやく思い至ったからだ。


　いくら、高橋のために意を決してきたとしても、それは芳明の都合で、玲二たちにしてみれば突とつ然ぜんの訪問には間違いない。普通に考えても、社会人と大学生なら、大学生の方が時間的に融ゆう通ずうがきくのだ。しかも、夏休みに突とつ入にゆうしている。


「あら、蓮田先生が？……そうね、じゃあ、こっちで待っていてもらおうかしら」


　二人が立っている位置から一番近い扉を開けて、芳明を促うながした。


　そこは応接室として使用しているらしく、二人掛けのソファーとテーブル、それから一人掛けのソファーが二脚、設置されている。窓がないので閉へい塞そく感があるかと思ったが、壁に掛けられた空の写真や、背の低いキャビネットだけしか置かれていないことも相まって、それなりにリラックスできるようになっているらしい。


「冷たいお茶がいい？　それともコーヒー？」


「あ……、冷たいお茶、ください」


「わかったわ」


　室内に芳明を残したまま、女性は扉を閉じた。取り残されたような気分になるのは、自分が場違いな気がするからだろう。身の置き所がないうえに、勝手にソファーに座っていいのかもわからない。


　そわそわと落ち着かないままその場に立っていると、再び扉が開いて先程の女性がトレイを手に顔を出した。


「あら、座ってくれていいのよ」


　氷のぶつかる音が聞こえると芳明は喉のどが渇かわいていたことを思い出し、テーブルに置かれたコップの前に座った。二人掛けのソファーはクッションが利いていて、その座り心地ごこちからも高級品だと思われる。


「蓮田先生は三十分くらいしたら戻もどられるから、待っていてちょうだい。それから、名前を訊いてもいいかしら？」


「あ……、宮川芳明、です……」


「そう、芳明くんね。私は秋あき山やま菜な摘つみよ。下の名前で呼んでね。それじゃあ、何かあったら声を掛けて」


　ソファーを汚よごさないかとおっかなびっくりに座っている芳明に、にっこりと綺き麗れいな笑えみを見せてから、秋山は扉の向こうへと消えていった。それを見届けてから、芳明はグラスのお茶をぐっと半分くらい一気に飲んで、ようやく一息つけた。


「……やっぱ、弁護士なんだよなあ……」


　大学近くで事じ情じよう聴ちよう取しゆを受けたと知人が話さなければ、芳明もこんなところまで来ようとは考えていなかった。一いつ介かいの大学生と、参考人の知り合いらしい弁護士とでは、比べるまでもなく、手にする情報には差がありすぎる。


　それに、高橋は空き巣と遭そう遇ぐうしたかもしれないだけで、空き巣そのものとは無関係だ。だから、変に怯おびえる必要もないはずだし、卑ひ屈くつになる必要もない。


　だが、もし玲二と関かかわりのある参考人が真犯人だったら、高橋は格好のスケープゴートになってしまう。


　───……なんで、蓮田玲二はあそこにいたんだろ……？


　不意に湧わき上がった考えに、芳明はぎゅっと眉まゆ根ねをよせた。


　わざわざ自分から、虎とらの穴に突つっ込んでしまったかのような気分になってくる。ソファーに沈しずみ込んでいる下か肢しが落ち着かなくなり、もぞもぞと足を動かしてしまうのは、思考が飛んでもない方向へとねじ曲がってしまいそうになっているからだ。


　じんわりと水すい滴てきが滲にじみ出しているグラスに手を掛けて、無意味に揺ゆらしてみる。逃にげ出したい衝しよう動どうに駆かられるのだが、高橋のことを考えるとそういうわけにもいかない。第一、この部屋から出たところで、秋山に見み咎とがめられるのは確実だ。


　───大だい丈じよう夫ぶ。余計なことは言ってないから、大丈夫。


　そう言い聞かせるようにしながら、芳明はソファーから動かなかった。ただ、時折視線を扉とびらへと走らせたり、やたらと携けい帯たいのディスプレイで時間を確認することだけを繰くり返して、じりじりと時が過ぎるのを待っていた。


　実質十分ほど待っただろうか。かちゃりと、微かに扉が開く音がしたことに芳明は素す早ばやく反応してぱっと扉の方を見れば、玲二がうっすらと笑顔らしきものを浮かべて入ってくるところだった。手には自分で持ってきたらしいグラスを持っている。


「───やっぱり来たな。さて、知っていることを話してもらおうか」


　挨あい拶さつも何もなく、玲二はどっかりと芳明の向かい側にある一人掛けのソファーに腰こしを下ろした。だが、背もたれに体重を掛かけて座っている姿はどこか見下されているようにも思え、芳明はむっと顔をしかめた。


「その前にさ、おまえは何が目的で事件のことを調べてるんだ？」


「馬ば鹿かか？　弁護士には守秘義務っていうものがあるんだよ」


　口くち許もとだけが笑っている冷たい表情はせせら笑っているようにも見えるため、思わず芳明も反発してしまう。


「だったら、オレにだって黙もく秘ひ権けんとかいうやつがあるよな」


　お互たがいに無言で睨にらみ合っていたが、先に視線を外したのはまたもや玲二の方だった。その口許が微かすかに笑みを浮かべていたが、芳明は気がついていない。それどころかあらぬ方向へと向けた視線に芳明が訝いぶかしげな表情を見せた。


　そんな芳明の様子に玲二は微かに溜め息をついて、囁ささやくような声こわ音ねで話し出した。


「参考人として、事情聴取を受けた人間の弁護を頼たのまれた。そいつが犯人ではないのはわかっている。が、それを証明するための証しよう拠こがない。だったら、真犯人を捜さがした方が早いかと思ってな。……さて、おまえは何を知っているんだ？」


　本来ならそれだけのことを話すのも許されないのだろう。不ふ機き嫌げんそうな玲二の様子に、芳明はぐっと黙り込んだ。言い換かえれば、それだけ芳明の持つ情報が欲しいということになるだろう。だとしたら、ここで自分の持つカードを相手に見せていいのか、即そく断だんできない。


　───蓮田玲二は、犯人を捜している。タカハシは犯人じゃない。……タカハシのことは話さなくても、万年筆のことは話しても大丈夫か……？　でも……。


　無実の証明が難しいからといって、普ふ通つう犯人捜しまでしようとするだろうか。玲二が来るまでの間に考えていたスケープゴート説がちらりと頭をよぎる。そのため険しい表情で玲二を見み遣やれば、左手に持ったグラスを傾かたむけて何でもないように口を付けているが、右手の人差し指が、苛いらついたように肘ひじ置きを小刻みに叩たたいている。


「早くしてもらおうか。こっちはいつまでもガキにつきあっていられるほど、暇ひまじゃない」


「な───っ。何だよ、それはっ」


「素す直なおに自白しろと言ってるんだ。今なら格安で弁護を引き受けてやる」


　飲みかけのグラスをテーブルに置いて、玲二はくつりと笑った。目だけが笑っていないその表情に、芳明の意識はかっと沸ふつ騰とうし、後先も考えずに怒ど鳴なりつけた。


「絶対、おまえになんか言うもんかっ」


「おまえの知る情報は───、かなり重要みたいだな」


「───っ」


　激げつ昂こうする己おのれが恥はずかしくなるほどの冷静さで玲二が問い掛けてくると、感情的になっていた芳明は、取り繕つくろうことすらできずに、顔色を変えてしまう。その様子を見て、玲二の笑みがますます深くなるが、芳明はそれどころではない。


　───やばいっ。間ま違ちがえた……っ。


　玲二が『弁護』と言ったことに反論せず、芳明は『言わない』と叫さけんでしまった。それは取りも直さず、玲二の言うとおりに『何か』を知っていると言外に示したようなものだ。どうやって取り繕おうかと、そればかりぐるぐると思考が回っているためか、芳明は押し黙だまったままだ。


　ゆったりとした動作で腕うでを組んだ玲二は、目を眇すがめてそんな芳明にプレッシャーをかけていく。これみよがしに大きな溜ため息をついたり、目に付くように指先や爪つま先さきを小刻みに揺らしている。そして、ついには痺しびれを切らしたとでも言うように、言い放った。


「言いたくないのか？　だったら、おまえが犯人だとでも警察に通報しようか」


「な───っ」


　勝利を確信しているような、芳明がひれ伏ふすのを待っているかのような玲二の態度に、芳明は息を呑のんだ。まるで芳明が───ひいては高橋が犯人であるかのような物言いに、芳明の思考は完全に考えることを放ほう棄きして、感情だけで動き出した。


　───絶対にあのことは言うもんかっ。


　牙きばを剝むく犬のように玲二をぎっと睨みつけるが、その矛ほこ先さきを向けられている玲二は何でもないことのように笑っている。完全に鼻先であしらわれていることがわかるだけに、ますます芳明の頭に血が上っていく。


　玲二の冷めた態度と、芳明の何も考えていない感情とが、絶ぜつ妙みような具合でバランスを取り、その場に緊きん張ちようをもたらしていた。そのまま数分も過ぎただろうか。不意に扉を叩く音が静せい寂じやくに満ちた室内に響ひびいた。


「先生？　お時間です」


「───わかった」


　扉の向こうから声を掛けてきた秋山に返事をして、玲二がおもむろに立ち上がった。ソファーに腰こし掛かけている芳明を見下ろす体勢で、訊たずねてくる。


「おまえ、名前は？」


「何で教えないといけないんだよっ」


　がたっとソファーを揺らすほどの勢いで芳明も立ち上がる。少しでも玲二と同じ位置に、対等な場所に立っていないと、玲二の気配に呑み込まれて何もかも彼にとって都合のいいように物事が進んでしまいそうな感じがするのだ。


「警察に、容疑者だと通報してもいいんだがな」


　きっちりと言葉は切られているが、『今、この場で』という台詞せりふがあとに続きそうな雰ふん囲い気きだ。当然、芳明は唸うなるように玲二を睨みつけるが、自分の優位を信じている玲二は目を細めただけだ。薄うすいレンズ越ごしに見つめてくる視線にたじろいで、一歩下がろうとしたが、ソファーに阻はばまれてしまう。


「───宮川芳明っ」


　吐はき捨すてるように名前を言い放ち、くっと口唇くちびるを引き結ぶ。そのあからさまに嫌いやそうな芳明の態度に、玲二は初めて目許まで緩ゆるませた。それまでの、口許だけで笑っているような冷たそうな雰囲気がなりを潜ひそめ、心底面おも白しろそうな態度で芳明と向かい合っている。


「……住所は？」


「───」


　次いで訊ねられたが、無言のまま顔を逸そらして、芳明はその質問ごと無視することにしたらしい。しかし、今この場で切り札を握にぎっているのは、玲二なのだ。


「警察」


「───っ」


　端たん的てきに呟つぶやかれた言葉に、芳明は息を呑んでばっと玲二の方へ顔を向けた。だが、玲二は涼すずしい顔で芳明に向かい返答を促うながしてくる。


　どうしようもない事態に芳明がぼそぼそと住所を呟けば、満足そうに頷うなずいた玲二が振ふり返ることもなく、退室していった。扉を開け放して行ったのは、多分芳明にこのあとの予定を教えるためなのだろう。


「菜摘、あいつの連れん絡らく先を書き留めておけ」


「わかったわ。はい、これが荷物と資料。ゆっくりとしている時間はないわ」


「知ってる」


　ぱたぱたと動き回る音がしていたと思うと、扉とびらの開閉音がしてようやく静かになった。それからしばらくして、手に書類を持った秋山が姿を見せた。最初に顔を合わせたときとは違ちがい、柔やわらかな笑顔を浮うかべているので、逆に芳明の方がたじろいでしまった。


「先程はごめんなさいね。本当、あの先生はいろいろと厄やつ介かい事に縁えんがある人だから」


「はあ……」


　秋山が声もなく笑っている様子に流されて、芳明は手て渡わたされた書類に言われるがまま、必要事じ項こうを書き込んでいく。自分でもどうしてこう秋山の言うことを聞いているのか不思議だったが、それでも手を止めることはない。


「で、結局、坊ぼうやの用は済んだのかしら？」


「……黙もく秘ひ」


　面白がっているような秋山の態度に、むすっと不機嫌そうに芳明が答えれば、彼女はそれ以上突つっ込むことはなかった。書き上がった書類を秋山が確認している様子を見て、芳明は躊躇ためらっていたが意を決して口を開いた。


「なあ、あいつ、本当に弁護士？」


　最初は不ふ審しん者みたいな感じがしたし、先刻は脅きよう迫はくまがいのことをしてくるし、第一、いつもどこか冷たく見下されているような感じがして、芳明はとても何かを相談するような気にはなれない。


　それどころか、できれば近寄りたくないとまで思うのだ。だから、ものすごく低い確率どころか、どうしてそんなことをするのか理由がないにもかかわらず、玲二は自分を騙だましているのではないかと考えてしまう。


　じっと秋山を見つめると、彼女はくすくすと笑い出した。


「あら、本物よ？　スーツに付いていた弁護士バッジ、見なかったかしら」


「……そんなことまで気が回らないよ」


　口唇を尖とがらせて顔を背けるような態度は、自分でも子供っぽいとは思うのだが、芳明自身にも止められない。玲二が同じような事を言おうものなら反発するのだが、秋山に言われると拗すねたような態度になってしまう。


　───絶対に、蓮田玲二の態度が悪いから、だろうな。


　芳明は確信を持ってしまう。玲二の物言いや態度が、芳明の癇かんに障さわるのだろう。小さく吐と息いきをつくと、口許に小さく笑みを浮かべたままの秋山に、再度訊ねる。


　少しでも玲二が何をしているのか、何を考えているのか、情報を集めようと思ったのだ。


「あいつ、いつも……、何か、人に話を訊きいて回るのか？」


「訊いて回る？　何か訊かれたの？」


　微かすかに眉まゆ根ねを寄せた秋山の態度で、玲二が歩き回って何かをしていることの方が珍めずらしいのだと悟さとり、芳明は戸と惑まどったような表情を浮かべた。そして、考える間もなくするりと、素直に答えてしまった。


「……空き巣事件のこと……」


「───それの関係者なのね……」


　嘆たん息そくするように息を吐き出した秋山に、訊いてはいけないことだったのかと芳明は困こん惑わくしてしまう。綺き麗れいなオレンジ色のマニキュアが塗ぬられている指先を口許にあてて、秋山は何かを考え込んでいる。


「……それは、特別なのよ。今ね、警察に話を訊かれているのは私の弟なのよ。だから、玲二も気にしてくれているの」


　囁ささやくように掠かすれた声で言われたのだが、芳明はその内容よりも別のことが気になった。


　───玲二……？　呼び捨てにしてるのか……？　さっきまで『先生』て言ってたのに。


　玲二と秋山がどんな関係だろうと芳明には関係ないはずだが、何故なぜだかそのことが最初に意識がもっていかれたのだ。それから秋山が言った内容に意識が向いた。


「じゃあ、あいつが言ってた参考人っておねーさんの弟？」


「そうなのよ。参考人の段階だから、そこまで気にする必要はないみたいだけど、事が大きくなると面めん倒どうだからって犯人捜しを始めてくれたんだけど……」


　曖あい昧まいに語ご尾びを濁にごしてはいるが、寄せられた眉根や嚙かみしめられた口唇が心配そうに歪ゆがんでいるのを見て、秋山が玲二のことを気に掛かけているのが見て取れた。と、ずきりと芳明の心臓が痛みを感じた。


　───ずき？　何がどう、ずき、なんだ？　じゃなくてっ、あいつがそんな気を遣つかうようなことをするのか？　オレにはいつも睨にらみつけてくるじゃないか。


　自分は玲二のことを気に入ってないというのに、相手が自分の事を嫌きらうのは許せないという、何とも矛む盾じゆんに満ちた思考をしていることに、芳明自身が気がついていない。それどころか、秋山と自分の扱あつかいの違いに、機き嫌げんが悪くなっていく。


　秋山の方も玲二の心配をしていたために、芳明が不機嫌になっていことにも気がつかず、溜ため息をついた。


「だから、坊やに対してちょっとしつこかったとしたら、私にも責任があるかも」


「……そう思うんだったら、止めさせてよ」


　玲二と対等な位置にいるのだとでもいうような秋山の台詞に、理由もわからずむっとして無愛想に言えば、彼女は軽かろやかに笑う。


「私が？　できるわけないでしょう。ええと、これが連絡先ね。名めい刺しには事務所の番号しかないのよ。先生と確実に連絡を取りたければ、その携けい帯たい電話に掛けた方がいいわ」


「───わかった」


　名刺大のカードに書かれた携帯の番号を確認して、その場で登録してしまう。カードをそのまま持っていくことはしたくなかったのだ。カードを捨てるのは気が引けるが、メモリーを消すのは簡単だからかもしれない。


　ふと、芳明は登録ボタンを押しながらそんなことを考えていた。











　芳明がバイトをしているのは、駅前のレンタルビデオ屋だ。今時らしく二十四時間営業なので、早朝や深夜もたまに入ったりする。


　この日のバイトは二十一時までだったのだが、帰りの支し度たくやら何やらで店を出るのはいつも三十分頃ころになってしまう。ビデオショップのスタッフルームから店内に入り、レジの作業台にいるスタッフに挨あい拶さつをして、陽が沈しずんだというのにむっとしている夜気に満ちている外へと出ていった。


　自動ドアをくぐり抜ぬけ駅の方へと足を向けようとして、芳明は不意に立ち止まった。ここ数日───否、弁護士事務所を訪れてからこっち、何を思ったのか、玲二がバイトの終わりになると姿を見せるようになったのだ。


「今日は早かったな」


「また、おまえかよ。てか、昨日は交代する奴やつが遅おくれてきたからイレギュラー。いつもはこの時間なの」


　話しかけられているのを無視するほど芳明は人が悪くない。それでも、うんざりした様子を隠かくさないのはささやかな抵てい抗こうといったところだろうか。


「仕送りをもらっているだろうに、バイトをする必要があるのか？」


「そりゃもらってるけど……。学費出してもらってるし、遊ぶ金と食費くらい、自分で稼かせぎたいじゃないか」


「立派な心がけだな」


　本当にそう思っているのかと疑わしいような淡たん々たんとした口調に、芳明は思わずむっとしてしまう。玲二のいつも変わらない飄ひよう々ひようとした態度は、どこまで本気なのかわからず、からかわれているように感じてしまう。


「立派って言うほどでもないだろ。それより、待ち伏ぶせみたいなことするなよ」


「無理だな。隠していることを言わない限り、つきまとうだけだ」


「はっ、てめえはストーカーかよ」


　嫌いやそうな表情を隠そうともしない芳明に対して、玲二は苛いら立だった様子も見せずにいつもの無表情で鷹おう揚ように構えている。そんな玲二を無視するように芳明は歩き出すが、その後もぽつりぽつりと会話とも言えないような言葉の遣やり取りを始める。


「バイト帰りは一人なのか。友人はいるのか？」


「友達くらいいるぞっ。ただ、帰る方向と時間が合わないんだよ。それに遊ぶのはほとんど大学の奴らだし」


「大学の友人の方が親しいのか」


「そうだな。試験も終わったし、今度遊びに行こうかって話もあったし」


　夏らしく海かプールへ行こうかという話が持ち上がっていたのを思い出し、芳明は小さく溜め息をついた。水遊びは基本的に好きなのだが、どうも彼らと芳明の目的は違ちがうところにあるらしい。


　───こう暑いと水に浮うかんでるだけでも涼すずしくなりそうなのになあ……。


　強い陽射しに晒さらされて焼けた肌はだがひりつくのさえ、夏のいい思い出になるだろう。


「今日も暑かったよなあ。陽が沈んでも蒸し暑くないか？」


「そうか？」


「……こんなにくそ暑いのに、スーツをきっちりと着ているような奴に訊いたオレが馬ば鹿かだった」


　最初は嫌いや々いやとした受け答えだったものが、数日もすれば簡単に慣れてしまうらしく、今ではこの会話のテンポがひどく心地ここちよいと感じるようになっていた。


　どちらかともなく足を動かして芳明の部屋へと向かっていくのがいつものパターンなのだが、今日は違ちがった。基本的に夕食は家に帰ってから食べることになるので、バイトの休きゆう憩けい中ちゆうにお握にぎりを一つくらい食べるようにしているのだが、時々腹具合と休憩時間が合わず、食べなかったためにお腹がやたらと空いていることもあるのだ。


「なあ、飯は食ったか？　何か、食べて帰ろうかと思うんだけど」


　前を向いたまま誰へともなく話す芳明の言葉に、玲二は小さく『わかった』と頷うなずいた。自然と目的地が駅へと向かう。玲二がつきあう気なら一いつ緒しよにくるだろうし、帰るにしても駅へと向かうのだから、どちらにしても一緒ということになる。


「夏休みに、プール行こうかって話になってたんだけど、男ばっかりでもつまらねえという話になったんだけどねえ」


　昼過ぎに来たメールを思い返して芳明は小さく溜め息をついた。


「ナンパ目的か」


「そうみたい。オレは楽しければいいやあって思ってたからさあ」


「おまえみたいな奴の方が珍めずらしいだろうに」


「───あいつらと同じこと言うなよ……」


　がっくりと肩を落とした芳明を見て、玲二は喉のどの奥で笑っている。それを横目に、芳明は再び溜め息をつく。


　プールで友人たちと騒さわいで遊ぶだけのつもりだった芳明に対して、友人たちはナンパをメインに考えていたらしい。偶ぐう数すうの方が誘さそいやすいからと、人数調整に躍やつ起きになっているメールが来たのだ。遊ぶためならバイトを休むつもりでいたが、ナンパのためなら休む気にもなれない。


「あーあ、普ふ通つうに水の上に浮かんでるだけでも楽しいと思わない？」


「さあな」


「なのにさあ。何が楽しくてオンナの機嫌を取らないといけないんだか……」


　相あい槌づちのような短い応こたえも気にせず、芳明はぶつぶつと呟つぶやいている。粗あら方かた吐はき出しきったところで、芳明は疲つかれたように黙だまり込んだ。そのまま、並んでいるような、そうではないような微び妙みような距きよ離り感かんで歩いていく。


　───……馴なれ合っているわけじゃないけど、でも何か、平気なんだよなあ……。


　ふとした沈ちん黙もくが気になることもなく、ぼんやりと歩いていても邪じや魔まにならない。だが、隣となりを歩く男の気配が鬱うつ陶とうしくならないのはどうしてなのか。そのことを深く考えることを無意識のうちに拒きよ否ひしているらしく、芳明は一緒にいる状態に慣れていることを認識していない。


　あと少しで駅前に出るというところで、芳明の足が不意に止まった。それにつられて玲二も歩みを止めたが、芳明が何に引かれたのかわからないらしく、訝いぶかしげ表情で芳明を見ている。


　だが、今の芳明は玲二の気配よりも少し先の細い路地で、争っているような数人の少年たちの方が気になったのだ。


　真ん中にいる小こ柄がらな少年を囲むようにして、ずるずるとした服を着ている少年が三人で囲い込んでいる。壁かべ際ぎわに手をついてにやにやと笑っている少年と、その脇わきでこれみよがしに肘ひじを押さえている少年、残りの逃にげ道を塞ふさぐように立っている少年とで、どう見てもかつあげか恐きよう喝かつにしか見えない。


　芳明の視線の先に気がついた玲二は微かすかに眉まゆをひそめ、見なかったことにして先へ進もうとした。だが、芳明はばっと勢いよくその路地へと向かっていき、何も考えずにその場へ踏ふみ込んでいった。


「───馬鹿か……？」


　呆あきれたように玲二は呟くが、既すでに芳明の耳には入っていない。ほとんどの人間がトラブルに巻き込まれないようにそそくさと立ち去るだろう場面だろうが、芳明からしてみれば高橋といると時折遭そう遇ぐうするようなことなのだ。


　だからというわけでもないが、何となくそのまま見過ごすこともできずに、横やりをいれてしまう。


「何してんだ？」


　飄々とした口調になるように心がけながら、芳明は少年たちの後ろから声を掛かけた。脅おどされていた少年が、一番びくついたようで大きく肩かたを震ふるわせる。もしかしなくても、少年たちの仲間が来たと思われたのだろう。


　わざわざこんな場面に嘴くちばしを挟はさむような物好き───いやお人ひと好よしはそうそういない。下手へたをすれば巻き込まれるどころか命を落としかねない世の中になっているのだ。芳明自身、その危険性を考えてはいるが、見過ごせないのだから仕方ない。あとで胃が痛むほど気に掛けることになるのなら、自分が首を突つっ込んだ方がいくらか気が楽になるのだ。


「んだよ、てめえには関係ねーことだよ」


「おまえたちには訊きいてないの。そっちの少年に訊いてんだけど」


「うるせえなっ、消えろって言ってんだよっ」


　にやついていた少年が壁かべを蹴けり上げると、鈍にぶい音があたりに響ひびいた。壁が微かに揺ゆれているほどの力が加わったようで、それは間近にいた追いつめられた少年に伝わったらしく、彼の身体からだが遠目でもわかるほどびくりと震え上がった。


　だが、芳明は動じもしないどころか逆に近寄っていき、肘を押さえている少年をじろじろと眺ながめている。


「何、その肘、怪け我がでもしたの？」


「うるせえって言ってるだろ！」


　逃げ道を塞ぐようにしていた体格のいい少年が、芳明に向かって腕うでを振ふり上げてきた。が、芳明はすっと半身を引くようにしてあっさりとそれをかわす。空を切る音はあまり鋭するどくなかったが、その分体重を掛けてあるようで、力加減もなく殴なぐられればその場に蹲うずくまること請うけ合いだろう。


　だが、体重を掛けていたためか、それともかわされるとは思っていなかったのか、殴りかかってきた少年が踏鞴たたらを踏んだ。それに追い打ちを掛けるが如ごとく、芳明は足あし払ばらいを掛けるとあっさりと少年はその場に転がった。


「ほら、逃げろよ」


　ぼそりと芳明が呟けば、それまでは怯おびえるだけだった少年はその言葉で我に返ったらしく、口唇くちびるを震わせながらもよろめく足取りで、その場から駆かけ出していった。まさしく脱だつ兎とのようにとしか言いようのない勢いに、芳明は小さく息を吐き出す。


　───まあ、余計に目を付けられないよう、祈いのっておくしかねえかな……。


　一度逃げられた獲え物ものを残された少年たちが追い回すのか、そのまま見み逃のがすのかはわからないが、逃げ出した少年だとて馬鹿ではないだろう。自衛手段は自分で講じてくれ、と芳明は思うしかない。


　一方、あとに残された少年たちと芳明の間には、妙みように間の抜ぬけた空気が漂ただよっていた。だが、一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとした少年たちはすぐさま正気付くと、折角の獲物を逃のがした芳明に、怒いかりとも八つ当たりともつかない矛ほこ先さきを向けた。


「てめえっ。今の落とし前に、治ち療りよう費ひはてめえが払はらえっ」


「は？　どうして」


　言いがかりというにもおこがましい理由を口にした少年は再度壁を蹴り上げるが、芳明は飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさない。ここで少しでも怯ひるんだ様子を見せれば、相手に付け入る隙すきができるだけだということを芳明は経験上学んでいる。


　その態度が気に入らなかったのか、無様に転がった少年が、『この野や郎ろうっ』と唸うなりながら立ち上がり、再び殴りかかってきた。よほど頭に来たのか、先程よりも風切り音がしている。芳明はそれも避よけると今度は意図的に拳こぶしを突き出した。それは見事に少年の腹に決まり、相手はうずくまってしまう。


「……んだよっ。てめえも治療費払はらってもらおうか！」


　思うようにことが運ばないためか、壁を蹴っていた少年がぐっと芳明に向かい距きよ離りを詰つめてきた。


「冗じよう談だんだろ。誰が払うかってんだよ」


　完全に頭に血が上っている少年に対して、芳明の思考は冷静でどうやってこの場から逃げられるかあたりの状じよう況きようを窺うかがっていた。一いつ触しよく即そく発はつな空気は肌はだで感じているために、視線だけは目の前の少年から動かすことはない。


　その睨にらみ合い、戦せん闘とう態勢に入ったかのように研とぎ澄すまされた神経に、かつりとアスファルトを踏む微かな足音が届いてきた。


「───何をしている」


「……おまえには関係ない」


　場にそぐわない淡たん々たんとした声が後ろから聞こえてきたが、芳明はそちらを振り返ることもせずに、目の前の少年たちを睨み続けている。芳明にしてみれば、自分が勝手に嘴を挟んだだけなので、玲二には関係ないことだと割り切っているのだが、少年たちは違ちがうようで、新たに顔を出してきた玲二に、水を向ける。


「おまえ、こいつの保護者かなんか？　でもまあ、知り合いなら、代わりに治療費でも払ってもらおうかな」


「どうして、俺が？」


「はっ、出るところ出てもいいんだぜ？」


　玲二の落ち着いた態度に怯むことなく、一人が強気に出た。どうやら、こんなことを何度かしているらしく、玲二の態度は怯えすぎて何の反応もできないからだと、彼らは勘手に解かい釈しやくしたようだ。


　三対二で少しだけだが数の上で勝っていることも関係してか、少年たちは己の優位を信じているのか、にやついた笑いを引っ込めようともしない。


　だが、玲二は嘆たん息そくすると立て板に水の如く流れるようにしゃべり出した。


「出るところ、ね。別にかまわないが。こちらが指定する病院に行って、診しん断だん書をもらってから、だな。それから話に応じようか。ちなみに、診断書の偽ぎ造ぞうは私文書偽造罪に問われるぞ。モノによっては三年以上五年以下の懲ちよう役えきだな。もっともその診断書を使った場合、偽造私文書行使罪もつくな。三年以下の禁きん錮こ、三十万円以下の罰ばつ金きんか？　ああ、それで金をだまし取るつもりなら、詐さ欺ぎ罪も適用されるか」


「な───っ。おいっ」


「いい、行こうぜっ」


　理り詰づめで来られたために、どうこうできる相手ではないと思ったのか、少年たちはばたばたと逃げ出していった。その逃げ足の速さはいっそ見事なほどで、数分もしないうちに細い路地には芳明と玲二しか残らなくなった。


「……何をやってるんだ」


「いいじゃんか。放っておけなかっただけだし」


　余計なトラブルに自ら突っ込んでいった芳明に対して玲二が呆れたように言う。だが、当の本人もそれがわかっているだけに、拗すねたような物言いになってしまう。


「知り合いならともかく、まったくの赤の他人だろうが」


「そんなもん関係ないよ。オレがしたいからするんだよ」


　まるで子供のような言い草をしたことに、芳明自身が不ふ機き嫌げんになって、ずかずかと大おお股またで路地から抜け出した。あとから玲二がゆっくりと付いてくる。


「正義漢かぶれか……？　だが、自分の身を削けずってまですることか」


「───困ってる奴やつは放っておけないんだよ。親おや父じに顔向けできなくなるようなことはしたくないだけだし」


「父親？」


　ぼそぼそと言葉を重ねる芳明に、玲二が端たん的てきに言葉を返していく。普ふ段だんならこのテンポが嬉うれしいのに、今は痛くもない腹を探られそうな気配を感じ取り、芳明の声音にはいつものような力強さがない。


「オレの親父が、警察官でさ。ちっちゃい頃ころから、かっこいいと思ってたんだよ。だから、親父みたいに困ってる人を助けたくて」


「ガキの憧あこがれか」


「うるさいなあっ。子供心にオヤジが格好いいって思ったらいけないってかっ？」


「ふん、ガキの頃も今と同じように喧けん嘩かばかりしていたのか」


「く───っ」


　誰しも図星をさされると思わず言葉に詰まるらしい。芳明は返す言葉もなくきっと玲二を睨みつけたが、玲二はその険しい視線を涼すずしい顔で受け流す。


「ちゃんと喧嘩になってたのか。一方的に泣かされただけじゃないのか？」


「うるさいなあっ。口喧嘩に負けたことはないんだよ」


　ムキになって言い返す様が面白いのか、玲二は口許を小さく歪ゆがめて笑っている。その様子にむっとしながらも、芳明はぎゅっと口を閉ざした。


　子供の頃───それこそ幼よう稚ち園えんや小学生の頃に、子供らしい正義感を振ふりかざしよく喧嘩をしていたことを思い出したのだ。しかも連想するように、『噓うそをつくのは悪いこと』と一方的に決めつけ、絶対に噓をつかなかった。しかも、『優やさしさのためにつく噓』というものがわからず、母親に問いただしたこともある。


　ぼそぼそと呟つぶやくような声で言い訳がましくそう告げた芳明に、玲二が珍めずらしくも声を出し面白そうに笑った。


「どんな子供だったのか、簡単に想像できるな」


「う、うるさいなっ。それは子供の頃の話だっていうのっ。今はちゃんと噓だってつけるし。困ってる奴を見捨てられないから仕方ないだろっ。今回だって───っ」


　何をどこまで想像したのか、あまりにも面白そうに笑う玲二を見て、芳明は恥はずかしくなり、思わず口を滑すべらせてしまった。ほんの数分前の回想につられて、思わず『噓がつける』と言ってしまったのだが、ぴたりと玲二の笑い声が止まった。


　───やばい……っ。


『噓』からすぐに高橋のことを思い浮うかべた芳明は、不自然に頰ほおを強こわ張ばらせて、視線を落としていく。普ふ通つうに生活していれば、人間誰しも小さな噓をつくことがあるだろう。それを考えれば、ここで態度を変えることの方が不ふ審しんなのだと気がつかないほど、芳明は焦あせっていた。


「だったら、今、おまえは噓をついている、と──？」


　その台詞せりふが聞こえてきたとき、芳明の足がぴたりと止まった。


　うまく言い抜ぬければ何でもないことなのに、芳明の頭には高橋のことしか思いつかない。だが、ここで黙だまっていることは『高橋のことで噓をついている』と肯こう定ていするかのようで、芳明は思わず否定してしまった。


　その方が、なおさら不自然だとすら気がつかずに───。


「んなわけあるかよ」


「───やはり、噓をついているのか」


　否定したにもかかわらず、玲二は決めつけるように言葉を重ねた。


「違うって言ってるだろ……っ」


「おまえが、何かをするようには思えないな……。だとしたら、誰かを庇かばっているのか」


「誰も庇ってない……っ」


　反射的にそう切り返してしまうが、先程まではどこか人間的に見えた玲二の表情が硬こう質しつなものに変わったようで、芳明は小さく身体からだを震ふるわせる。まるで、何かを断罪するかのような感情すら窺わせない視線に晒さらされて、口唇くちびるを嚙かみしめる。


　───ばれたのかっ!?


　玲二の確信に満ちた断定的な口調も気になったが、それよりも切り捨てるようなきつい双そう眸ぼうを向けられたことに耐たえられなかった。あっという間に芳明の思考は動きを止めて、ただ否定の言葉を繰くり返すことだけしかできない。


「違う───っ」


　それでも、玲二が芳明の言葉を信用してないことを見て取ると、芳明は後先も考えずにその場から駆かけ出すことしかできない。論理的な説明も、適当な言い訳も、考えるだけの思考力が芳明には残されていなかったのだ。


　───どうしようっ。いや、大だい丈じよう夫ぶだ。肯定してないから、大丈夫なはずだっ。


　気休めにしかならない言葉だと芳明自身もどこかで感じているのに、それすら無視して、自分の都合のいいように思考を重ねていく。『誰かを庇っている』───高橋のことを知られそうで不安なのか、それとも玲二が自分の言葉を信じなかったことが不満なのか、混乱している芳明には分ぶん析せきすることはできず、ただ足を動かしていく。


　人通りのない道を駆け抜けながら、芳明は何が『大丈夫』なのか、わからないままただひたすら己おのれへと言い聞かせることしかできなかった。




　　　　５







　ぼんやりとした月明かりに照らされながら、芳明はふらふらと歩いている。


　玲二に誰かのことを庇っていると指し摘てきされてから、一週間経たったが、あれから玲二は姿を見せていない。それがひどく不気味に思えてしまうのは、玲二がいつも冷静さを失わないからだろう。何かしら、策を張はり巡めぐらせて獲え物ものを追いつめていくような狡こう猾かつさを玲二が持っていると、芳明が思い込んでいるからなのかもしれない。


「さっさとケリを付けたいけどな……」


　いつまでもこうやって空き巣現場をうろついているわけにもいかない。下手すると芳明が不審人物として通報されてしまう可能性も出てくる。


「素す直なおに警察へ届けてしまおうかな」


　高橋のことをうまくごまかせるのなら、それが一番いい方法だろう。どうしようかと悩なやんでいると、携けい帯たいの軽かろやかな着メロが鳴なり響ひびいた。それなりに遅おそい時間の住宅街で、その音はとてつもなく大きく聞こえる。


「わっ……。誰だよ……」


　慌あわててジーンズの後ろポケットから携帯を取り出した。ディスプレイには今一番顔を合わせづらい男の名前が光っている。携帯に出ることを躊躇ためらっていると、留守電に切り替かわったらしく、いきなり鳴りやんだ。が、すぐにまた鳴り出す。


「くそ───っ」


　こちらが出ないといつまでもコール音が止まなさそうで、芳明は大きく息を吐はくと『どうとでもなれっ』と呟いて通話ボタンを押した。


「もしもし？」


『久しぶりだな。……そろそろ、言う気にはなったか？』


　相変わらず淡たん々たんとした口調でそう切り込まれたが、その以前とは変わることのない声音に、芳明は何故だか安あん堵どの吐と息いきをついた。そして、前と変わらない口調で芳明も言葉を返す。


「───言わない」


『だったら、言いたくなるようにしてやろう』


　上から押さえつけるような物言いは確かに玲二のモノで、彼には似合っていると言ってもいいだろう。だが、それを自分に向けられることは別なのだ。小手先であしらわれているような気持ちになる。


　しかも、その口調にくすくすと喉のどの奥で笑っているような音まで聞こえてくるのだから、相乗効果となって芳明の忍にん耐たいはいとも容易く沸ふつ点てんを超こえた。無言で通話ボタンを押して一方的に電話を切ってしまう。


　───菜摘さんの弟のために真犯人を捜さがしてるらしいけど、絶対に教えてやるもんかっ。


　警察に言うということはそのまま玲二にも話が伝わるということで、ほんの少し前には警察へ行こうかと考えていたことなど、ぽんっと意識から抜け落ちた。握にぎりしめていた携帯を仕し舞まうと、足音も荒あらく家路に就ついた。


　芳明の部屋は五階建てのマンションの三階にある。ロフト付きとはいえワンルームだし、台所はそのまま部屋に面しているような狭せまさだが、バスとトイレが別なのと生活防音の心配をしなくてもよいということで、ここに決めたのだ。


　そのマンションの玄げん関かん前に、車が止まっていた。


　メタリック掛がかった赤い車で、流れるようなボディラインが綺き麗れいな車だった。二ドアでウィングまでついているようなスポーツカーで、芳明には車種まで特定できなかったが、高価そうだということだけはわかる。


　───派手な車だけど、今まで見たことないな……。


　ちょうど車がすれ違ちがえるほどの幅はばがあるため、ここに路ろ駐ちゆうする車はよくあるのだ。なので、いつも停とまっているモノは何となく見覚えてしまうのだが、この車は見かけたことがない。何となく横目で気にしながら、マンションのエントランスをくぐった。


　集合ポストを覗のぞき、中にあったチラシを備え付けのゴミ箱に捨てて、エレベーターが今いる位置を確認してから上じよう昇しようボタンを押す。芳明の部屋は三階なので、エレベーターが五階にあったりしたら、エレベーターが下りてくるのを待つよりも、階段を使った方が早かったりすることもあるのだ。


　今日は一階にあったらしく、すぐにドアが開いた。六人乗りの小さいエレベーターで、三階まですぐに着く。芳明の部屋は一番奥で、角部屋だ。その廊ろう下かの突つき当たりに人ひと影かげが見え、芳明はぴたりと足を止めてそちらを窺うかがった。


　一いつ瞬しゆん宅配業者かと思ったが、どう見ても着ているモノは作業着ではなくスーツだったし、常夜灯に浮うかぶ姿に、何となく覚えもある。嫌いやな予感があたりそうで、外れることを願いながら、足を進める。


「……誰？」


「ようやく、ご帰き還かんか」


「───蓮田玲二」


　外れなかった自分の予感を恨うらむべきなのか、ここまで来ている玲二を怒おこるべきなのか、芳明はどう判断していいのかわからず、おかしな表情になってしまった。相手に手が届くかどうかという微び妙みような位置で立ち止まり、むっと睨にらみつける。携帯を切ったときの笑い声が、芳明の耳には残っているのだ。


　だが、未いまだに湿しつ気けを含ふくんでいるような空気なので、じっとしているだけでも暑く、芳明はとうとう音を上げた。玲二との根比べに負けたような気になってしまうが、あと数歩で家に入れるし、冷たいお茶が冷蔵庫に入っている。


　ジーンズにチェーンで繫つなげていた鍵かぎを取り出して、玲二を押しのけるようにして鍵を開けた。すぐ傍そばにいる玲二が気になって仕方ないが、そんな素そ振ぶりを見せないよう頑がん張ばってみる。そして、とっとと部屋に入って扉とびらを閉めようとしたが、芳明がドアを閉めるよりも早く、玲二の手が扉に掛かり、芳明に続いて玲二までも中に入ってきた。


　かちゃりと玲二の後ろで扉の閉まる音がした。


「何でおまえまで入ってくるんだ！」


「話があるとか、考えなかったのか？」


「───っ」


　慌ててスニーカーを脱ぬぐと、短い廊下を抜ぬけてばたばたとリビング兼けんダイニングとして使っているワンルームへ駆け込む。ロフトにマットレスを敷しいてそちらを寝ね床どことしているため、見苦しいということはないのだが、雑誌や服が散らかっているのだ。


　昼間から閉め切りだったため室内の空気が熱くなっており、まずはエアコンを付けて部屋を冷やすことから始める。背負ったショルダーバッグもそのままに、雑誌や服をまとめてある程度見られるように片づけていると、ゆったりとした足取りで玲二が姿を見せた。


　ぐるりと部屋を見み渡わたされて、居心地悪く芳明が視線を彷徨さまよわせてしまう。


　下の部屋には大したモノは置いてない。ご飯を食べたり、勉強するためのローテーブルが中央に置かれており、あとは壁かべ際ぎわに教科書や文ぶん房ぼう具ぐ、雑誌を並べている棚たな、その上にはコンポとテレビが載のっている。ロフトの下───バスルームの並びには作りつけのクローゼットもあり、収納に困るようなことはない。


　テーブルの上を片づけて、ラグの周りを広げて座れるようにしたところで、芳明はようやくショルダーバッグを下ろした。適当なところに放置すると、二つしかないグラスに冷蔵庫から取り出したお茶を注いだ。


　───スーツ、暑くないのかね。て、オレは何もてなそうとしてるわけ？


　横目で室内を見回している玲二を見み遣やりながらふと我に返り、芳明は自分の行動にむっとしてしまう。そして、感情に流されるまま乱暴にグラスを置いた。


「で、何を話すって？」


「───ちょっと、な……」


　例の口許だけが笑っている表情で見られて、芳明は盛大に顔をしかめる。腹に一物を隠かくしているような男に真っ向勝負を挑いどむこと自体間ま違ちがっているのだと、こういう時に嫌でも悟さとらされてしまう。


　ふっと玲二の視線が一いつ箇か所しよに留とまり、微かすかにその眉み間けんに皺しわが寄せられるのを見て、芳明の意識もそちらに引き寄せられた。


　───何だ？　何かあったっけ？


　視線を追ってみれば、それは棚に向けられている。だが、棚には目立つようなモノは置いてなかったはずだ。訝いぶかしげに棚に視線を走らせていた芳明の視界に、いきなりそれが映り込んだ。


「あ……」


　自分のモノではない、青い万年筆が、ぽつりと棚に載っていた。他の筆記具がペン立てに入っているので、余計にそれだけが異い彩さいを放っている。バイト帰りによく玲二と一いつ緒しよにいるため、持ち歩くよりも部屋に置いておいた方がいいような気がして、最近は棚に置きっぱなしにしていたのだ。思わず、棚に駆かけ寄り万年筆を取ると後ろ手に隠し持つ。


　その行動に玲二の目がすっと細められたのを見て、芳明はこくりと喉を鳴らす。じりじりと身体からだは逃にげるが、そんなに広い逃げ場所があるはずもなく、玲二に呆気あつけなく距きよ離りを詰つめられた。


「───っ」


　相手の思わぬ素早い動きに芳明の反応が遅おくれ、容易たやすく足を払はらわれて床ゆかに押し倒たおされてしまった。しかし、床にぶつけないようにと気を遣つかわれたのか、身体に痛みはない。


「よく見せてもらおうか」


「おまえに関係ないだろっ」


　背中に回した左手に万年筆を持っているため、変に上体が反っているのが痛い。しかも、玲二はのし掛かるようにして芳明から万年筆を奪うばおうとしているのだ。余計に左手で圧あつ迫ぱくされて痛みがひどくなる。


　一応自由な右手で玲二を押し返そうとしているのだが、自分よりも頭一つ分以上は高い長身に、鍛きたえているらしい硬かたい胸むな板いたや広い肩かた幅はばに阻はばまれて、思うように玲二を押しのけることができないでいる。


　だが、形だけになりかねない右手だけの抵てい抗こうだったが、それでも鬱うつ陶とうしかったらしく、玲二は舌打ちをすると、器用にネクタイを解いて、芳明の右手に絡からめた。


「な……っ」


　あまりのことに身体ごと暴れて玲二を振ふり落とそうとしたが、それよりも早く身体をひっくり返されて、右手と左手をまとめて一ひと括くくりにされてしまった。何としても外そうと腕うでに力を込めたら、余計にネクタイがきつくなったような気がする。


「畜ちく生しようっ、外せよっ」


　太ふと股もものあたりを押さえ込まれているため、玲二の下から逃げ出すこともできずに、左手に握にぎり込んでいた万年筆をあっさりと奪われてしまう。


「これが、どうかしたのか？」


「何でもないって言ってるだろっ。外せっ」


　床に押しつけられているような上体を捻ひねり、顔だけでもと思い玲二の方へ向ける。かなり無理がある体勢だが、そうでもしないと玲二の顔を見ることができないのだ。ぎしりと腕が軋きしむがそんなことにかまっている余よ裕ゆうはない。


「これをどこで買ったんだ？」


「───……っ。し、知らない……っ。それは貰もらったものだよっ」


「貰い物？　誰に貰ったんだ。───こんな高価なモノを」


　嘲あざけるような玲二の口調にむっとしたが、それよりも『高価』と言われたことの方が気になり、妙みようなところで筋が伸のびて痛む身体のことも忘れて、思わず玲二を見つめてしまう。


「高価……？　だって、万年筆だろう……？」


「───海外ブランドのオーダーメイドだ。メーカーには記録書も残っているだろうな」


　淡たん々たんと告げられる内容に、芳明の顔からさあっと血の気が引いていく。


　鈍にぶく光を反射している万年筆は、普ふ通つうに拾っただけでも警察へと届けなければいけないような代しろ物ものだったらしい。だというのに、高橋は拾ってきてしまったのだ。下手をすれば高橋の方が窃せつ盗とう犯として逮たい捕ほされてもおかしくないのだ。


「知っているか？　空き巣の被ひ害がい届には高価な万年筆も含まれている」


「な……っ」


　抑よく揚ようのない口調で告げられた言葉に、芳明は言葉を呑のみ込んだ。


　───タカハシがぶつかった相手はやっぱり犯人なのかっ!?　あの、トラブルメーカーめっ。


　すべてのことを芳明に丸投げして、元気いっぱいに夏を満まん喫きつしているらしい高橋からのメールを思い出し、芳明はぎりぎりと奥歯を嚙かみしめる。今のこの状態も、元々の原因を辿たどれば高橋に行き着いてしまう。


「さて、この万年筆はどうやって手に入れたんだ？」


　自分の思考に没ぼつ頭とうしていた芳明に玲二が訊きいてくるが、本当のことなど言えるはずもない。


　しかも、万年筆が実際に盗ぬすまれたモノならば、嫌けん疑ぎは高橋に向けられるだろう。そのうえ、秋山の弟が参考人で、玲二は彼のために犯人を捜さがしているのだ。だとしたら、弟を嫌疑から外すために高橋を利用するかもしれない。それだけはどうしても避さけたいのだ。


「どうして、てめえに言わないといけないんだよっ」


　身体の自由が利きかないというのに、芳明の口は止まらない。相手の意のままにされてしまうかもしれないという危き惧ぐを抱いだいていないのか、それともそういう危険性に気がついていないのか、微び妙みようなところだろう。


「なら、言葉を換えようか。おまえは、誰を庇かばっているんだ？」


「───っ。そ、それこそ、てめえには関係ねえっ」


　思わず、怒ど鳴なりつけた言葉だった。


　芳明にしてみれば、これ以上玲二に問いつめられてしまうと、口を滑すべらせてしまうかもしれないという不安があったために、一言の下切り捨てるつもりだったのだ。だが、玲二はその言葉を聞いた瞬しゆん間かん、がらりと雰ふん囲い気きを変えた。


「関係ない？　おまえが厄やつ介かい事に首を突つっ込んでいないかと、心配している人間に対して、『関係ない』だとはよく言えたものだな」


「……これがっ、心配しているだなんて言う奴やつのやることかよっ。てめえに心配されるのも迷めい惑わくだっ」


　まさしく、売り言葉に買い言葉だろう。完全に頭に血が上っている芳明は、苛いらついたような玲二の乱暴な口調にも気がつけなかった。ただ、探られたくない腹を庇おうと必死になり、相手の様子を窺うかがうことを忘れてしまっただけなのだ。


「だったら、言わせてみるまでだ」


　上から響ひびいてくる押し殺したような低い声に、芳明は身体を震ふるわせた。と、その刹せつ那な、がっと後頭部を押さえつけられ、振り向くことすらもできなくなる。だが、横向きにされた視線の先に、例の万年筆が置かれた。


　───くそっ、あれを片づけておけば……っ。


　今いま更さらのように自分の迂う闊かつさを呪のろうが、こんな目にあっても高橋が悪いとは思わない。


「離はなせよ……っ」


　いつまでも押さえつけられている体勢が気になり、どうにかしようと身体を捩よじるがそんな簡単に抜ぬけ出すことができるはずもなく、ただ暴れているだけになっていた。だが、ぴたりと芳明の動きが止まる。


「……なに？」


　ジーンズとＴシャツの間から玲二の手が入り込んで、うっすらと汗あせをかいている肌はだを撫なでたのだ。ひんやりとした大きな手が、脇わき腹ばらから背中を撫で上げようとしたらしいが、縛しばられた腕が邪じや魔まをした。


　玲二が何をしようとしているのか何となく察しがつくのだが、まさか自分の身に降りかかるとは思っていないので、どう反応していいのかわからないのだ。戸と惑まどった思考では反はん撃げきしていいのかすらもわからず、ただ、状じよう況きように流されていく。


　ぐっと力任せに肩かたを摑つかまれて身体をひっくり返されると、腕に体重が掛かかっているためか、肩から手首に掛けて痛みが走るし、痺しびれていく。しかも、後ろ手に縛られているために、背中から腰こしに掛けて浮ういているし、胸を突き出す格好になっているのだ。


　その隙すき間まに玲二の手が入り込み、Ｔシャツをたくし上げて腹部から胸部へとかけてが空気に晒さらされた。エアコンが効きいてきたのか、ひんやりとした空気が肌の上を撫でていき、芳明の身体は無意識のうちに震えた。


　人差し指一本で腹部から臍へそをくすぐられ、ぴくりと腹筋が反応すれば、玲二は面おも白しろそうな表情を浮かべた。口許だけではなく、目許まで緩ゆるんでいるのを見て、芳明は何故かしら恥はずかしくなり、ぱっと顔を背そむけた。


　───何なんだよっ。


　口を割らせるためだけに仕し掛かけてきているにしては、玲二は非常に楽しそうに見える。


　同性を相手にする性的嗜し好こうがあることは芳明も知っているが、自分がその対象にされたことはないし、近場にそういう人間がいるという話も聞いたことがない。だから玲二の目的が、嫌いやがらせの一種なのか、それともそういう性的な意味合いがあるのか、芳明には判断できない。


「……まだ、黙だまっているつもりか……？」


「───っ。こ、こんなことしたってしゃべるわけないだろっ」


「そうか……」


　臍の窪くぼみを撫でるようにしていた指先が、芳明の言葉につっと動いた。ジーンズの腰こし回まわりにあるわずかな隙間に指先が掛かり、くっと引っ張られる。


「何するんだっ。離れろってっ」


　太股に馬乗りになられている時点で、芳明にとって分が悪い。それでも往生際悪く足あ搔がいているのは、玲二の言いなりになるのは嫌だという、その一点だけだろう。言うなれば、気力だけでどうにか抵てい抗こうしているような状態といってもいいだろう。


　そんな芳明を無視して、玲二の手がベルトに掛かった。それまではまだどこかで、悪あく趣しゆ味みな悪戯いたずらのように捉とらえていた───酔よっぱらいの集団の中には下ネタに走る人間もいるのだから、そういう方向性での嫌がらせもあるだろうと、呑のん気きに考えていたのだ。


　だがそれは、行き過ぎると気持ち悪いとしかいいようのないモノになり得るのだと、今まさに体験していた。


「やめろよ───っ」


「おまえが、素直に話せばいいだけだろうが」


「……んだよっ、それはっ」


　フロントホックも外され、ファスナーを下ろされるとボクサーショーツが見える。こんなとんでもない体勢で下着を見られること自体、普通ならあり得ない状況で、芳明は尚なお一層玲二から逃のがれようとするが、やはり徒労に終わってしまう。


「冗じよう談だんじゃねえっ」


　いくら叫さけんだところで玲二の手が止まることはなく、ぐっと下着ごとジーンズを下げられて、局部を露あらわにされた。当然のようにそこは縮こまっており、何の反応もしていない。


　芳明自身、同性の性器などまともに見たことがないし、手に取ったこともない。だというのに、玲二は躊躇ためらうことなく項うな垂だれた雄おすに手を掛け、あまつさえきゅっと握にぎり込んだのだ。女性の手とは違ちがう大きな手で、性器はほぼ包み込まれてしまった。


　急所を相手に握られている恐きよう怖ふ感かんに、芳明は息を詰つめる。


「おまえも、頑がん固こだな」


　嘆たん息そくするようにもたらされた言葉が終わらないうちに、玲二の手がゆるゆると性器を上下に擦こすり始めたのだ。直接的な刺し激げきがもたらそうとする快楽を、芳明は目を瞑つぶることでやり過ごそうとするのだが、五感の一つを閉ざしたため、余計に玲二の手から与あたえられる愛あい撫ぶを感じる羽目になった。


「───っ」


　今現在芳明には肉体関係をともなう彼女はいないし、自じ慰いもあまりしない。それが災いしてか、芳明のそこは瞬またたく間に姿を変えていく。


「自分じゃしてないのか？」


「……んでっ、そんなこと、教えないといけない、んだっ」


　言葉が途と中ちゆうで途切れてしまうのは、硬かたくなった雄がぴくぴくと跳はねるのに引きずられているからだ。それが面白いのか、玲二の手がすっと奥まで忍しのび込んできた。抵抗しようにも太ふと股ももの途中でたわんでいるジーンズが、余計に芳明の動きを阻はばんでいる。


　根元から先せん端たんに向けて柔やわらかな刺激を受けて、芳明の背中が綺き麗れいにしなる。自分の手とも、女性の手とも違い、的確にそこをついてくる愛撫に意識を持って行かれそうになるが、ここで流されるわけにはいかない。


「弁護士が、強ごう姦かんなんかして、いいのかよ……っ」


「強姦？　ここを勃たててるくせに、それを言うのか？」


　真っ白になりそうな頭で、どうにか玲二に対たい抗こうしようと言葉を重ねるが、功を奏しているとはとても言い難い。それでも玲二に屈くつ服ぷくはしたくないのだ。なのに、強姦者の手は優やさしく、真綿で首を絞しめるが如ごとくじわじわと芳明を快楽の縁ふちへと押していった。


「ん───ぁっ」


　達いく寸前で、ぎゅっと根元を摑まれて、溢あふれかえりそうになっていた快感を堰せきき止められる。鼻に掛かった掠かすれた声は、そのまま芳明の快楽の強さを表しているようで、堪こらえるように寄せられている眉まゆ根ねや、ぎゅっと瞑られた目は、とてつもなく艶つややかだった。


「達きたいんだろう？　ほら───」


　快楽が身体からだの中へと逆流したようで、芳明の口唇くちびるからは熱に浮かされた吐と息いきがこぼれ落ちていく。文句や嫌いや味みを言うほどの気力は既すでに残されておらず、芳明はただ玲二の手で高みへと押し上げられることしかできない。


「───っああ……っ」


　最後の一押しとばかりに先端の小さな穴に指を掛けられた瞬しゆん間かん、芳明の意識は真っ白な霧きりに呑のまれていた。


　どくどくと脈動する雄からは白はく濁だくとした液体が溢れ出し、剝むき出しの腹部を濡ぬらしていく。粘ねん着ちやく質しつの液体が張り付く感かん触しよくを気にすることもできずに、芳明はただ荒あらい呼吸を繰くり返す。縛られていた腕うでや、押さえつけられた下か肢しは、動かす事もできない。


「で、言う気にはなったか？」


「誰が、言うか……っ」


　わずか数秒前には他人の性器を握っていたとは思えないほど淡たん々たんとした態度で、玲二は訊たずねてきた。それに答える芳明の声は、喉のどが渇かわいているためか掠れて聞き取りにくかったが、そのきつい目線が、何が言いたいのかを寸すん分ぶん違たがわず玲二へと告げている。


「───そうか」


　手に付いていた精液を芳明のＴシャツで拭ぬぐうと、玲二は万年筆を取り上げスーツの内ポケットへとしまい込んだ。芳明の目がそれを捉えていたが、どうすることもできず、ただ整わない呼吸を一いつ生しよう懸けん命めいに落ち着けようとしていた。


　力が入らずぐったりとしている身体をひっくり返され、腕に絡からみついていたネクタイを解かれた。すぐに身体を起こそうと腕を動かしてみたが、自分の体重を支えることもできなくて、すぐに床ゆかに倒たおれ込んでしまう。


「しばらくは、大人おとなしくしているんだな。───余計な心配を掛けさせるな」


　労いたわるような優しげな口調で言われたが、そう言われたこと自体、芳明の気に障る。


　───誰がっ、こんな状態にしたと思ってるんだよっ。しかも、『心配させるな』だと？　それこそ余計だって言うんだっ。


　喚わめく言葉は外に出ることなく、芳明の内側で渦うず巻まいていく。ちらりと胸先を掠めていった『嬉うれしい』という感情が何に対してなのか把は握あくする前に、霧む散さんして消えてしまったのは、下半身をいいように扱あつかわれてしまったことに対する羞しゆう恥ち心しんが勝ったからだろう。


　床から直接聞こえてくる玲二の足音に耳を傾かたむけながら、芳明は玲二に対する罵ば倒とうを次々と浮かべていった。




　　　　６







　大学の夏休みは高校時代とは違い、八月に入った直後から始まると芳明は思っている。一応正規の試験期間が七月下げ旬じゆんまで続いているからだ。だから、八月に入ってようやく夏休みになったのだと実感できる。


　───はあ、世間様はお気楽極楽だろうに……。


　エレベーターを待ちながら、がしがしと頭を搔かいて溜ため息をついてしまうのを芳明は止められない。高橋が持ち込むトラブルにはだいぶ耐たい性せいがついたと思っていたが、ここ一ヶ月ほど時間を取られていることに関して、どうしようもなく疲つかれてしまっていた。


　空き巣事件の証しよう拠ことなりそうな万年筆が玲二の手の中にある以上、芳明も下手に動けなくなったのは事実だろう。


　一方高橋は、芳明共々どうにか乗り切った試験のことも、自分が拾った万年筆のこともすっぽりと、頭の中から追い出し夏を満まん喫きつしていた。それでも少しは気になるらしく、いつもは意味もなくはしゃいでいる高橋が、ふとした拍ひよう子しに俯うつむいているのを芳明は見かけていた。


　───まあ、ちゃんとケリがついたわけじゃないしなあ。


　マスメディアから情報が入ることはなくても、記き憶おくを完全に抹まつ消しようすることができない以上、万年筆のことを高橋は完全に吹ふっ切れないだろう。芳明にしても、細こま切ぎれにして遠くへ投げ出したい記憶をふと思い出して頰ほおを引きつらせる、ということを繰り返しているので、人のことは言えないと溜め息をつく。


　あの夜、玲二に射精させられたことは、芳明にとって屈くつ辱じよく的なことで、羞しゆう恥ちに満ちた記憶だ。だからこそ忘れたいのに、何かの拍子に玲二の愛撫を思い出して、ぱっと頰に朱しゆを散らせてしまうのだ。その度たびに落ち着かなくなり、頭を搔きむしりたくなるのだが、いきなりそんなことをすれば白い目で見られてしまうことなどわかりきっている。


　───だいたい、あれは蓮田玲二が変態だってことだろっ!?


　第一印象は果てしなく悪くて、少し会話して、彼がどんな人間なのかわずかにでも触ふれられたときは、いい奴やつかなと思ったのだ。それがこの間のことがあり、玲二への評価はまた下降している。今では会わずにすむのなら会いたくない人間の筆頭だろう。


　だが、時折沈しずんだ様子になる高橋のことを思い浮うかべると、どうにかしてやらないと、と思ってしまう。だから、芳明は険しい表情をしながらも、玲二の事務所の扉とびらをくぐったのだ。


「蓮田玲二、いるかっ」


　インターフォンを鳴らすこともなく扉を開けて奥へと進んでいき、パーティションを覗のぞき込んだ芳明の第一声がそれだった。


　あきらかに不ふ審しん者一歩手前の行動だが、中にいた秋山は慌あわてることなく芳明を手招きで寄ってくるように促うながしている。今日の彼女も、どこかカジュアルな感じのする淡あわい花はな柄がらのワンピースで、レースで編まれたカーディガンを羽織っている。


「ほら、そこに座りなさいな」


「いや、菜摘さんじゃなくて、蓮田玲二に会いたいんだけど」


「まったく、前にも言ったでしょう？　きちんと相手を摑つかまえたいのなら、社会人の常識としてアポを取りなさいって」


　四つ置かれた机のうち、秋山の向かいを勧すすめられ躊躇ためらうように芳明が腰こしを落ち着けると、秋山が窘たしなめるように小さく微笑ほほえんでいる。


「あ……」


　確か、最初にこの事務所を訪れたときにそう言われたのだ。それをすっかり忘れていたのは、芳明の失態だろう。


「でもまあ、先生がそのうち坊ぼうやが来るだろうから、来たら引き留めておけって言われたのよ」


　ちなみに、先生はお出かけ中よ、と言われてしまえば、芳明は大人しく待っているしかないだろう。


　秋山が手早くばさばさと机の上の書類を片づけて立ち上がり、簡易キッチンへと歩いて行く。前と同じようにお茶を渡わたされて、何となくほっと一息をついた。


「て、オレは和なごみに来たんじゃないって」


「はいはい。先生に用があるんでしょう？　ちょっと待ってなさい」


　玲二と同じように子供を窘たしなめているような態度だというのに、秋山のそれは芳明の気にはならず、ただ口唇を尖とがらせて大人しく待ってしまう。あきらかに違ちがう秋山と玲二への態度の差なのだが、それに芳明自身も気がついていない。


　同じ玲二を待つのなら、ここではなく応接室で待った方が芳明としては落ち着くのだ。なのにどうしてこう秋山を前にして観察されているのかすらもわからない。


「菜摘さん……？」


「ん？　何でもないわよ。私もちょっと休きゆう憩けいしようかと思って、話し相手になってくれたらなって思っただけだし」


「話っていったって、何を話すんだよ……」


　もごもごと口の中で呟つぶやくのは当然だろう。自分と秋山とでは、性別も年ねん齢れいも違うし、共有の話題があるわけでもない。


「そうねえ、先生をどう思うか、とか？」


「蓮田玲二？　性悪の変態」


　考えるまでもなくぽろりと口からこぼれてきたのはそんな一言だった。だが、秋山はくすくすと笑って、その言葉に頷うなずく。


「あらまあ。性悪はわかるけど、変態ねえ。んー、でも、前からあんな感じなのよ」


「───友達少なさそう……」


　また無意識のうちにもれた言葉だったが、秋山は肩かたを震ふるわせて笑いを堪こらえているようだ。


「本当に、坊やはいいわね。玲二のことがなくても遊びにいらっしゃい。私と話しましょう」


「え？　ここじゃなければいいけど」


　次々と芳明の口から出てくる台詞せりふは、どれもこれも秋山のお気に召めしたようだが、芳明には何が彼女に受けているのかイマイチわかっていない。だが、この会話のテンポの良さは、玲二と同じくらいで、芳明にしても話しやすかった。


　そのまま、ぽそぽそと会話のような、それでいて単語の遣やり取りだけのような、短い言葉の応おう酬しゆうを続けていると、金属音が聞こえてきた。ふとそちらに目を遣れば、相変わらずぴっちりとスーツを着こなした玲二が姿を見せた。


「あ、お帰りなさい。連れん絡らく報告は後にします？」


「ああ。……おまえはこっちに来るんだ」


　手にした鞄かばんを提さげたまま、この前通された応接室の隣となりへと入っていく玲二に、芳明は眉まゆをひそめる。秋山は座ったままの芳明を、玲二のあとに続くよう無言で促している。上目線から言われた言葉に反感を覚えたのだが、自分も用事があるのだからと玲二の部屋へ足を踏ふみ入れる。


　そこは応接室と違い窓があり、わずかだが陽光が入るようになっている。その窓に背を向けるようにして、重厚な木製の机が置かれていた。だが、壁かべ際ぎわは天てん井じようまで届く棚たなで覆おおわれており、妙みような圧あつ迫ぱく感かんがある。


　しかも、この部屋には基本的に人をいれないのか、パイプ椅い子すが畳たたまれた状態で一脚壁かべ際ぎわにあるだけで、それ以外には人をもてなすようなモノは一いつ切さいない。


　だが、芳明はそれを気にすることなく、机に座った玲二の前にしっかりと立った。そして、鞄から書類をだし整理を始めた玲二をぎっと睨にらみつけている。


　───こいつ相手に引いたら、負けなんだよっ。


　少しでも隙すきを見せたら、玲二のいいように扱あつかわれてしまうのではないかと、警けい戒かいしているのだ。射精させられたときの、あの手て際ぎわの良さを思い出し、芳明は口唇くちびるを嚙かみしめる。机を挟はさんでいるから、手が届かないとわっていても、ある程度距きよ離りを置いているのも、その現れだろう。


「で、腹は決まったのか？」


「何の腹だよっ。てか、オレはおまえに要求を言いに来たんだっ。空き巣事件に関して、もうオレにつきまとうなっ」


　芳明を見もせず会話をしようとする玲二に対して、びしっと指先を突つきつけて宣言すると、玲二がおもむろに顔を上げた。切れ長の目が、眼鏡めがね越ごしに芳明を見つめてくる。


「あの万年筆の、出所はどこだ？」


「───っ」


　一番訊きかれたくないことを、正面から単刀直入に訊かれて、芳明はきゅっと口唇を引き結んだ。


　───やっぱりタカハシに、きちんと警察へ行った方がいいって言うか？


　第三者の口を挟まずに、本人からきちんと説明をして、高橋がぶつかった相手の特とく徴ちようや何かの調書を取らせた方がいいのはわかっている。だが、高橋がそれを素直に呑のまないということも経験上わかりきっている。


　だとすれば、どうするのが高橋にとって一番いいのか考えている芳明に、玲二ははっきりと言った。


「あれをおまえが持っていたということは、俺にかなり有利だ。それくらいはわかるよな？」


「菜摘さんの弟さんが、指し紋もんとかで無実だってわかるからか？」


「そうだな。だからおまえには警察に行って、あれをどうやって手に入れたのか話してもらおうか」


　声に冷たさが混じっていて、時折バイト帰りに話していたときのような、居心地の良さは感じられない。それが、仕事の話をしているからなのか、それとも、別の理由があるからなのか、芳明には判別ができない。


　───どうやって、手に入れたかだなんて……。あれはタカハシが拾ったモノだよっ。


　それをそのまま言うわけにもいかず、眉まゆ根ねを寄せて唸うなるように応じた。


「オレがどこで手に入れたかなんて、てめえには関係ないないだろ」


「また、関係ないというのか？　この間と同じ目に遭あいたいのか、おまえは」


「な、何だよそれはっ」


　直接的な言葉はなくても、玲二の言葉はあのときの愛あい撫ぶを思い出させた。濃のう密みつな快楽の記憶は一いつ瞬しゆんにして芳明から冷静な思考を奪うばい去る。顔を真っ赤にして玲二を睨みつけるが、当の本人は冷たい表情のまま、口許を歪ゆがませる。


「おまえが言わなければ、このまま重要参考人として警察に突き出すだけだが？」


「な───っ」


　深く考えなくても、それは確かに当然のことなのだが、今の芳明にしてみれば玲二が汚きたない手を使って万年筆を手に入れたのだと、そのことに囚とらわれてしまった。だから、玲二の口調がどこか苦り切っていたことには気がつかなかった。


　しかも、芳明の思考はどんどん悪い方向へと流れていく。


　───こいつ、万年筆を持ってたからオレが犯人だと思ってるんだ！　だとしたら、タカハシが拾ったって言えば、犯人はタカハシだと思う……？


　高橋が犯人じゃないと確信しているのは芳明だけで、他ほかからみれば、高橋が犯人だという見方も高い確率で存在することになる。しかも、厳密に言わなくても高橋が掠かすめ取ったモノなので、下手すれば訴うつたえられてもおかしくはないのだ。


「───オレは、犯人じゃない……」


　それだけは確かだし、高橋が犯人じゃないとも芳明は信じていた。だが、それを高橋のことを伏ふせたままはっきりと説明することはできない。ぎゅっと口唇を嚙みしめて、俯うつむく。


「だったら、あれはどこで拾ったモノなんだ」


「───」


「……いつまでも、黙もく秘ひが続くと思うな。それに、おまえがそこまでして庇かばう価値がある相手なのかね、そいつは」


「───っ」


　はっと鼻で笑った玲二に対して、芳明はばっと反射的に顔を上げて玲二を睨みつけた。


　───自分のことだけなら、どう言われてもいいけどっ。だけどっ、タカハシのことまで言われたくはないっ。


　そう怒ど鳴なりつけたいのに、高橋のことを言うわけにもいかず、口唇を嚙みしめて玲二を凝ぎよう視しすることしかできない。腹の底から沸わき上がる怒いかりに目が眩くらんだために、玲二の周りを包む不ふ機き嫌げんな雰ふん囲い気きだとか、微かすかに寄せられた眉み間けんの皺しわだとかを、芳明は見み逃のがしていた。


　だが、このままここにいれば、自分が何を口走るのかわからないことだけはたしかだったので、芳明は無言のまま踵きびすを返し、扉とびらを開けた。


「あら、坊ぼうや、話は終わったの？」


　ドアの開閉音で芳明が部屋を出たことに気がついたらしい秋山が声を掛かけてきたが、それに返事をするどころではない。苛いらつきの原因は間ま違ちがいなく玲二なのだが、その大元に秋山の弟も関係しているとなれば、秋山にも八つ当たりをしかねない。


　意識をそちらに向けないよう堪こらえながら、ばたばたと事務所をあとにした。


　事務所が見えなくなっても、殴なぐりつけるようにしてエレベーターのボタンを押し、感情の赴おもむくままに暴れそうになるのを必死で我が慢まんする。


「……犯人は、オレでもタカハシでもないんだよっ。ぜってえ、犯人を捕つかまえてやるっ」


　卑ひ怯きような手を使ってまで万年筆を手に入れたこともそうだったが、何よりも高橋のことを馬ば鹿かにされたことが芳明には悔くやしかった。確かに玲二のいうように、少し考え無しなところはあるが、芳明にとって高橋は気のいい友人だった。


　大学で一番親しいのは誰だ、と言われれば迷わずに高橋の名前を挙げるくらいには心を許している。その彼を『庇う価値があるのか』とまで貶おとしめられたのだ。第一、高橋は芳明に対して、意図的にひどいことはしてこない。


　だというのに、芳明に対して玲二は一方的に愛撫を加えてきたのだ。言い換かえれば性的暴行だといってもいいだろう。しかも、そんなことをしたというのに、玲二の態度は微み塵じんも変わっていなかった。自分はあのときのことを言われただけで、動どう揺ようするというのに、だ。


「……絶対に、見返してやるんだ……っ」


　高橋のトラブルに巻き込まれて、彼の不安を取り除こうという意識だけだったはずなのに、そこへ玲二に対しての何かしらの感情が交じり始めたことに、芳明自身も自覚できなかった。ただ、今から何をすればいいのか、それだけに没ぼつ頭とうした。


　確実な方法はすべてを警察に話すことだが、犯人の詳くわしい特徴は高橋しか知らないし、証しよう拠こになりそうな万年筆は玲二が持っている。そのどちらも頼たよらずに犯人を見つけようとするにはどうしたらいいのか、芳明は上がってくるエレベーターを待ちながら、考えていた。











「結局、こうやってうろつくしかないわけか……」


　玲二の事務所を飛び出したはいいモノの、結局良い案は思い浮うかばず、今までと同じように高橋が犯人とぶつかったあたりを徘はい徊かいすることしかできないのだ。


「さて、どうしたもんかな」


　これ以上何をしたらいいのかわからず、そう呟つぶやいてみたが、それで妙みよう案あんが出てくるはずもない。ただ、ぼんやりと歩いていた。


　それが悪かったのだろうか。向こうから歩いてきた人ひと影かげとすれ違ちがい様ざま肩かたがぶつかってしまった。しかも、相手が持っていた鞄かばんが手から離はなれ、中身がちらばった。


「と……、すみません」


「は？　すみませんじゃないだろうっ。おまえが前を見てないから悪いんだろうっ」


　道路に散乱したモノをしゃがみ込んで拾っている人物は二十代半ばの青年だった。背が高く、ぼさぼさの髪かみが鬱うつ陶とうしいほどに顔に掛かっている。スニーカーも擦すり切れる寸前で、手にした鞄も乱暴に扱あつかえば穴が開きそうに見える。しかもその鞄はプリントされたロゴが大きくて、一目見たら忘れそうにもない緑色をしていた。


「……手伝いますよ」


　一方的な物言いにむっとしたが、ぶつかったのは事実だし、相手の荷物が散らばっているのも確かで、芳明も手伝おうと手を伸のばした。だが、その手は青年によって叩たたき落とされた。


「いいっ。自分で拾うっ」


「オレがぶつかったせいなら、オレが手伝ってもいいんじゃないですか？」


　親切の押し売りをするつもりはないが、断り方にも問題があるんじゃないかと思う。だから、思わずしゃがみ込んで道路に散らばった小物を無理矢理拾った。


「止めろって言ってるんだっ」


　手の中からペンケースと思おぼしきケースをひったくられたが、その瞬しゆん間かん芳明はバランスを崩くずしたらしく、後ろへ尻しり餅もちをついてしまう。


「何すんだよっ」


「おまえが悪いんだろうっ」


　がっとお互たがいに向き合って睨にらみ合っていると、ふっと人影が割り込んできた。


「何をしているんだ」


「───っ」


　まさか横やりが入れられるとは思っていなかったので、二人して飛び上がるほど驚おどろいて、慌あわててそちらを見み遣やれば、そこには玲二が立っていた。相変わらずスーツを着込んでいて、これなら夜中にうろついていたとしても、不ふ審しんに思われないだろう。


「何で、おまえがここにいるんだっ」


　思わず立ち上がった芳明は、玲二に向かい合うとそう怒鳴っていた。昼間の物別れの感情がぶり返し、足許にいる青年のことがぽんっと抜ぬけ落ちたのだ。そして、ただ玲二を睨みつけることだけに意識がもっていかれた。


　その間に青年はぱたぱたと荷物を拾い上げて、そそくさとその場から去っていったのだが、芳明はそのことへ意識が向かなかった。だが、玲二の視線が自分から逸それて青年の背中を追いかけたことで、ようやく芳明も気がついたが、別に追いかけてまで喧けん嘩かをふっかける様な真似はしなかった。


　沸ふつ点てんが低かったところへ着火させたのは確かに逃にげ出した青年だが、元はと言えば玲二への態度に憤いきどおっていたのだ。そのことを思い出し、身体からだの内側に溜たまっている黒いモノの矛ほこ先さきを迷うことなく玲二へと向けてしまう。


「……で、おまえは何をしているんだ？」


「関係ないって言ってるだろっ。てめえこそ、ここに何しに来たんだよっ」


「この前といい、今といい……。そんなことばかりしていると、今に痛い目をみるぞ」


「だからっ、おまえに関係ないって言ってるだろっ」


　完全に激げつ昂こうしているらしい芳明に対して、玲二は嘆たん息そくし微かに頭を振ふって呆あきれた態度を崩さない。そのうえ、よく考えなくても、玲二が芳明を追いかけてきたことなどわかるだろうが、それを不思議に思っていないあたり、芳明の意識がただ一つに向けられているということになるだろう。


「まったく……。人の言葉は素す直なおに聞いたらどうだ」


「何だよ、それっ。おまえは悪くないっていうのかっ!?」


「───心配した、という言葉くらい、素直に聞いてみろ」


「……え？」


　いきなり何か聞き慣れないことを言われて間の抜けた言葉をもらした芳明は、呆ぼう然ぜんと目の前に立つ玲二を見つめた。高く積み上げたトランプタワーが一いつ瞬しゆんにして崩れ去るように、それまで高ぶっていた感情が一気に沈ちん静せい化した。


　───……空耳、か……？


　相変わらずあまり感情らしいモノが浮かんでいないように思えるし、玲二の口調は淡たん々たんとしたモノだったし、自分の聞き間違いだという可能性も捨てがたい。玲二が本当にそう言ったのか確信が持てずに、芳明はどう反応していいか戸と惑まどっている。


　と、そんな曖あい昧まいな空気を一いつ掃そうするかのように、空腹になったときに鳴る独特な音が突とつ然ぜん響ひびいた。慌てて音源である自分のお腹なかを押さえるが、腹の音は玲二の耳にも届いたのは確実で、芳明は恥はずかしさに顔を真っ赤にする。


　───何でこんなときに……っ。


　場をごまかそうとする芳明だが、羞しゆう恥ちで思考が空回りしているため意味不明な声が出るだけだ。そんな芳明を一いち瞥べつした玲二が、まるで何もなかったかのように話し出した。


「……飯は、どうするんだ？」


「───コンビニで何か買う……」


　芳明も話を合わせて言い争い自体なかったことにして、ゆっくりと歩き出した。夏の陽ひは長いとはいえ、さすがに夕食時になれば暗いとしか言いようがない。そんな中、黙だまって肩かたを並べているのだが、顔がはっきり見えないため先程までの気まずさもない。


　聞き間違いの可能性もあるが、玲二は『心配した』と言ったのだ。そのことに思わず毒気が抜けたのは確かだが、それに加えて玲二が自分を追いかけてきたということにも、少なからず心を動かされたのだ。


　今までの玲二の態度を見ていると、わざわざ追いかけてきたこと自体、何かしら意味があるようで、『心配した』という言葉に何かが潜ひそんでいるような気がしてしまい、芳明の心臓は小さく跳はねている。隣となりを歩いているだけだというのに、妙みようにどぎまぎしてしまう。


「おまえも、一いつ緒しよに飯を食うか？　まあ、作るんじゃなくて買うだけだけどさっ」


　自分の鼓こ動どうが軽快なリズムを刻んでいることに囃はやし立てられるように、思わず芳明の口は滑すべってしまった。『部屋で一緒に飯を食べないか』と言外に言ってるような台詞せりふがぽろりともれてしまったのだ。もっとも自分が何を言ったのか芳明が理解できたのは、玲二が喉のどの奥で笑ったからだ。


　───て、何で蓮田玲二と一緒に飯を食べようとしているんだっ。


　焦あせって『今のはなし』と叫さけび出しそうになったが、いつもはきつい感じの玲二の目許がわずかに緩ゆるんでいるように見えて、芳明はその言葉をぐっと呑のみ込んだ。その表情は、気き恥はずかしいような、それでいどことなく嬉うれしいという感情を芳明にもたらしたのだ。


　もっとも、隣を気にするあまり何もないところで転びそうになった芳明を、玲二が笑ったため、あまり長続きしなかったが。











　玲二の雰ふん囲い気きがいつもと違っていることに気がついたのは、芳明の部屋で飲み始めてから一時間もしたくらいだろうか。


　───何か、優しい……？


　帰宅途と中ちゆうのコンビニで仕入れたのは、食料品よりもアルコールが多く、いつの間にか食べることよりも飲むことをメインに据すえてしまったのだ。お腹が鳴った音を聞かれたという恥ずかしさもあり、芳明はハイペースで缶かんビールを空けていたのだが、それにつられたらしい玲二も、既すでにワインボトルを二本空けていた。


　それまではぽつぽつと入っていた鋭するどい一言がなくなり、普ふ通つうの相あい槌づちとなっている。これまでにない玲二の雰囲気に、芳明は落ち着かない様子で視線を彷徨さまよわせてしまう。


　いつもはきつい視線を向けてくる双そう眸ぼうが、アルコールでわずかに赤くなり、和なごんでいる。きっちりと首許を締しめているネクタイがだらしなく緩み、鎖さ骨こつまで見えている。


　───わ、わ、何だ……？


　妙にどぎまぎとして心臓が跳ねてしまいどうしようもなくなった芳明は、少しでも玲二から距きよ離りを取ろうといざっていく。どことなく帰宅途中に軽快なリズムを刻んでいた鼓動と同じで、芳明を落ち着かなくさせているのだ。


「どうかしたのか？」


　そんな芳明に気がついた玲二が、訝いぶかしげな表情で見遣ってくるのに、ぶるぶると頭を振って否定しておく。普ふ段だんが冷たくてきつい印象なだけに、今の柔やわらな雰囲気にどう反応していいのか、困るのだ。


「ええとさっ、弁護士ってなるの難しいんだろっ？」


　それまでとはまるで違ちがう話の転てん換かんに、玲二は一いつ瞬しゆん呆ほうけた表情を見せたが、くすりと小さく笑い、何でもないことのようにさらりと答える。


「試験に受かれば、誰でもなれるだろうが」


「嫌いや味みかよっ。その試験が難しいんだろう？　じゃあ、何で弁護士になろうしたんだよ」


「……別に、大した意味はないさ」


　ふと言葉を濁にごした玲二に、芳明は目を輝かがやかせる。


「噓うそだ。何かあるとみたね」


「───じゃあ、おまえが庇かばっている誰かと引き替かえだ」


「……ずるい……」


　意地の悪い玲二の答えに、自然と口唇くちびるを尖とがらせてしまう。しかも、自分が誰かを庇っているのだと肯こう定ていしていることにも気がついてないのは、芳明も酔よってきた証あかしなのかもしれない。そのまま拗すねたように玲二を見つめていると、玲二が小さく嘆息して、ぽつりぽつりと口を開き始めた。


「……本当に大したことじゃない。高校時代に、幼おさな馴な染じみがとある事件に巻き込まれたんだよ。周りはほとんどその幼馴染みが悪いと言ったんだが、そいつは犯人じゃない。それだけは確かだったんだ」


　何となく、今回のことに似ているようで、それでいて似ていないような玲二の言葉に、芳明は小さく息を呑んだ。


　───……玲二も同じようなことをしたのかな……。


　その前に高校時代の玲二が思い浮うかばず、眉まゆ根ねを寄せてしまったのは仕方ないことだろう。


「弁護士も巻き込んでごたごたとしたんだが、そのときに、誰か信じられる弁護士がいたらと思ったのが、切っ掛かけといえば切っ掛けか……」


　グラスに残っていたワインをくいっと飲み干し、玲二が喉の奥に籠こもったような笑い声をもらす。単純な理由に玲二自身が笑いたくなっているのかもしれない。だが、芳明は今の自分と同じような状じよう況きようで、『弁護士になる』と決めた玲二に、圧あつ倒とうされたのだ。


　───オレは、そんな風に考えられない……。


　高校と大学という年ねん齢れいの違ちがいもあるだろう。だがそれでも、自分の進路を変えてまでそう思えたかどうかは、微び妙みようだ。それだけ、その友人に降りかかった出来事が玲二の中で大きかったのだと、芳明にもわかった。


「なあ、その友人とはまだつきあってるんだろ」


「よくわかったな」


　芳明が確信を持って言えば、玲二が小さく笑って答える。思ってもいなかった玲二の内面に、芳明の顔も知らず綻ほころんでしまう。


「もしかして、親友とかいうやつ？」


「そんな恥ずかしいものじゃないさ。そうそうに顔を合わせるわけでもないしな。だが、あいつが何もしてないことは信じられた。おまえにもそういう奴やつはいるんじゃないか？」


「あー、まあねえ。何かついうっかりでトラブルを引き寄せてばっかりだけど、何か放っておけないんだよなあ。それでも悪意はないってことだけはわかるからな……」


　脳天気に笑っている高橋の姿がぱっと思い浮かび、芳明は苦く笑しようするしかない。


「他ほかにも何かエピソードってないの？　オレばっかりしゃべってる」


「そんな、面白いようなことはないな」


「じゃあさあ、大学時代の勉強法とか」


「おまえ、法学部じゃないだろうが」


　呆あきれたような玲二の口調だったが、芳明は気にもせず問いを重ねていく。合いの手のように返ってくる言葉が嬉しくて、芳明はくすくす笑いながら『好きな色は？』とか『好きな食べ物は？』など、どうでもいいようなことまで訊きき始めたときには、さすがに玲二もうんざりしたのを隠かくさず、だんだんと突つき放はなしたような端たん的てきな言葉になってきた。


　それを肌はだで感じた芳明は、『じゃあ、これで最後だから』とごねて、玲二に向かい一番訊きたかったことを口にする。


「弁護士になることを決めた、そのときの友人が今も困ってたら、どうするんだ？」


「そんなもの、助けるに決まっているだろ。何のために俺が弁護士になったと思ってるんだ」


　すぐに返された台詞に、芳明は自分のことのように嬉しくなり、満面の笑えみを浮かべる。自分にとっては嫌いやな奴だったのだが、それは玲二の一面でしかないのだ。


「……酒席の話だ。酔っぱらいの戯たわ言ごとだと思え」


　ぎゅっと眉根を寄せて、玲二は新たに注いだワインを一気に飲み干した。どうやら、自分が何を口走ったのか、理解したらしい。照てれ隠しのためにか、わざと舌打ちをする玲二を目まの当たりにして、口許が緩みそうになるのを、芳明は必死になって堪こらえる。


　その怒おこったような態度が照れ隠しなのだとまるわかりで、芳明は先程の話と相まって、玲二の冷たい表情にももう怯おびえることはないだろうと、そんなことを考えていた。











　バイト先のビデオ店から帰路へ就つこうとして、その人ひと影かげに気がついた。相変わらず涼すずしい顔をしてスーツを着ている玲二に、芳明は戸と惑まどったように足を止めてしまう。


　───思ってたほど、性悪じゃないのかもしれないけどさ……。


　数日前に聞いた弁護士になった切っ掛け話やその友人のことが、芳明の中でくるくると回っている。


　自分にとっての高橋のような人間が、玲二にもいたのだということに、何故かもやもやとするが、そこは深く考えないようにしておく。ただでさえ、玲二に対する見方が変わってしまい、どう接していいのかわからなくなっているのに、これ以上余計なことを考えたくないのだ。


　いつもとは違う雰ふん囲い気きの玲二に、どうして戸惑ったのか、彼が気に掛けるという人間が気になるのか、その理由を突き詰つめることを芳明は無意識のうちに拒きよ否ひしている。


　そうこう考えているうちに相手が芳明に気がついたらしく、今までのような感情を見せない目で、芳明を見つめてくる。口許だけが笑っている、上辺だけの笑顔を浮かべて近寄ってくる玲二に対して、芳明は緊きん張ちようしていた。何か、玲二が変わった様子を見せるかもしれないと、何となく緊張していたのだ。


　だというのに───。


「どうやら、酒の飲み方は知っていたらしいな」


「……どういうことだ？」


　自室で酒を飲んでいたときのような柔らかな雰囲気や態度を期待していたわけではない。あれは酔っていたからだと、芳明にだってわかっている。だけど、素面しらふなら絶対にしないだろう昔話をするくらいには、芳明の存在が玲二の中で居場所を作っているのだと思っていたのだ。だから、ほんの少しくらい、態度が変わっているんじゃないかと、期待していたのは否いなめない。


「吐はくことも醜しゆう態たいを晒さらすこともなかったからな」


　くつくつと小こ馬ば鹿かにしたような小さな笑い声が、玲二の口唇からこぼれ落ちた。


　───まったく変わってないじゃんかよっ。


　あの日、アルコールがかなり入った玲二は、結局少し仮か眠みんをしてから帰っていった。


　始発が動く前で、タクシーを呼ぶのかと思いきや、玲二は車でここまで来ているのだと言う。しかも、芳明に用があるときは、わざわざ駅前のコインパーキングに車を止めているらしい。酒も入ったために、そこから運転代行を頼たのむから大だい丈じよう夫ぶだと言って、夜も明けきらないうちに玲二は部屋を出ていった。そのときはいつもと変わらない様子で、昨晩の記き憶おくもあるようだった。


　ほんの少し内面に関かかわるような話をしたところで変わり様がないのだという片へん鱗りんは、もしかしたらその日の朝には出ていたのかもしれない。


「おまえの知ったことじゃないだろっ」


　緊張していたことなど忘れたかのように芳明は怒ど鳴なりつけて、玲二を無視するかのように歩き出す。


　───んだよっ、オレだけが馬ば鹿かみたいじゃんかっ。


　酒のせいでいつもとは違う雰囲気に流されて、一人でどぎまぎしていたことがひどく馬鹿らしくなり、芳明は自分自身に腹を立ててしまう。相手が悪いわけでもないのに、一人で勝手に苛いらついて八つ当たりをしていることにも気がついていたが、どうしようもない。


　玲二を引き離はなすように早足で歩いていたために、数メートルの開きどころか、玲二がいつものように後をついてきているのかすらわからなくなるくらい離れていた。だが、そのことを気にするわけでもなく、芳明は歩き続けていた。


　相手が自分の想像とは違う対応をしたからと言って拗すねたり八つ当たりするのは、非常に自己中心的な考えだ。それをわかっているのに、玲二相手だと止められない。


「……だから、子供だって言われるのか」


　吐き出した息は溜ため息と変わらず、芳明の気分は沈しずんでいった。それまでの早足とは違い、とぼとぼと歩いていると、ジーンズのポケットで携けい帯たいが震ふるえた。バイト中はマナーモードにしており、切り替かえるのを忘れていたので住宅街で着メロが鳴なり響ひびくことはなかった。


　ディスプレイで名前を確かく認にんすれば高橋からで、そういえば夏休みに入ってから会っていないことを思い出す。迷わずに通話ボタンを押して、耳に当てる。


「はいよ。どうかしたのか？」


『芳明？　なあなあ、夏休みだろ、ぱあーっと遊びに行かね？』


「おう、いいぜ。あ、そういや、おまえがぶつかった例の人間、何か特とく徴ちようない？」


『ぶつかった？』


　何を言われているのかわからないという高橋の口調に、芳明は苦笑する。嫌なことはすっぱりと忘れるのが高橋のいいところだが、忘れ過ぎなのは問題があると思う。それでも黙だまって待っていると、ようやく何の話なのか思い当たったらしくとてつもなく嫌そうな声こわ音ねで話し出した。


『んなこと言っても、暗くてよく覚えてないよ。ただ、新聞記事に書いてあった感じで、ただ、やたらともさい男だった』


「それだけじゃなくて、もっとこう、具体的な何かない？」


『……髪かみが長いくせに手入れしてなさそうで、よごれたスニーカー履はいてて……。あ、そいつの鞄かばんがすっげえぼろくて、最初、鞄に穴が開いたのかって思ったくらいぼろいんだよ』


　人相については覚おぼ束つかない感じだったのが、鞄の話になった途と端たん饒じよう舌ぜつになる。よほど、その鞄が高橋の印象に残っていたのだろう。だが、高橋が形容しているような男とどこかで遭そう遇ぐうしたような気がするのは気のせいだろうか。


『それがさあ、何か変な緑色のロゴがついた鞄で、よくあんなの見つけたよなってそっちの方に感心しちゃう感じ？』


「───あ……」


　ぱっとまず頭に浮うかんだのは、鞄だった。それから、あの日にぶつかって絡からんできた青年の顔で、高橋の言う特徴をしているようにも見えなくもない。


　───もしかして、あいつ……？


　そう考えただけで、どくりと心臓が大きく跳はねた。


「悪い、またあとで連れん絡らくするからっ」


『おい───っ』


　高橋は何か言いかけていたがそれを無視して電話を切ると、家に向かっていたはずの進路を素早く変えてぱたぱたと早足で犯人と遭遇した路地へと進んでいく。足を動かしながらも、登録はしたものの自分から掛かけることのなかった玲二の携帯をコールする。


　なかなか出ない相手に苛ついて思わず通話を切りたくなるが、犯人らしき相手の手がかりを得たのだから、知らせた方がいいと思ったのだ。


「何で出ないんだ？───もう、いいっ」


　だが、携帯に出るような気配もなかったし、どうして犯人のことを玲二にも教えようとしているのかと、我に返り通話を切ってしまう。


「あの時も夜にぶつかったんだっけ？　でもって、あの時間に出歩けるのなら、犯人は一人暮らしなのか？」


　あのあたりは単身者用のマンションやアパートが多く、深夜でも時折人影が見える。だが、ただすれ違ちがうだけの人間を覚えていられるかと言ったらそれも無理な話で、きちんと場所や時間を指定しないと思い出せないだろう。


「あ、だから目もく撃げき証言とかもないのかもしれない」


　そんなことをぶつぶつと呟つぶやきながらも、数日前に犯人と思しき人間とぶつかった場所に着いた。あたりは戸建ての建物とアパートが見える。深夜というには少し早い時間で、ぱっと見回したところちらほらと部屋の灯あかりが点いてるのがわかった。


「さて、ここからどうするかなあ……」


　あのときの相手が犯人だとしても、それ以上の手がかりがあるはずもなく、その場に佇たたずんだまま、考え込んでしまう。と、少し先でぴたりと足を止めた人ひと影かげに気がついた。自分も変なところで立ち止まっているので、向こうが不ふ審しんに思ったのかと思い、そちらを窺うかがう。


　───あれ……？


　再びこちらに向かい歩き出してきた相手を見み遣やり、芳明は眉まゆ根ねを寄せる。それは芳明がどうやって遭遇しようかと考えていた相手で、緑色のロゴが入った鞄を目にした途と端たん、芳明はしっかりとした足取りで相手に近寄っていく。


「あの、訊ききたいことがあるんですけど」


「……何？」


　手を伸のばせば届く距きよ離りまで近寄り、相手を見み据すえながら声を掛けた。きょときょと落ち着きなく揺ゆれる視線に、『こいつが犯人だ』という確信に満ちあふれ、思わず力強い口調になってしまった。


「七月に、このあたりで空き巣があったの、知っていますよね」


「───っ」


　ただ、そう訊いただけだったのだが、相手は何も言わずに息を呑のんだと思った瞬しゆん間かん、殴なぐりかかってきた。


「ちょっと、何するんだっ」


　油断していたつもりはないが、思いの外ほか相手の力が強く、アスファルトに倒たおされた。しかも、そのまま逃とう走そうするのかと思った相手が芳明にのし掛かり、上から殴りつけてきた。芳明は必死になって相手を振ふり落とそうと、滅め茶ちや苦く茶ちやに手を振り回す。


「───大人おとなしくしろっ」


　芳明の抵てい抗こうが激しく、素手では手こずると思ったのか、男は鞄から何かを取り出した。ちきちきという音がしたことに気がついて、芳明が男の手許に視線を遣やれば、そこには刃はを出したカッターが握にぎられていた。


「な───っ。やっぱりおまえが犯人なのかっ」


「うるさいっ」


　確実に傷つける目的のためにのみ、男はカッターを振りかざした。ぼさぼさの前髪の合間から見えた男の目は、どこか追いつめられたような色を宿している。


　───やられるっ!?


　その狂きよう気きに彩いろどられた男の気配に芳明が息を呑んで動きを止めていると、いきなり男の姿が吹ふっ飛んだ。


「……え？」


　一瞬にして身体からだの上から男が消え呆ぼう然ぜんとしていると、すぐ脇わきで争う音が聞こえてくる。はっと我に返りそちらに目を向ければ、玲二が男を殴りつけているところだった。


「───何で……？」


　芳明の見ている先で、玲二の動きが一瞬止まったかと思うと、ばっと男が逃にげ出していった。何が起こっているのかわからずに、ただ座り込んでいただけの芳明に、玲二が近寄ってきた。


　いつもは綺き麗れいにプレスされているスーツには皺しわが寄っていて、埃ほこりもついている。そして何よりも、普ふ段だんから涼すずしい表情しか浮かべていない顔が、微かすかに焦あせっているように見えるのは、見み間ま違ちがいだろうか。


「まったく。おまえは、もう少し考えて行動しろ」


「……どうして、ここにいるんだ？」


「携帯に電話してきただろうが。部屋に行ってもいないとなれば、ここしか思いつかなかった」


　嘆たん息そくするように玲二が話してることに、芳明は俯うつむいてしまう。まさか来るとは思わなかった相手が来てくれたことに呆然としていたし、助けてくれたことも嬉うれしかったし、どう反応していいのかわからない。


　だが、そんな芳明の心情を考えていないのか、玲二は呆あきれたように言葉を続けた。


「後先も考えずに飛び込むから子供だというんだ」


「な───っ」


　それまでの感謝というか嬉しい気持ちを踏ふみ潰つぶすかのように言われて、芳明がばっと顔を上げた。が、玲二の左ひだり腕うでのスーツが切られていることに気がつき、言葉を途と中ちゆうで切ってしまう。すっぱりと切られたのか、切り口からは素す肌はだが覗のぞいている。


「おまえ、腕うでは大だい丈じよう夫ぶなのかよっ」


「あ？」


　訝いぶかしげな表情をしている玲二を無視して、芳明は玲二のジャケットを引っ張ると、無理矢理しゃがみ込ませた。それから、襟えり元もとに手を掛けて、ジャケットを脱ぬがせようとする。


「おいっ、大丈夫だから手を離はなせ」


「大丈夫ってなんだよっ」


　涙なみだがにじみそうになる視界はどうしてなのかとか、何でこんなに慌あわてているのか、芳明にもわからないまま、ただ玲二の怪我を確認しないことには安心できないのだと、それだけに囚とらわれていた。


　ネクタイにも手を掛けてしゅるりと解くと、Ｙシャツごとジャケットを脱がせてしまう。下着代わりにＴシャツを着ていたらしく、いきなり裸はだかになることはなかった。白いＴシャツの袖そでから覗く腕は、筋肉質で太く、成熟した雄おすを感じさせる。


「おい、手を離せ」


「……やだっ」


　一瞬、玲二の肢し体たいを想像した芳明の手が止まっていたのだが、玲二の声で正気に返り、左腕を自分の方へと引き寄せた。


　肘ひじの少し上の位置に、十センチほどの薄うすく赤い線が走っていた。スーツが緩かん衝しよう材ざいになったのか、ざっくりとは切れていないが、血が滲にじんでいる。芳明は無言で脱がせたＹシャツを手た繰ぐり寄よせると、それで傷口を押さえつける。


「……何で、助けたんだよ。おまえ、こういったトラブルには関わり合いたくないんじゃなかったか……？」


「助けた？　それは勘かん違ちがいだな。おまえは何かを知っている。それを隠かくされたまま消えられると、俺が困るんだよ」


「そうかよっ」


　怪我をしていない右手にジャケットを押しつけると、芳明は立ち上がり玲二から離れていった。己おのれの都合で助けたのだという玲二に、芳明は無意識のうちに落らく胆たんしたのだ。


　───てかさ、どうしてそこでオレはがっかりしているわけ？　蓮田玲二がそんな奴やつだってわかってたんじゃないの？　でも……。


　以前にも同じような場面に玲二が飛び込んできたとき『心配した』と呟いたような気がする。あのときは何故だかどぎまぎしてしまい、落ち着かなかったのだ。


　相手の行動は、前も今も『芳明を助ける』ということで同じなのに、まるで正反対の感情を持ってしまったことに対して、妙みように苛いら々いらとしてしまう。ただそこに、玲二からの言葉があるか、ないかだけだというのに───。


　玲二に対して持ってしまった苛つきを振り払はらうように頭を小さく振り、気分を落ち着けようと深く呼吸を繰くり返す。それでも、どうにもならない苛つきに顔をしかめた芳明だったが、犯人の忘れていった鞄かばんが目に入った。


「あー、これ、あいつのだ。これで身元がわかると思わない？」


　身体に渦うず巻まく、己でも持て余すような感情を振り払うように、意識を無理矢理余所よそへと向けたのだ。手にした鞄を持って玲二の方へと向かおうとするが、彼の方が先に立ち上がっていた。そして芳明の持つ鞄に手を伸ばしてきたが、張りのある肌はだが視界に入ると、玲二が怪我をしていることを思い出した。


「中はオレの部屋で見よ。それに、おまえの怪我も消毒しないと」


「別に大した傷じゃない」


　そう言って煩わずらわしそうに芳明の手から逃のがれよとする玲二を摑つかまえて、無理矢理歩き出した。


「そうは言っても、どうなるかわからないだろうが。あのカッターで何を切ってたかなんか、わかったモノじゃないぞ」


　必死で低い声で、決して顔を上げずにそう口にした。そうでもしていないと、初めて触ふれた玲二の肌に心臓がざわめいているのが、彼に知られてしまうのではないかと、思ってしまったのだ。どうして鼓こ動どうが跳はねるのか、それについて芳明は深く考えようとはしなかった。


　マンションに辿たどり着き、申し訳程度に揃そろえてある消毒薬で手当てをしようとした芳明だが、玲二はリビングに座り込むと犯人の忘れ物である鞄に手を掛かけていた。


「おいっ、傷の手当てが先だろ」


「別にかまわない。先にこっちを片づけないと逆に落ち着かない」


　いつも以上に感情を見せないというか、きつい視線を隠しもせずに言う玲二に、芳明は息を呑んだ。何かが玲二の琴きん線せんに触れたらしく、険しい表情をしているのだ。考えてみれば、ここへと来るまでの間も、玲二はずっと押し黙だまっていたように思う。


　───何だってんだよ……っ。


　友人を大事にしているらしいのも、先程助けに入ってきてくれたのも、今こうやって不ふ機き嫌げんそうにしているのも、どれも玲二なのだ。なのに、彼の上辺だけの笑顔と同じで、表面的なモノにごまかされて、内面にしっかりと触れていないような気にされてしまう。


　そのことが気に食わなくて、ぎゅっと口唇くちびるを嚙かみしめる。まるで、芳明を拒きよ絶ぜつしているような気にさえなった。思い切り叫さけんで、身体の中に渦巻く何かを追い出したい衝しよう動どうに駆かられる。それが悲しみなのか、悔くやしさなのか、芳明自身にもまるでわからない。


　だが、自分ではコントロールできない感情の振しん幅ぷくが、激しく揺ゆれ動いているのだけはわかった。好き勝手に跳ねていくボールのように、自分の感情がどこへ向かっていくのか、自分自身にもわからないのだ。それでも、あまりにも遠くへと離れていかないように、ある程度は手許へと引き寄せておかなければならない。


「わかった。じゃあ、あとで絶対手当てさせろよ？」


　内面の混こん沌とんとした感情を覆おおい隠して、芳明はテーブルの上をばさばさと手早く片づけた。そして、無防備に手を突つっ込んで鞄の中身を出そうとする。が、その手を玲二に摑まれた。


「何すんだよ。見ないのか？」


「馬ば鹿かか？　それが犯人のかもしれないんだろう？　だとしたら指し紋もんはどうするつもりなんだ？」


「───あ」


　ドラマや小説でよく聞くはずなのに、玲二に言われるまですっかりと忘れていた。それほどまでに感情を揺さぶられていたらしい。芳明はあからさまにバツの悪そうな表情を浮うかべると、深呼吸をして、意識的に思考を切り替かえようとした。


　───このままじゃ、絶対にまた馬鹿なことをしでかしそうだし……っ。そうだ、指紋。……手て袋ぶくろすればいんだっけ？　でもそんなもんないしなあ……。


　気を抜ぬけばすぐにでも自分を呑のみ込んでしまいそうな感情に蓋ふたをして、目まぐるしく思考を回転させていく。時々見るドラマだと指紋を残さないためにか、白い手袋や薄いゴム手袋をしていたことを思い出す。だが、そんなものが芳明の家に在るはずもなく、代用品になりそうなモノはないかと考える。


「コンビニの袋ふくろはないのか？　あれなら代用になるだろうが」


「あ、そうか……」


　玲二に言われて、その手があったかと感心しながらも、流しの引き出しに放り込んでいるビニール袋を幾いくつか取ってきた。五指に分かれているわけではないので、細かい作業はできないが、中身を大まかに探さぐるくらいならできた。


　何か犯人の手がかりになりそうなモノが出てくることを期待していたのだが、当然の如ごとく、個人を特定できるようなモノは、ノートに書かれていた名前だけだった。それだけでは芳明にはどうすることもできない。


「……やっぱり、そう甘くないってことか……」


　何となく、これですべてが解決するような気になっていただけに、当てが外れたことに思い切りがっくりとした。取り出したモノを再び鞄の中に放り込んでから手にはめていたビニール袋を外す。あまりこれといった証しよう拠こがないことに玲二も険しい表情をしていたが、少し前までのどこか鋭するどく冷たい雰ふん囲い気きはなりを潜ひそめていた。


　そのことに安あん堵どしていると、ようやく芳明の意識も余所へと向かいだしたのか、玲二の左手に巻き付いているＹシャツが視界に入ってきたのだ。


「ほら、次は手当てだろ。腕うでを出せよ」


　先程途と中ちゆうであきらめた手当てをしようと、芳明が消毒液を手にして、玲二と向き合う。Ｙシャツを外してよく傷口を見てみると、薄い皮ひ膚ふをかすっただけらしく、じんわりと血は滲んでくるが、しばらく押さえておけばすぐに血も止まるくらいでしかない。


　玲二の肌に傷きず痕あとが残ることもなさそうで、そのことも気にしていた芳明はほっとした。消毒液で傷口を丁てい寧ねいに拭ふいていく。染しみることはないのか、それとも文句を言うだけ無む駄だだと思ったのか、玲二は身動みじろぎもせずに、芳明のしたいようにさせている。


「一応、これで大だい丈じよう夫ぶかな、ガーゼかなんかで押さえておくか……」


　血が滲んでいるうちは傷口は擦こすれない方がいいだろうし、気をつけていないと知らないうちにどこかに血をつけてしまうかもしれない。ガーゼはないからと、ハンカチを当てて絆ばん創そう膏こうで止めてしまう。


「───面おも白しろいことをするな……」


「仕方ないだろ、包帯もテープもないんだもん。あ、セロハンテープでもよければあるけど？」


　芳明は意地悪く笑って言う。いつもとは自分のテンションがわずかに違ちがうことは、芳明自身にもわかっていた。スーツの下に隠かくれていた玲二の身体からだにまごついているだなんて、そんなことはあり得ないのだ。


　そう自分自身に言い聞かせても、手に触れた引き締しまった筋肉を思い返すと、意味もなく喚わめきたくなるのはどうしてなのだろうか。


　ばっとそれを振ふり切るようにして、床ゆかに転がしたＹシャツとジャケットを手に取った。


「なあ、こいつはどうする？」


「ああ。Ｙシャツは無理だな。ジャケットは……、テーラーに持っていってみるか」


　腕のところがすっぱりと切れていて、玲二ならばこれは捨てて新しいのを買うと言いそうだと思っていただけに、芳明はきょとんとした表情で玲二を見み遣やってしまった。そして呆ぼう然ぜんとしたまま、ぽろりと口を滑すべらせる。


「直ったら、これをまた着るの？」


「そうだ。気に入ってたからな」


「……ふうん……」


　怪け我がをしていない右みぎ腕うでにジャケットを掛け、袖そでを見ている玲二に、どう言葉を返していいのかわからず、どうでもいいような生返事をした。自分の知らない玲二がまだ出てきそうで、そのことが妙みように嬉うれしくて、自然と口くち許もとが緩ゆるんでいく。


「───この鞄かばんは俺が預かってもいいな？」


　持っていたジャケットをまとめようとしていた玲二が、手を止めてそんなことを訊きいてきた。


「へ？　あ、ああ……。オレが持ってても仕方ないし、いいよ」


　いくら犯人のモノとはいえ、勝手に捨てるのは気が引けるし、交番へ落としモノとして届けるのもおかしな話で、芳明が持っていたとしても処分に困っただろう。だから、犯人の名前がわかっただけでもよしとするべきなのだ。


「て、おまえはそれをどうするんだ？」


　自分が持っていても役立たないので、どうしようかと思っていただけに、思わず問い掛けた。役に立たないのは、玲二にしても同じなのではないかと思っていたのだが、彼には彼の考えがあったらしい。ジャケットで覆い隠した手で鞄を手に取り、玲二がうっすらを微笑ほほえむのを見て、芳明は思わず眉まゆをひそめた。


「───警察に届けるのさ」


「え？」


「お前から譲ゆずり受けた、万年筆と一いつ緒しよにね」


「な───っ」


　芳明自身、警察へ届けようとしたのだが、玲二絡がらみでいろいろと考え直し、結局届けるのを止めてしまっただけに、玲二の言葉に、頰ほおを引きつらせた。


「あの万年筆に被ひ害がい者しやの指紋があって、この鞄の持ち主の指紋もついていれば、自おのずと事件の真相も絞しぼり込めるだろう」


「やめろよっ」


　万年筆には芳明の指紋は当然だが、高橋の指紋もついているのだ。


　先程深く考えもせずに頷うなずいてしまったために、玲二の手に渡わたった鞄を取り返そうと、玲二に詰つめ寄よる。だが、そんなことで玲二が鞄を渡すわけもなく、逆に腕を摑つかまれ上体を引きずられてしまった。そのためにバランスを崩くずした芳明は、簡単に床に押さえ込まれた。


「離はなせよっ」


　近くにはテーブルの脚があり、思うように身体を動かせないため、玲二を押しのけることができない。しかも、玲二の腕を摑もうとすると左手に自分があてたハンカチが目に入るのだ。そのため、全力で玲二を振り払はらうことができなくなる。


　徐じよ々じよに芳明の可動域が狭せまくなっていき、最後には綺き麗れいに四し肢しを絡からめ取られた。


　肝かん心じんの鞄は既すでに二人から離れていて、手を伸のばしても届きそうにもない。だが、既に芳明の中からその鞄の存在は消えていた。ただ、触ふれあっている肌はだの感かん触しよくと、感じ取れる熱だけが、今の芳明を支配していた。


「───っ」


　強く押さえ込まれている手首は、摑まれている強さよりも相手の熱に痛みを感じている始末だ。のし掛かかっている重さも、心地よい重みとなって、芳明を圧あつ迫ぱくしている。


「どけ───っ」


　普ふ通つうならあり得ない体勢で、そこに感じてしまう相手の熱に、芳明は混乱を来きたした。


　悲鳴を上げる寸前の、引きつれたような掠かすれた声で掛けられた制止は、懇こん願がんにも似ていたかもしれない。


　それまで玲二に感じていたわけのわからない感情が、ある一定の方向性へと、明確に芳明を押し込もうとしているのだ。だが、それは普通に考えれば、玲二に向けるわけにはいかない感情で、それに呑まれてしまうことを、芳明は恐おそれていた。


　じっと見下ろしてくる玲二の双そう眸ぼうに気け圧おされて、喉のどが震ふるえる。もはや、これ以上拒きよ否ひするような言葉を掛けられるはずもなく、玲二の目線と手の動きに縛しばられた。そっと玲二の手が手首から離れたが、芳明はじっとしたまま、ただ玲二の双眸を見つめ続けている。


　薄うすいレンズ越ごしにでもその鋭さは消えず、その強さに抗あらがう術すべがない。


　───……なん、で……っ。


　物理的に拘こう束そくされているわけでもないのに、組み敷しかれている玲二の下から逃にげ出せないのは何故なぜなのか、芳明は考えようともしない。ただ、逃のがれられないという現実だけを受け止めていた。


　どくどくと脈打つ鼓こ動どうはいつもよりも速く、それに合わせるかのように呼吸が段々と速くなっていく。身体の内側から沸わき起こる熱が吐と息いきに紛まぎれ込み、外へと吐はき出されていくのだが、それでも間に合わずうっすらと汗あせを搔かき始める。


「熱いのか？」


　骨張った、成熟した雄おすを感じさせる指が、こめかみから頰へと滑り落ちた。皮膚の上を辿たどる、ただそれだけの動きに、ぞくりと背筋が震える。じんわりと体内に籠こもっていた熱が玲二の指先に刺し激げきされ、もっと強いモノを求めて蠢うごめきだした。


　身体から吐き出される吐息が、欲望を孕はらんだ熱に変わるのも早かった。細く、長く吐き出される熱は、ある種の呼び水となり、玲二の熱をも煽あおり立てていく。


「───おまえは……」


　わずかに掠れた声は喉の奥に消えて、玲二の喉がこくりと動いた。その微かすかな動きを見つめる芳明の目は熱に潤うるみ、何かを誘さそいかけるような色いろ香かを放っていたのだ。


　玲二がふっと笑ったのは、芳明に流されてしまう自分を自じ嘲ちようしたのか、それとも欲望に流された芳明を笑ったのか───。


　その判断は芳明には付けられなかった。


　ゆっくりと、まるで芳明に見せつけるような動きで、玲二が眼鏡めがねを外しそれをテーブルへと置く。薄いレンズ越しではない玲二の瞳ひとみは、芳明が予想していたよりも鋭するどく、きつい印象をもたらしている。


　しかも、欲望を隠そうともしていない餓うえが目に表れていて、別種の鋭さを持っているように見せている。その欲望の強さに、芳明は小さく息を呑のんだ。


「どちらが、引き金を引いたのか……」


　低く囁ささやくように呟つぶやかれた声は芳明の鼓こ膜まくを震わせて、身体の奥へと震しん動どうを伝えていく。


「まあ、いい。俺の好きなようにさせてもらうさ」


　くつりと喉の奥で笑った玲二が、Ｔシャツの裾すそから直接肌に触れてきた。大きな手の平が張り付くようにして腹部を撫なで上げる。他人の手が自分の身体に触れるのは初めてではないはずなのに、肌が粟あわ立だつほどその感触に過か敏びんに反応しているのは何故だろうか。


　薄い布の下で、皮ひ膚ふの感触を確かめるかのようにゆっくりとすべっていく愛あい撫ぶは、芳明の意識を朦もう朧ろうとさせるだけの威い力りよくを持っていた。ダイレクトに快楽を感じさせるようなものではなく、じわじわと侵しん食しよくしていくような、身体の端はしから作り替かえられていくような、快楽なのだ。


「は───あ……」


　ぶるりと肢し体たいを震わせたのは、玲二の指先が触れた胸の飾かざりを中心にして、快楽が細さざ波なみのように広がっていったからだ。その反応を玲二は気に入ったのか、人差し指の先でそこをこねくり回して、堅かたく凝しこらせていった。


　小さな豆まめ粒つぶのように尖とがった乳ち首くびは、普ふ段だんは気にならない器官の一つなのに、玲二の手に掛かると剝むき出しの神経を触さわられているかのようで、ぴりっとした微び弱じやく電流にも似た快楽が溢あふれ出す。


「んぅ……っ」


　鼻に掛かる甘い声は、自分の喉からこぼれおちているとは思えないほど艶つやめいていて、耳に届いても、それが自分の声だとは信じられないでいる。


「少し、背中を浮うかせるんだ」


　すっとＴシャツの中から引かれていく手の温かさが寂さびしくて、無意識のうちに芳明は切なげに吐息をもらした。


　それに苦笑で返した玲二は、再び手を伸ばすと腰こしを摑むようにして、手の平をあてている。


「ほら───」


　声を掛けて、すっと腰から背中へと手を滑すべらせると、それに合わせたかのように芳明は背中をしならせた。そのタイミングを逃さずに、玲二の手が器用にＴシャツを捲まくり上げて、一気に引き抜ぬいた。


「……んっ」


　いきなり外気に晒さらされた肌はぱっと鳥とり肌はだが立ち、余計に玲二の指先を感じてしまう。温かな体温がひどく心地ここちよくて、無意識のうちにそれの感触を追いかけていく。


　下か肢しの上にある重みも温かで、思うように動かせないはずなのに、それでもかまわないという気になっているのだ。しかも、かちゃかちゃと金属がぶつかる音がして、ふっと窮きゆう屈くつさを感じていた下腹部が、いきなり解放された。


「───こっちも、いじってやろうか？」


　ファスナーが下まで開ききっており、そのＶの字形に見える際どいラインに沿って、玲二の指先がゆるゆると動いている。その指先が雄に触れると、そこはひくついて段々と硬こう度どを持っていく。ボクサーショーツの上からでもその形がはっきりとわかるほどで、快楽に忠実なそこは身体からだの持ち主へ、明確な快楽の存在を知らしめているのだ。


「もっと、気持ちよくなりたいんだろう？　だったら、尻しりを浮かせて」


　いつの間にか、下肢から重みが消えていて、それを芳明が不思議に思う間もなく、玲二の手がジーンズのベルト部分に掛かり、下着ごと摑んだ状態で、再度芳明を促うながす。微かに浮いた臀でん部ぶを撫でるようにして、芳明の下肢から下衣をすべて取り去る。


　ばさりと床ゆかに衣服が落ちる音が、芳明の耳にはっきりと聞こえてきた。


　フローリングの床は直接肌に触れると痛いのだが、その痛みよりも快楽の方が強いのだ。


　そして、剝き出しの局部を晒すように下肢を大きく広げられ、その間に玲二の身体が入り込み、勝手に閉じられないようにされてしまうが、その危あやうさに芳明は気がついていない。


「───いい眺ながめだな」


　玲二の指先が脇わき腹ばらから腰こし骨ぼねをとおり、足の付け根を彷徨さまよう。男というには、あと少しだけ何かが足りないような、そんな未完成さが、玲二をひどくそそっている。柔やわらかな内うち股またを手の平全体で撫でると、ぴくりと雄ごと芳明の下肢が震えた。


「ぁ───」


　筋肉の付いた堅い腹部とは違ちがい、そこは触られるとぞくりとするような感覚を芳明にもたらしてくる。反射的に太ふと股ももを閉じようとしたが、そこには玲二の身体があり、逆に彼の手を自ら内股に押しつけることになった。


　指先がばらばらに蠢いて、不規則な愛撫が与あたえられると、芳明の腰は揺ゆらめいた。下肢の内側という普通は他人の手が触ふれない場所なだけに、自分でコントロールできない感かん触しよくにはひどく弱く、肌はだの上を好き勝手に蹂じゆう躙りんしていく者の思うがままに反応してしまう。


　細く、喉の奥からもれる声は掠れていて、甲かん高だかい気がする。だが、そんな細かいことを気にする余よ裕ゆうは芳明にはない。


　熱く感じられる指先が、内股から再び足の付け根を通り、腹部を撫で上げ、ふっとその手が横に逸それて、背中へ回る。そしてぐっと玲二に抱だき込まれるようにして、肌を重ねる。


「や───っ」


　滑なめらかな肌の感触を想像していた芳明だったが、実際に触れあったのは布地の感触で、芳明はそれを嫌きらった。


　───……オレだけ……。


　自分はすべてを晒して玲二の前にいるのに、相手は服を着たままで、一方的に遊ばれているような感じにも思えてしまう。


「今いま更さら？」


　感度のいい反応をしておきながら拒きよ絶ぜつしようとしている芳明に、玲二は嘲あざ笑わらうかのような表情で端たん的てきに吐き捨すてた。


　どうやら芳明の言いたいことは伝わらなかったらしく、それまでの撫でていくような手つきが乱暴になり、気き遣づかいを見せることなく指先が躊躇ためらわずに臀部の狭はざ間まから秘処へと伸のばされた。乾かわいて固く閉ざされたそこへ、くっと曲げられた指先が潜もぐり込もうとする。


「ち、が……っ。ふくを───っ」


　力の入らない手を、自分に覆おおい被かぶさる人物のＴシャツに掛かけて、何が嫌いやなのかを知らせようとする。そのつたない動きで何かを察したのか、玲二が内部へ埋うめようとしていた指を、その場に留とどめた。


　わずかに拓ひらかれた秘処は痛みはないが、自分でも触るような場所でもなく、芳明はもぞもぞと腰を蠢かす。


「……服、ね。脱ぬいで欲しいか？」


　耳じ朶だを軽く歯で嚙かみ、耳じ孔こうに吐息を吹ふき込むかのような優やさしさで囁いてくる玲二に、何か思おも惑わくがあるのかなどと考えるような思考力は、既すでに快楽の向こうに押し流されている。正面から抱き込んでいる玲二の腕うでのために芳明の背中は浮いており、そのわずかな隙すき間まで秘処から背骨へと這はい上がる玲二の指先に、芳明はきゅっと眉まゆ根ねを寄せた。


　快楽で熱くなっていく肢体は、芳明の理性から離はなれて勝手に暴走していく。


「ん……」


　芳明の手が剝き出しの腕に触れて、その滑らかな肌はだ触ざわりを堪たん能のうしようとしたが、ハンカチがそれを邪じや魔ましたことに気がついて、ふっと靄もやで覆われていた思考がクリアになった。少しだけ焦しよう点てんが合わない感じだった芳明の双そう眸ぼうが、瞬しゆん時じにして正気に返り、自分を抱き込んでいる男の顔を覗のぞき込んだ。


「───けが」


「大したことじゃない。それよりも、服を脱いで欲しいのか？」


「───ん」


　心配そうな芳明を余所よそに、玲二は重なるほどに近い芳明の耳許に舌を這わせる。それだけじゃ飽あき足らないとでも言うかのように、首筋を通って鎖さ骨こつへと下りていく。その感触がくすぐったくて、芳明は小さく身を捩よじるが、玲二の拘こう束そくから逃のがれることはできない。


　だが、玲二の言葉に明確な返事をしない芳明に焦じれたのか、玲二は何の躊躇もなく上体を起こした。自分から離れていく熱が不満で、芳明は小さく鼻を鳴らす。


「我わが儘ままばかりだな……」


　くつりと玲二が喉のどを鳴らし、自分のＴシャツの裾すそに手を掛けると一気に脱ぎ去った。きゅっと引き締しまり、綺き麗れいに筋肉のついた腹部に芳明の目が惹ひき付けられた。


「ほら、服は脱いだぞ。だから、おまえも俺のいうことを聞くんだ」


「な、に……？」


　玲二の指先が鎖骨から胸部へと戯たわむれるように触れているが、その柔らかな愛あい撫ぶは芳明の吐と息いきを熱くさせる。つっと臍へその窪くぼみを通り過ぎた指先が、震ふるえている雄おすを掠かすめていった。


「んぅ───っ」


　鼻から抜けた欲望を隠かくしていない声は、玲二の鼓こ膜まくを震わせて、彼の欲望をも刺し激げきする。


「ここにもっと触れて欲しいか？」


　熱に浮かされて陶とう然ぜんとしている芳明に、玲二が優しく訊たずねるが、それは甘い言葉で獲え物ものを誘さそい込むためのモノでしかないことに、気がついていない。深く考えもせずに、快楽に溺おぼれた者は頷うなずくのだ。


　芳明も自分が微かすかに首しゆ肯こうしたことにも気がついてないだろう。


　触れるか触れないかの微び妙みような距きよ離りで玲二の手が動き、その空気が芳明の雄に触れて、曖あい昧まいな快楽を芳明にもたらす。薄うすい紗しやを挟はさんでいるかのようなもどかしい愛撫が、余計に芳明の思考を邪魔して、正常な判断をさせない。


「なら、ねだってみるんだ。そのかわいい声で───」


　指先で硬かたくなっている雄を弾はじくと、芳明は喉の奥から絞しぼり出されたような甲高い声を上げた。とくりと、透とう明めいな液体が溢あふれかえり雄を伝い落ちていく。


「……って、さわって───っ」


　自分で触れて欲望を散らすということすら思いつかず、玲二の言葉のままにねだった。そして、玲二は焦じらすこともなく雄を握にぎり込んだ。触れただけで震えた欲望は、既に達いく寸前だったらしく、数度擦こすっただけで呆気あつけなく果てた。


　幾いく度どかに分けて放たれた精液は濃こくて、ねっとりとしていた。それを玲二が指先で搔かき集めているらしく、その微妙な動きに芳明は腰こしを揺らめかせている。達ったばかりの肢し体たいは過か敏びんになっており、微かな刺激でも声を上げてしまう。


　ねちゃりとした液体が玲二の手に掬すくわれたが、それが何のために使われるのか芳明にはわかっていないだろう。


「気持ちよかったか？　もっと、気持ちいいことがあるぞ」


　力の入っていない身体を、玲二の手がいともたやすく腕の中に抱き込んだ。だが芳明は、その体勢の危うさに気づいていない。


　濡ぬれた玲二の指先が、先さき程ほど入りかけていた秘処にあてがわれ、つぷりと入り込んでくる。


「や……。な、に……？」


「少し待っていろ」


　ぐっと内部を擦られていく感触は初めてのモノで、芳明は戸と惑まどったような、怯おびえたような表情を見せる。それでも動かずにいるのは、玲二に刷り込まれた快楽が、それだけ芳明に大きな影えい響きようを与えたからだ。


　数少ないセックス体験も消し飛ぶだけのモノが、軽い愛撫と一度の遂情にはあったのだ。


　そこを広げようとするかのようにぐるりと指先が回り、幾度か出入りする、むず痒がゆい感触に芳明は嫌けん悪おを感じることはなかった。ただ、慣れない感覚に戸惑うのだが、逃れようという気は起きなかった。


「痛くはないだろう？」


　掠れた声でささやかれて、とくりと芳明の雄が反応する。その欲望の動きに玲二は気づいて、秘処を探る指を更さらに増やす。


　割り拓かれるときは少しだけ痛みを感じるがそれもすぐに消えて、内部を広げようとしている指先のうごめきだけが残る。


「───っ」


　そこを指先が撫なでたとき、芳明は息を詰つめて思わず背中をしならせていた。それは意識していたわけではなく、完全に身体からだが反応した反射的なモノだった。


「そこか」


「ああ───っ」


　前ぜん立りつ腺せんを立て続けに抉えぐられて、芳明の喉から嬌きよう声せいが迸ほとばしった。緩ゆるやかに上のぼり詰めるような快楽ではなく、ぐっと一気に高みへと引き上げられるような快楽は初めてで、二度目も呆気ないほど簡単に果ててしまう。


　続け様に上り詰めたためか、芳明はぐったりとその場にのびている。うっすらと汗あせを搔いている肌はだは血の気が宿り、ほのかな桜色をしていて見た目にも艶つややかだ。目許が潤うるんでいるのも、感じすぎたためだろう。


「気持ちよかっただろう？　さあ、次は俺の番だ」


「……？」


　声を出す事もだるいのか、視線だけで芳明は『何をするのか』と訊ねているように首を捻り見上げてきた。それでもどうにか手を突いて、芳明は玲二と向かい合うように身体を仰向けるが、大きく上下している胸が呼吸の荒あらさを伝えてくるし、喘あえぐように戦慄おののいている口唇くちびるはかさついていた。


「訊ききたいことがある。───あの万年筆はどこで拾った？」


「……まんねんひつ……」


　茫ぼう洋ようとした瞳ひとみで玲二を見つめていた芳明だが、『万年筆、万年筆』と繰くり返し呟つぶやいていたが、それが何を意味するのか、思い至ると、徐じよ々じよに目を見開いていく。そして、ひりつく喉に軽く噎むせながら、『知らない』と答えた。


「───知らない？」


「……ん、知らない……」


　どこかに焦点を合わせるでもなく、あちこちと彷徨さまよっている視線はあからさまに『噓うそをついている』と言ってるようなモノだったが、芳明は『知らない』と呟くだけだ。


「わかった───。じゃあ、情報の代わりになるモノをもらおうか……」


「……かわり……？」


　玲二が何を言っているのか理解しようとしている芳明を置いて、玲二の手は再び秘処へと伸びた。さきほどまで指を含ふくんでいたそこはすんなりと指を呑のみ込んでいく。


「───んっ」


　初めて前立腺を刺激されて、そこから感じる快楽を感じたばかりの肢体は、また与あたえられるであろう快楽の予感に震えた。だが、指先は入り口をぐるりと撫でただけで、すぐさま出ていった。その呆気なさ過ぎる愛撫に、芳明が不満そうに鼻を鳴らす。


「現金な奴やつだな───」


　がちゃりというベルトが外される音やフロントをくつろげる音が、芳明の耳にも届いたが、それが何を意味するのか、芳明に察せられるような判断力も思考力も残っていない。だが、指を含んでいた秘処にぬるりとする何かあてがわれ、その場に縫ぬい留めるかのように腰を摑つかまれたとき、ぞくりとする何かが背中を駆かけ抜ぬけた。


「あ……？───っいやああああああああっ」


　一いつ瞬しゆんにして身体の中心を走り抜けた激痛に、芳明の目から涙なみだがこぼれ落ちた。本人は泣いているということにすら気がついていない。剝むき出しの神経を撫でられているかのような強きよう烈れつな痛みが、あらぬところから響ひびいている。息をするために動く横おう隔かく膜まくの振しん動どうでさえ、痛みをもたらしているようで、芳明は息をつめている。


「馬ば鹿かが。息をしろ。ほら、ゆっくりと吸って───」


　腹の上に置かれた手の平を意識して、そこを持ち上げるように息を吸う。初めて味わう痛みに、芳明は混乱していて、深呼吸をしろと言う相手こそが、その痛みをもたらしているのだということにさえ芳明は気がつかず、言われるがままに深く呼吸を繰り返す。


　どれくらい経たったのだろうか。ずきずきとした痛みはまだ引かないが、それでもどうにか我が慢まんできる範はん囲いになると、芳明の全身から力が抜けた。


「落ち着いたか……」


　さらりと掛かけられた声に芳明が視線を向ければ、そこには餓うえた瞳を隠そうともしない玲二が、己おのれを見下ろしていた。


　───喰くわ、れ……る……。


　その強い瞳に、芳明は息を呑んだ。痛みや快楽も関係なく、すべてを引っくるめて、玲二に呑まれてしまうかと思うほどに、強い意志を持った瞳だった。


「……っあ」


　反射的に竦すくみ上がった肢体は秘処をも縮こまらせて、体内に入り込んでいる玲二の雄をきつく締しめつけた。だが、それは芳明にも己の身体を穿うがつ蹂じゆう躙りん者の存在を知らしめており、ようやく引いていた痛みを、またもたらした。


「暴れると、傷がつく。大人おとなしくしているんだ」


　最初ほどの痛みはないが、それでも間断なく襲おそってくる鈍どん痛つうは、芳明の判断力を奪うばうには充じゆう分ぶんで、玲二の言うことを疑問に思うこともなく、従ってしまう。


　不意に玲二の指先が伸のびて、芳明の胸元に触ふれた。他人の手が触れているというだけでぴくぴくと震ふるえる肢体を、芳明が自分の意志で止められるはずもない。小さく動くたびに秘処にも力が入り、ちりっとした痛みが身体を走っていく。


「まだ痛むか？」


「───ん」


　気き遣づかうような声こわ音ねが作られたモノであっても、芳明は気がつかない。だが、胸元を彷徨さまようだけだった指先が、明確な意志を持って乳ち首くびに辿たどり着いたことには気がついた。言葉よりも身体が反応し、より本能的に動いているのだ。


　健康的な色をした肌の中で、そこだけはほのかに色づいている。指先で摘つままれ、擦り上げられるとぷっくりと立ち上がり、その存在を証明しようとする。きゅっと捻ひねられた痛みに身体を強こわ張ばらせると、雄おすを穿たれている秘処にもずきりとした感覚が広がる。


「───駄だ目めか……」


　ふっと指が胸元を離はなれ、痛みに項うな垂だれていた雄へと、その目的を変えた。


「ふ、ぅ───っん」


　やわやわと蠢うごめく五指に快楽を呼び覚まされた芳明は、痛みから逃のがれるためにも、その微かすかな炎ほのおにすべての神経を集中させる。


　根元から先せん端たんへと流れていく体温、指の動き、爪つめの硬かたさ、手の平の大きさ───。


　頭の中で思い浮うかべて、よりリアルな想像を描えがき、苦痛を忘れるために、一心不乱にそれだけを追い求めていく。


「ひ……っう───んっ」


　快楽だけを感じようとするためか、それはより大きく、より強いモノとなって、芳明を身体の奥から揺ゆさぶっていく。痛みにひそめられていた眉び宇うが快感を堪こらえるためのモノに代わり、悲鳴を嚙かみしめていた口唇からは、熱情を含ませた吐と息いきがもれるようになっていた。


　だから、その動きにはまるで気がついておらず、新たな悦えつ楽らくの火種が燃え始めたとき、芳明の意識は白いハレーションを起こして、一いつ瞬しゆん途と切ぎれた。


　ずるりと体内から引き出されたモノが、再び狭せまい腸内をこじ開けて押し入ってくる。その先端が前立腺を抉っていったのだ。


　細い指先でさえ、芳明の思考を朦もう朧ろうとさせるのに充分だったのが、いきり立った雄で容よう赦しやなく突つかれてしまえば、そこから生まれたモノの大きさが、どれほどの快楽なのか、芳明は身をもって体験するはめになった。


　その衝しよう撃げきの大きさは、一瞬呼吸を忘れるほどで、瞬間的に縋すがりつくモノを求めた腕うでが宙へと伸ばされる。だが、縋りつけるモノはなく、脱だつ力りよくして床ゆかへと投げ出された。


　しかし、そんな芳明の状態を気にすることもなく、玲二は絡からみつく内ない壁へきごと雄を引き抜くと、再度そこを的確に突き上げたのだ。縋るモノを得られなかった芳明の指が、フローリングの床に敷しかれたラグを引き摑んだ。ローテーブルが動くほどの握あく力りよくは、そのまま芳明が受け取る快楽の強さでもあった。


　数度深く抉えぐられただけですぐさま弾はじけそうなほど雄は張りつめたが、達する前に雄の根元を玲二の指が縛いましめてしまった。


「や───っ、……んぅっ」


　吐と精せいしてしまえば楽になるはずなのにそれは許されず、ただひたすら内側へと快感が送り込まれていく。


　───くる、し……っ。


　身体からだの奥底から揺さぶる深い悦楽は、芳明に呼吸を許さず、ひっきりなしに胸を動かさせる。それはすぐさま喉のどをひりつかせ、艶つやめいた声を喘ぎ疲つかれて掠かすれた声へと変えていった。


　下か肢しを中心にじりじりとした熱が溜ためられていき、しまいには足の先から爪の先まで、どこを触さわられても気持ちいいと感じるようになってしまった。あと一押しで果てることができる雄は震えていて、じわじわと透とう明めいな液体を滲にじみ出すことしかできないでいる。


『達いきたい』『苦しい』『気持ちいい』───。


　いろんな感情が混じり合って、何が何だわからなくなるほど混乱した頭はとうとうオーバーフローしてしまい、複雑に絡み合ったモノを眦まなじりから涙という形に変えて体内から排はい出しゆつすることにしたらしい。次々と溢あふれ出てくる涙と、口唇くちびるから溢れ出る嬌きよう声せいはいっそ見事なほどにアンバランスだった。


「達きたいか───？」


　過ぎる快楽は苦痛しか生まないことを知っているのに、己の雄を情なさけ容赦なく打ち付けて、狂きよう気きのような愉ゆ悦えつに満ちた悦楽へと獲え物ものを追い込んでいる男は、優しい口調でそう問い掛けてきた。それは人を堕だ落らくさせようとする悪あく魔まの甘い囁ささやきにも似ていた。


　理性という名の正気が少しでも残っていれば、絶対に頷うなずくことなどない問い掛けであったが、欲望を吐き出したいという一番原始的で本能的でしかない快感に支配された芳明は、何も考えずに頷いた。もっともそれは、何を言われたのかをきちんと理解して頷いたのか、とても微び妙みようなモノだったけれど───。


　ぎゅっと根元を押さえ込んでいた指先がふとした拍ひよう子しに蠢いて、雄の上を撫なでただけだというのに、あられもない声を上げて、身も世もなくすすり泣くほど、今の芳明には達くことがすべてだった。感じられるのは肌はだの上を滑すべる熱と、奔ほん流りゆうの源を堰せきき止めている縛めだけで、それ以外はすべて、強烈すぎる快楽の向こうへと追いやられていた。


　一ひと際きわ深く入り込んだ雄が不意に動きを止めたことで、ようやく深く息を吐くことができた。だが、じくじくとした振ふり払はらえない痛みのように、秘処から感じる悦楽は止まることなく芳明に溜め込まれていく。己を、何も考えられないほど深い快感へと落とすことのできる異物をやんわりと絡めている秘処は、落ち着いていく呼吸と合わせるかのように収縮を繰くり返している。


「達きたいんだろう？　だったら、万年筆をどこで拾ったのか、教えるんだ」


　玲二がそう告げる。しかし、芳明は茫ぼう洋ようとした視線をどこともわからずに彷徨わせているだけで、一向に返事らしきモノをする様子がない。いぶかしげに眉まゆをひそめた玲二が、芳明を正気付かせようとしてか、脱力している肢し体たいを揺さぶった。


「ん、ぅ───っ」


　途と端たんに芳明は鼻に抜ぬけた甘い声を上げたが、それだけで、玲二の望むような反応がない。


「やりすぎたか」


　小さく舌打ちをして、玲二は身体の下に組み敷いている獲物を見下ろした。達くことと引き替かえに自分の知りたいことを教えてもらおうと思っていたのだが、匙さじ加減を間ま違ちがえたらしく、芳明の意識は考えることすべてを放ほう棄きしているようだった。


　思っていたよりも反応がよかった芳明の肢体に、少しばかり夢中になりすぎたのかもしれない。雄を収めたまま汗あせで濡ぬれている腰こしを撫で上げれば、たったそれだけの刺し激げきで芳明の内側はざわめくように蠢いて、玲二の雄をもっと奥へと誘さそい込むかのようにひくつくのだ。


「仕方ないな」


　ゆっくりと、余計な愛あい撫ぶを加えないよう慎しん重ちように、玲二の指がそこから離れていく。縁ふちぎりぎりまで水を注がれたグラスを一ひと滴しずくも零こぼすことなく運ぶような慎重さで、雄は縛めから解放されていく。次いで、解放された雄とは反対にそれまで放り出されていた手を摑つかまれ、床へと押さえつけられた。


「答えの代わりに、盛大に啼ないてもらおうか───」


　にぃっと持ち上がった口角はこれから起こることを想像して、楽しげに歪ゆがんでいた。蹂躙者にとって楽しいということは、その獲物にとっては悲劇でしかないことは確かなのだが、それを知ることができたとしても、芳明には逃にげる術すべなどありはしなかった。


「───っああん……っ」


　身体の奥に居座り続けた雄が何の前まえ触ぶれもなくぎりぎりまで引き抜かれたかと思うと、再び内臓に達するかと思うほどの勢いで潜もぐり込んできたのだ。しかも、それまでずっと堰き止められていた欲望の出口は開放されている。


　今にも切れるのではないかと思うほどに伸ばされたゴムが、一いつ瞬しゆんにして元に戻もどるかのように、唯ゆい一いつの出口を封ふうじられて、溜め込まれていた欲望は一気に外へと向かって飛び出していった。


「く、うぅ───っ。あ、ああ……っ」


　白はく濁だくした快楽の証あかしが途と切ぎれることなくどくどくと溢れ出していく。鈴すず口ぐちにある小さな穴を精液が通るだけでも快楽に繫つながるらしく、大きく仰のけ反った背中はいつまで経たってもしなったままだ。しかも長い射精が続いている間も、玲二はリズミカルに雄おすを打ち付けて前ぜん立りつ腺せんを刺激しているのだ。


　玲二が呟つぶやいたように、芳明はひっきりなしに声を上げているが、そんな状態がいつまでも続くわけがない。


「───……っ」


「や、あああああっ……」


　玲二が身体の最さい奥おうですべての熱を解き放つと、芳明は一声上げただけでその灼しやく熱ねつの液体を受け止めきるまで息を詰つめていた。


　芳明が気を失ったのは、長く呼吸を忘れたためなのか、それとも大きすぎる快楽に、身体が回線をシャットアウトしたからなのか、本人にさえもわからないだろう。ましてや、精液にまみれた身体を誰が洗ったのかとか、部屋の後始末をしたのが誰なのかとか、そんなことが気になったのは、翌日になってからだった。


　既すでに玲二もいない一人きりの部屋で目を覚まして、起きあがれないほど疲れている身体に驚おどろき、何があったのか思い出して、一人で悶もん絶ぜつしたことは、言うまでもないだろう。




　　　　７







　八月も半ばにさしかかり、じりじりと真上から照らしてくる太陽に、芳明は内心文句を垂れ流している。


　熱帯夜が続いていることや、玲二のことを考えて、ここしばらく満足に眠ねむれていないのだ。そんな体調で炎えん天てん下かの中を歩いていれば、体力も奪うばわれるし、気力もなくなっていく。それでもこうして外を歩いているのは、目的があるからだ。


　───何もかも、蓮田玲二のせいだっ。


　彼に抱だかれてから数日しか経っていないが、その数日の間にバイトをクビになりかけている。大学に入ってから続けていたレンタルビデオ屋のバイトだが、寝ね不ぶ足そくと疲ひ労ろうのために、ミスを続発してしまい、『体調がよくなるまで休んでなさい』と店長に言われてしまった。


　バイトの時間に融ゆう通ずうがきくということは、言い換かえればこのまま芳明が出てこなくてもよいということになる。いつまで休むのかという期限を明確にしていなかったので、下手へたをするとこのままクビになってしまいかねないのだ。


　地方から上京している身で、バイト代が生活費となっている学生の立場としては、慣れたバイトを辞めるのはものすごい痛手となる。しかも、次のバイトが見つかるまでは無収入に近い。貯金だなんてことをしていたはずもなく、すぐには困らなくても、一ヶ月後には確実に食いっぱぐれているのは目に見えている。


　───だけど、な……。


　ぐちぐちと言い訳めいたことを思っていても、その根底にあるのは『玲二に会いたい』という気持ちだった。玲二のせいだと自分に言い聞かせていること自体、彼とのつながりを手放したくないと思っているようなものだ。


　本当に嫌いやで、関かかわり合いたくないと思うのなら、彼に抱かれたあの日を最後にすればいいだけの話だ。万年筆から高橋の指し紋もんが出てきたとしても、芳明が物もの珍めずらしさに見せたとか言って押し切ってしまえばいいだけの話だし、もしかしたら、芳明たちの方にまで話がこないかもしれない。


　だというのに、わざわざ自分から玲二のところへと足を運んでいるのだ。会いたいと思っていなければ、ここまで来る理由はないに等しい。


「……違ちがう……」


『会いたい』という気持ちさえ無視してしまえば、芳明には玲二と会うだけの理由はあるのだ。


　───勝手に人のことを抱いたんだしっ、その理由くらい訊きいたってかまわないよなっ。……だけど、普ふ通つう、男が男を抱かないよな……。どうして……。


　肌はだの上を滑すべり落ちる玲二の指先や、身体からだの最奥で受け止めた熱情を思い出して、芳明の顔が熱くなる。そのまま考えるのであれば、玲二は芳明のことを好きなんじゃないかという考えに行き着いてしまう。


　───まさか、ね……。


　玲二が自分のことを、と思うだけでどきどきとする胸を宥なだめるようとするが、それでも上じよう昇しようしていく体温を止めることができない。その身体的変化がもたらすモノがなんなのか、芳明にはわかっていた。


　───蓮田玲二は男だし。オレが好きになってたのは女の子ばかりだったし。それにほら、吊つり橋効果というのもあるかもしれない！


　そこまで考えて、玲二も同じように吊り橋効果であのときだけ、芳明に意識を向けたのではないかと想像して、勝手に落ち込んでしまう。上がったり下がったりと一向に安定する様子をみせない感情に、芳明自身が我が慢まんできなくなった。


　ぐっと拳こぶしを握にぎり込んで、玲二の事務所が入っている雑居ビルを睨にらみつける。


　もしかしたら知らなければよかったと後こう悔かいするようなことにもなりかねないことだけに、思い切りよく行くことができない。だが、玲二が何を思って自分を抱いたのか、それをはっきりさせたいという一心で、芳明は腹を括くくった。


「ええいっ、男は度胸だっ」


　がっとビルのエントランスを抜ぬけて、エレベーターに乗り込んだ。だが、威い勢せいが良かったのは事務所の扉とびら前までで、またもや躊躇ためらってその場でうろついてしまう。それでも、ここまで来てしまえば、同じなんだと思っても、インターフォンを押すことは躊躇われて、そっとドアノブを捻ひねる。


「もしもーし」


　小声で中に問い掛かけるが、秋山の返事がない。芳明の声が小さすぎるのか、それとも秋山がいないのか、どちらだろうかと思いながら、室内に入り込む。ゆっくりとパーティションの陰かげから顔を出すが、いつも秋山が座っていた場所は空っぽで、事務室には誰もいなかった。


「いないのか……？」


　誰もいないということは考えていなかった芳明が、ほっと強こわ張ばっていた身体から力を抜こうとして、奥の部屋───玲二の仕事部屋から話し声が聞こえてくることに気がついた。悪いことだと思いながらも、足音を殺して近寄る。


　扉がきちんと閉まっていなかったのか、それとも来客がないと思っていたのか、わずかに扉が開いており、中の会話がはっきりと芳明の耳にも届いてくる。


「……じゃあ、空き巣事件の犯人は捕つかまったの？」


「ああ。だが、物的証しよう拠こが万年筆の指紋だけらしくてな。それ以外はもう手許に残ってないらしい」


「きちんと有罪になるの？」


「それは大だい丈じよう夫ぶだ」


「そう。よかった……」


　安あん堵どしているのがまるわかりな秋山の声音に、芳明の胸が妙みようにざわめいた。嫌な何かが、じんわりと胸の中に広がっていく。


「だが、あの万年筆をどうやって手に入れたのか、きちんと証言を取らないといけなくなった」


「万年筆って、あの……？」


「ああ。犯人が逃にげ切れるとは思っていないが、その方が早い」


　淡たん々たんとしたいつもどおりの玲二の口調に、どくどくとこめかみが音を立てて脈打っている。つっと背中を伝わった汗あせは、暑いからというわけではないだろう。


「もうとっくに訊いていたのかと思ったのに……」


　秋山の口調はいつもと変わりないはずなのに、芳明の耳にはやたらと響ひびいてくる。


　───だめ、だ……っ。ここにいたら、だめ……っ。


　本能的にこの場から去った方がいいと思うのに、身体がそれについていかない。頭と身体とをつなぐ伝達神経が遮しや断だんされたようで、ぴくりともできずに芳明の身体は固まっていた。


「玲二の頼たのみ方が悪かったんじゃないの？」


「冗じよう談だんだろう？　身体に優やさしく訊いてやったのに、答えなかったんだよ」


　呆あきれたような秋山の話し方に続いて、ぎしりと椅い子すの鳴る音が響いた。その軋きしむ音は、まるで芳明の心臓が鳴らしたような音にも聞こえる。


「……や、め……っ」


　大声で制止をかけたはずなのに、実際のそれはか細く、呼吸音に紛まぎれ込んだような微かすかなもので、音にすらなっていないような声だった。当然の如ごとく、扉の向こうにいる二人に聞こえるはずもなく、聞きたくもない話が、止むことなく続けられた。


「優しく……？　暴力に訴うつたえたの？」


「それこそまさかだ」


「───私、玲二がバイセクシュアルだっていうのは知ってるから、あなたに関してはどうでもいいけど、坊ぼうやはノーマルに見えたわよ」


　避ひ難なんするような秋山の声こわ音ねに、玲二が嫌そうに応じたことは認識できた。どうやら彼女は芳明のことを心底心配しているようで、玲二に食ってかかっているのだ。だが、今の芳明には秋山の優しさを酌くみ取れるような受け皿がない。


「お子さまの性的嗜し好こうまで知るか。だが、あれも気持ちよさそうに啼ないていたがな」


「───悪党……」


　くつくつと笑う玲二に、秋山が吐はき捨すてるようにもらす。


　決定的な何かを聞いたところで、ようやく芳明の身体は動きだした。ふらりと、後あと退じさるように一歩動いてしまえば、あとは惰だ性せいのまま歩き出していく。だが、まっすぐに歩けず、どうしても左右へとよろけてしまうことで、自分の身体が震ふるえていることを、芳明は理解した。


「は、ははは……」


　内側に籠こもっていた温かで、柔やわらかな感情が乾かわいた笑い声とともに、外へと吐き出されていくような気がする。そのまま崩くずれ落ちそうになる足をどうにか前へと進めていく。このまま玲二の事務所にいて、彼らに見つかることを考えると、この場で立ち止まるわけにもいかない。


　玲二の部屋でまだ話を続けているらしい二人に見つからないようにと、なるべく音を立てないように慎しん重ちように歩いている自分がおかしくて、今度は小さくくすくすと笑いだした。


　───何だよ。好きだから抱だいたんじゃなくて、本当のことを言わせるためにセックスしただけなのかよ。


　事務所に足を踏ふみ入れる数分前までは、浮うき沈しずみは激しかったものの、まだ『もしかしたら』と思うことができた。それが今や沈み込み、重くのし掛かっている。確かに、自分を抱いた理由を知りたくてここまでやってきたのだ。それでも、心のどこかに『もしかしたら』という淡あわい期待があったのかもしれない。


　結局は、玲二から『特別なのだ』という言葉が欲しかっただけなのだ。それが完全に望めないとわかった芳明には、『くだらない理由で抱いた』ことに対する怒いかりよりも、『特別ではなかった』ことに対する悲しみの方が大きかったのだ。


　それが何故なのか、自分でも認識しないまま、芳明はエレベーターの降下ボタンを力無く押した。











　手を伸のばせば、すぐそこの天てん井じように届く。マットレスを敷しいて、枕まくら元もとに小物を置いたら一いつ杯ぱいになってしまう狭せまいロフトスペースが、芳明のベッドルームだった。今は何もする気は起きず、そこにすっぽりと収まって横になってぼんやりとしている。


　昼間、玲二の事務所で聞いた話を未いまだにきちんと処理し切れていないのだ。それでも幾いくらか冷静になれたのか、ゆっくりとあのときのことを思い返していく。


　───何で、あんなにショックを受けたのかな……。


　友人や知人に利用されたとしても、普ふ段だんならここまでショックを受けることはないだろう。怒りや不快感を感じることはあっても、裏切られたような悲しみを感じるのはおかしい。だというのに、玲二のことに関しては、何もかもが芳明の予想外のことが起こっている。


　最初は気に食わない奴やつだと思っていた。それが会話をかわして、玲二の人となりに触ふれていくにつれて、少しずつ心を許していたのだ。それが一気に傾かたむいたのは、玲二に助けてもらったときだろう。


　だから、触さわられても嫌けん悪お感は湧わき起こらなかったし、本気で抵てい抗こうすることもなく、抱かれてしまったのだ。


　同性に抱かれるという行こう為いは、相手にすべてを委ねるということで、自分よりも相手を優位においている証あかしになってしまうような気がする。


　事象だけを見て取るのならば、芳明は玲二に抱かれたということで、これは芳明にとって流されたとはいえ、したいからした行為だった。なので、当然玲二も同じような気持ちだと考えていたのだ。


　───言うことを聞かせるため、かあ。結局、蓮田玲二にとってあれは手段の一つでしかなかったってことだよな。ちぇ……。


　それが芳明にとって一番ショックだったことで、両者の温度差がそのまま埋うめられない感情の差となっている。エアコンの風がロフトに向かって吹ふきつけているため、心身共に寒さを感じてタオルケットをきっちりと肩かたまで被かぶった。


　パジャマ代わりのＴシャツとハーフパンツを穿はき、そうやってうだうだ考えながら丸まっているところに、携けい帯たいが震えた。無視しようかと考えもしたが、もぞもぞと手を伸ばしてディスプレイを確かく認にんする。


「あー、タカハシか……」


　玲二じゃなかったことに安堵していいのか、落らく胆たんしていいのか、複雑な気分になりながらも通話ボタンを押した。


「はいはーい」


『あ、芳明、暇ひま？　一いつ緒しよに飲まない？』


　間延びした芳明の返事を意にも介かいさず、高橋は浮かれた声を張り上げている。自分の機き嫌げんとはまるで正反対だ。


「おまえ、機嫌いいな。何かいいことでもあったのか」


『あ？　だって、空き巣犯捕つかまったんでしょ？　テレビでやってたよ』


「マジで？」


『ああ。これでおれは狙ねらわれることもないんだ。こんな嬉うれしいことはないぞ！』


　携帯の向こうから飛び跳はねているような音が微かに聞こえてくる。その無む邪じや気きなはしゃぎっぷりに、芳明は苦く笑しようする。


「わかったよ、飲もうか。だけど、外に出る気力はないから、おまえが酒を買ってこいよ」


『了りよう解かい、了解。待ってろよー』


　語ご尾びを跳ね上げるような陽気な口調で言い切るとぷつりと携帯が切れた。夏休みに入る前に見かけていた、怯おびえたような雰ふん囲い気きや不安定さは完全に消えていた。


　───そうだよな、タカハシに危害が及およばなくなったんだから、それでいいんだよな。


　携帯のフラップを閉じて、芳明は小さく口許だけで笑った。無理矢理自分自身に言い聞かせているような状態で、何か納得しきれないもやもやとしたモノが胸の中に巣くっているが、その存在を気にしないかのように振ふる舞まい、高橋を迎むかえるために起き上がった。


　リビングは片づけるほど散らかっておらず、コンポをつけて高橋が来るまでぼっと座り込んでいた。低く流れている軽快な音は、繰くり返し聞いてると、何となく気分も浮ふ上じようしてくるから、人間はお手軽な生き物なんだなと、納得してしまう。


　しばらくするとインターフォンが鳴り、高橋が姿を見せた。ビニールの持ち手が伸びるほど大量のアルコールとつまみを抱かかえている。


「また、たくさん買い込んだな」


「一晩中でも飲み明かせるって！」


　テンションの高い高橋につられるようにして、芳明も徐じよ々じよに浮上していった。


　空きっ腹に近い状態で次々と飲み干していくアルコールは、考えていた以上に芳明の意識を侵しん食しよくしていく。だけれども、心情を吐露しようと決めたのはアルコールのせいだとは言わない。どこかで自分も吐き出したいと思っていたのだろう。


　高橋が買ってきた酒類が半分以上なくなったところで、芳明はばっと顔を上げて、高橋を据すわった目で見つめた。


「なあ、好きだからセックスしたと思ってたのに、実は別のことが目的だったと知って、悲しいって思ったんだ。本当なら怒ってもいいことだろう？　どうして、腹が立たないのかな」


　いきなりの芳明の相談に目をぱちくりとさせた高橋だったが、妙みように嬉しそうな表情で芳明の台詞せりふを聞いていた。その喜んでいるような高橋に、芳明は嫌いやそうな顔をする。


「何、喜んでんだよ」


「だって、おまえがそういうことを訊きいてくるのって、ほとんどないじゃんか。おれがいっつも迷めい惑わくかけてるからさ。ちゃんとおれも芳明の役に立つんだなって思うと、嬉しいじゃんか」


　まさかそんなことを考えているとは思ってもいなかったので、妙に照れてしまい、それを隠かくすためにも高橋をせっついた。すると、妙ににやにやと笑いながらも高橋はおもむろに口を開いた。


「そんなの簡単じゃないか。あとからそのことを知ったんだったら、相手を好きだからじゃないの？　こっちは好きなのに、向こうは違ちがったんなら、そう感じるんじゃない？」


　あまりにもあっけらかんとし伝えられた言葉に、芳明は呆ぼう然ぜんとする。高橋の軽すぎる口調にも驚おどろいたが、それよりもその内容の方が衝しよう撃げきも大きかった。


「マジか？　だって、今までそんなこと意識したこともないんだぞっ!?」


「じゃあ、自覚するまえに失しつ恋れんしたってことか」


　思わず怒ど鳴なり返した芳明に、高橋はしたり顔でうんうんと一人で頷うなずいている。


「そうか、だから元気がないのか、おまえは」


「うるさいっ」


『慰なぐさめてやろう』と続きそうな高橋の言葉に、反発した芳明は手にした缶かんビールをがっと飲み干した。そんな芳明に高橋は笑って、ばんばんと背中を叩たたく。


「はいはい。あまり訊かないことにするから、気が済むまで飲めや」


「おうっ。タカハシもつきあえ！」


「当然！」


　と、一言で請うけ負ったにもかかわらず、高橋は次の瞬しゆん間かんばたりと後ろに倒たおれ込んで、豪ごう快かいな寝ね息いきを立て始めたのだ。高橋が飲み過ぎると突とつ然ぜん寝落ちるのはいつものことで、芳明は笑うしかない。


「……やっぱ、酒に弱いよなあ」


　クローゼットからバスタオルを取り出すとそれを高橋に掛かけてやる。顔を真っ赤にして気持ちよさそうに寝ている高橋を見み遣やり、ぽつりともらす。


「……『好き』だってことか……」


　深い意味もなく時折口にするその単語だが、玲二を思い浮うかべて小さな声でそれを口唇くちびるにのせただけだというのに、渦うず巻まいていた感情がすとんと落ち着いた。それですべての説明がつくとでもいうかのように。


　コンポから流れてくる曲は、女性ボーカルの切ないラブソングだ。報われない恋こいだがそれでも好きなのだと、高らかに歌い上げている。


「……好きなんだから、仕方ないよな……」


　玲二に対してだけ反発したり、彼の態度に一いつ喜き一いち憂ゆうしてみたりと、感情の振しん幅ぷくが大きいのはそれだけ彼に囚とらわれていたからなのだ。気がついてしまえば単純で、明確な理由となってしまう。だとしたら、芳明が玲二のためにすることは一つだろう。


「おい、起きろよ」


　寝ている高橋の肩を揺ゆらして、無理矢理起こす。酒を飲んで思考力が鈍にぶっているのを見み越こして、話しておいた方がうまくいくだろうと思った。少しばかり誇こ張ちようして話しても、すんなりと信じて疑問に思わないに違いないと踏ふんだのだ。


　唸うなりながらぼんやりと目を開けている高橋に、目め一いつ杯ぱい真しん剣けんな表情を見せる。


「あのな、おまえ、万年筆を拾っただろ？　あれのことを証言しないと、犯人が釈しやく放ほうされるかもしれないって話なんだ」


「……マジで？」


　それまではほんわかと、花畑の中を歩いているような高橋の表情が一変した。アルコールで紅潮していた頰ほおからさあっと血の気が引き、かたかたと震ふるえ出すほどだ。


「でな、オレも考えたわけよ。弁護士に相談するんだよ」


「弁護士？」


「そう。弁護士と一緒なら警察にも行けるだろ？　でもって、その弁護士に犯人とは絶対に接せつ触しよくしたくないって言えば、大だい丈じよう夫ぶだよ」


「……大丈夫かな……」


　目に見えて怯えてしまった高橋には悪いとは思うが、そうした方が玲二にとっても高橋にとっても、いいことだと思ったのだ。きょときょとと落ち着かない素そ振ぶりを見せる高橋には、心の中で手を合わせておき、確信に満ちた断定的な口調で高橋に頷いてみせる。


「大丈夫だって。オレ、いい弁護士知ってるから、そいつのとこに連れん絡らくしてみろよ」


「……芳明の……？　わかった。芳明がそう言うなら、弁護士のとこに連絡する」


　気弱な態度だったがそれでも頷いた高橋に、芳明は艶つややかに笑った。




　　　　８







　どうにか復帰することのできたレンタルビデオ店のバイト帰りの道は、果てしなく長く感じる。夕方からずっと働いていて疲つかれているためなのか、それとも八月も下げ旬じゆんにさしかかる暑さのためなのか、芳明にもはっきりとしない。


　夜空にぽっかりと浮かび上がる月を見上げて、芳明は溜ため息をついた。


　高橋と飲み明かした日からちょうど一週間経たっているのだ。芳明から事務所の方へと連絡し、秋山を通して高橋を紹しよう介かいした。


　───あれで、よかったんだよな。これで菜摘さんの弟の容疑も確実に晴れるだろうし、タカハシも余計なことで怯おびえなくてもよくなったし。


　ただ、芳明自身が玲二と連絡する機会がなくなるだけの話なのだ。それを寂さびしいと思うのは芳明だけで、玲二は余計な関かかわり合いがなくなって楽になったと思っているかもしれない。自じ嘲ちよう気味な考えに芳明は苦笑する。


「……声だけでも聞きたいって思うのは、重じゆう症しようだよなあ……」


　目許が笑っていない、上辺だけの笑顔でも見たいと思うほど、芳明は玲二に囚われているのだと今いま更さらのように自覚した。


　ぼんやりと歩いてようやくマンションへ辿たどり着けば、いつだったか見かけた赤い車が止まっていた。この車を以前みかけたのは、玲二が初めて部屋に入ったときで、考えてみればあのときから玲二は、芳明に話をさせるためにいろいろと仕し掛かけてきていたのだ。


「その延長だってことだったんだよなあ。オレも気がつけよって話か」


　思わずくすりと笑ったのは、玲二に対して揺れていた感情に惑まどわされて、冷静な判断力を欠いていたのだと、今ならわかるからだ。


　何となくエレベーターではなく階段を使いたくなって、一段一段踏みしめながら上がっていく。それは自分の中の気持ちを少しずつ整理する作業にも似ているような気がした。感情をちょっとずつ積み重ねて、違ちがうモノへと変化させていくのだ。


「暑いなあ。帰ったらシャワーでも浴びるかな」


　一雨降るのか、いつもより湿しつ度どが高くべったりとまとわりつく空気に、溜め息をつく。短い外廊ろう下かを俯うつむきながら歩いていたからか、部屋の前に佇たたずむ人ひと影かげに、直前まで気づけなかった。常夜灯がもたらす影かげが足許に伸のびていて、ふっと顔を上げてそこにいる人間を確かく認にんして、軽く目を見開いた。


「……何で……？　タカハシが、行っただろ？」


「ああ、来たな」


「じゃあ、もうオレには用はないはずだ……」


　戦慄わななく口唇をどうにか動かして、ぽつりぽつりと話す。声が掠かすれてしまうのも、震えてしまうのも、仕方ないだろう。もう会わない───否、会えないと思っていた人間が目の前に立っているのだ。これで動どう揺ようするなという方が無理だろう。


　だが、そんな芳明の感情を無視して、玲二はいつもの表情を浮かべ抑よく揚ようの少ない口調で端たん的てきに言葉を紡つむいでいく。


「それは、おまえが勝手に思っているだけだ」


「んだよ、それ……」


　まるで、会うか会わないかという選せん択たく権は芳明にはなく、何もかも玲二が決めることなのだと言われているようだった。


　玲二と会う前は凪ないでいた感情の波が、また大きくうねり出した。


「オレはおまえに会いたくないの。とっと帰れよ」


　内心とは裏腹な言葉を吐はき捨すてると、玲二の脇わきをすり抜ぬけて鍵かぎを開けようとする。


　隣となりに立つ玲二の気配に緊きん張ちようしながらも、手が震えないように一いつ生しよう懸けん命めい抑え込み平静を装う。どうにか鍵を開けて、玲二を中に入れないよう急いだが、彼の方が素す早ばやかった。靴くつの先を隙すき間まに引っかけられ、大きく扉とびらが開け放たれる。


　とんっと芳明は肩かたを押されて玄げん関かんに押し込まれた。続けて入ってきた玲二が後ろ手に鍵を閉める。玄関は二人が立つには狭せまく、芳明は渋しぶ々しぶ靴くつを脱ぬぐと奥へと進んでいく。だがそれでも一応文句を言うのを忘れない。


「帰れって言ったのに」


「どうして？」


「……てめえ、この間、自分が何をしたのか覚えてないのかっ!?」


　こんな何気ない会話からも、あのセックスは玲二にとっては欲しい情報を訊きき出すための手段でしかなかったのだとわかり、芳明は泣きそうになる。自分と玲二の温度差がこんなにも大きいのだと、言外に示されているようで、どうしようもないのだ。


「───？　ああ、おまえを抱だいたことか」


「うわあっ。口にするんじゃねえっ」


　さらりと玲二が口にしたことで、芳明の胸がずきずきと痛む。自分にとってあのセックスはそれなりの思い出になっているのに、玲二にとってどうでもいいことになっているのだろう。それが態度にも表れているのだと、芳明は痛みを堪こらえて現実を呑のみ込んでいく。


　男らしい骨張った指先が背骨をなぞり、秘処を割り開き、身体からだの奥に眠ねむる熱を暴いていった。耳じ朶だを甘あま嚙がみされ、首筋を舐なめられ、胸を弄もてあそばれた。狭い器官に雄おすをねじ込まれ、痛みの先にある快楽を教え込まれた。


　───何を思い出してるんだっ。


　自分が上げたあられもない声や、鼻に掛かかった嬌きよう声せいまでも思い出して、芳明は顔を赤くした。


　するとそんな芳明の様子が面おも白しろかったのか玲二はくすくすと笑い出す。


「何だよっ。遊ぶなら余所よそへ行けっ、余所っ」


　びしっと指さして玲二を追おい払はらおうとしたが、言われた当の本人は笑い声を引っ込めて、眉まゆをひそめた。


「……誰が、遊びだと言った？」


「───へ？」


「おまえの勝手な思いこみだ。本当にガキだな」


　どこか苛いらついたような真しん剣けんな声こわ音ねに、芳明は間の抜けた声を出した。その反応で玲二にはわかったのだろう。呆あきれたような声をもらして、靴を脱いで部屋へとあがってきた。彼に押されるようにして、後退りながらリビングへと入っていく。


　それでも遅おくれて玲二の台詞せりふを理解した芳明が、声を張り上げる。


「お、思いこみじゃないっ。菜摘さんと話してたじゃないか……っ」


「菜摘と？」


　心底思い当たる節がないと、珍めずらしくも表情で示している玲二に、芳明は大きく首しゆ肯こうする。


　───何だよ、やっぱり、オレのことなんてどうでもいいってことじゃんかよっ。


　訝いぶかしげな顔をしている玲二に、鬼おにの首でも取ったかのように更さらに言い募つのった。


「本当のことを言わせるためだけだったくせにっ。……あ」


　そう叫さけんでから、それは盗ぬすみ聞きだったことを思い出し、ぱっと顔色を変えた。言わなくてもいいことまで口走ってしまった芳明と、彼の言葉がいつのモノなのか思い出そうとしている玲二とで、部屋の中は静かになった。


　───どうしようっ。あれを聞いてたことは言わない方がよかった気がする……っ。


　最大の弱味を相手にさらけ出したかのような、そんな危機感が芳明を襲おそう。だが、一度外に出た言葉は取り返しようもなく、玲二が何事もなかったように振ふる舞まってくれることを願うしかない。


　だが、芳明の口走った会話の片へん鱗りんがいつのモノなのか思い当たったらしい玲二が、にっと口唇くちびるを持ち上げて、目許まで歪ゆがませる笑顔を見せた。


「あれか……。そんなにショックだったのか？　俺に好かれてもいないのに、抱かれてしまったことが」


「───っ。うるさいっ」


　それまでは玲二から逃にげるよう後退っていたというのに、図星を指されたせいか、ばっと玲二に近寄り、その胸むな座ぐらに摑つかみかかる。


「本当の事を言われて逆上するから、ガキだと言われるんだ」


「黙だまれよっ」


　ぐっとネクタイを引き摑み、玲二の頭を下げさせると、ぎっと彼の双そう眸ぼうを近い距きよ離りから睨にらみつけた。至近距離にある切れ長の目や、通った鼻筋、薄うすい口唇が、芳明の視界に映り込む。


　一いつ瞬しゆん、吐と息いきが触ふれあったような気がしたと思った途と端たん、胸座を摑んでいた腕うでは玲二に取られてしまい、後ろ手に回された。いつだったかと同じような状じよう況きようで、芳明はきゅっと口唇を引き結ぶと、己おのれを抱き込んでいるような体勢の玲二を睨み上げた。


「また、嫌いやがらせでもするのかよっ」


「まさか。俺にも好みはあるからな。誰彼構わず抱くわけじゃない」


「噓うそだね」


　ぎりぎりと奥歯を嚙かみしめ、騙だまされるモノかと芳明は身体も硬かたくする。それは流されまいとする意識を態度で表しているようにも見える。


　無言のままどちらも逸そらすことのできない視線は絡からみ合ったままで、根比べの様相を呈ていしていた。それに負けたのは───先に視線を外したのはやはり玲二で、小さく吐息をこぼした。それは何かをあきらめたような溜ため息にも似ていて、芳明はますます視線をきつくする。


「ガキを相手にするほど、俺は相手に不自由はしてないんだ。なのに、わざわざガキを相手にしているんだ。それですべてを理解しろ」


「……何だよ、それ」


　玲二が何を言いたいのか意味がわからず、芳明は喉のどの奥から唸うなるような声をもらす。


　部屋の前に玲二が立っていたときからこっち、芳明の思考は冷静さを欠いていたし、思考はくるくると空転しているような気がして仕方ないのだ。


「───本当にガキだな」


　小手先であしらうような台詞だが、そこには玲二の熱い吐息がまじっているような気がしてならない。


　───何で……？　ただ、やりたいだけか？　それとも……。


　顎あごを上げて重ねていた視線が、徐じよ々じよに近寄ってくる。三十センチ近くある身長差を考えると、玲二には不自由な体勢になるだろう。だが、それを押しのけてでも、玲二が近寄ってきていることに、芳明は瞠どう目もくした。


　かさついた口唇が一瞬重なり、すぐ離はなれていった。


「……何だよ、何が変わったんだよ……」


　自分が聞いた秋山と玲二の会話はついこの間のことだ。それを思えば、玲二の考えが突とつ如じよ変わったとしか思えない。理由もわからないのに、今の玲二の態度を嬉うれしいからといって何も考えずに受け入れてしまうほど、芳明の思考も鈍にぶっていない。


　何かがおかしいような気がすると感じるだけのモノは、残っているのだ。


　───何か、また別の目的でもあるのかもしれない……。


　感情的には玲二を信じたい気もするのだ。だが、あの会話を聞いたときの衝しよう撃げきと悲しみは、未いまだに芳明の中にすくっており、理性的には相手のほころびをみつけようと躍やつ起きになっているような状態だ。


　その迷いが、芳明の顔にでも出ていたのだろうか、玲二が、ゆったりと落ち着いた口調で話し出す。


「───高橋秀和が、俺のところに来たのは、お前がそう言ったからだろう？」


「ああ、言った」


「彼と話をして、おまえが誰を庇かばっていたのか知った」


「……タカハシは、すぐにパニック起こすし、トラブルばっか引き寄せてくるんだ」


　こつりと玲二の胸に額を押しつけて、芳明が大人おとなしくなった。


「それでも、彼を庇っていたんだろう？　損得を考えずに感情に流される。そのくせ、変なところで頑がん固こで。……そのギャップが面白いと思ったんだ」


「そんなの、誰だって友人を助けるためならするんじゃないのか？」


「どうだか……」


　苦り切った玲二の口調が気になり、芳明は思わず頭を上げようとしたが、玲二の手に阻はばまれた。


「以前、昔話をしただろう？　あのときに、悔くやしい思いをした、と言ったのを覚えているか？」


「……うん、覚えてるけど……」


　芳明にしみれば、あれは玲二の見方が変わった一つの重要な出来事で、あの晩のことは忘れようもない。それがどうしたのかと訊ききたくなったが、何かのタイミングを計るようにしている玲二に気がつき、芳明は口をつぐむ。そのまま数回呼吸を繰くり返したところで、ぼそぼそと少し聞き取りにくい声で玲二が話し出した。


「あのときに、おまえのように身体を張ることができれば、と思ったのもある。だから余計に気になったんだ」


「───噓だあ……」


　言われたことが信じられず、無意識のうちにそう呟つぶやいてしまった。芳明にしてみればそれは当然のことだろう。玲二のように、友人のために自分の人生を変えるようなことまではできないと思っていただけに、彼からの告白は驚おどろくものでしかない。


　思わずきゅっと玲二の服を握にぎり込んでしまう。


「得にもならない噓をついてどうする」


　身体からだの底から響ひびいてくる低い、恫どう喝かつにも似た声に、芳明はぽかんとした表情を慌あわてて引き締しめてみせた。そして、未だに軽く後頭部に押しつけられている手を感じて、芳明は何か大切なモノを包み込むように小さく囁ささやいた。


「───本当なんだ……」


　玲二が呼吸をする度に緩ゆるやかに上下する胸は温かく、ひどく落ち着いていく。だが、締め切っていた部屋なので空気が籠こもっていて、ひっついているとうっすらと汗あせを搔かいてくる。肌はだがべたついてくるが、それでも離れようとは思えない。


「こんな手て間ま暇ひまを掛かけてガキの相手をするくらいなら、後あと腐くされのない手軽な相手とする方が簡単だな」


　早くなることもなく繰り返される鼓こ動どうは、噓を言っているような感じを伝えてこない。


「……なら、少しはおまえの言葉を信じてやってもいいかな……」


　ぼそぼそと呟くが、玲二の胸元に顔を隠かくしたままなのは、気き恥はずかしいからでしかない。その妙みように大人しい態度が、普ふ段だんの芳明の姿とは違ちがい、相手の加か虐ぎやく心に火を付けるのだが、そんなことに芳明が気がつくわけもなく、喉の奥で低く笑う玲二に不ふ穏おんな気配を感じて、ばっと玲二から離れる。


「暑いよなっ。エアコン入れるからっ。お茶でも飲んで行くかっ!?」


　棚たなの上に置きっぱなしのリモコンを取り上げてエアコンを付けると、わざわざ玲二を避さけるように丸いテーブルを回って流しへと向かう。


　手を伸のばせば届いてしまうような距離しかないが、それでもすぐ傍そばを通るよりかはマシだ。


　───……やばいっ。何だか知らないけど、やばい感じする……っ。


　前に抱だかれたときのことは記き憶おくどころか、身体で覚えている。


　途と中ちゆうまでは意識もあったし、妙にどぎまぎとして落ち着かなかったが、それでも気持ちいいと感じていたのだ。だが、途中から快楽に押し流されて最後まで意識を保つことができなかった。初めて身体の内側を探られて、そこから沸わき上がった快感の大きさに、神経が焼き切れたのだ。


　───バイトをクビになりかけたのも、覚えてる……っ。


　玲二のいいように扱あつかわれて、次の日は起き上がるのも苦労した。下か肢しが重く感じられて、自重も支えられないほど力が入らなかったのだ。


　またあんな状態になるのは極力どころか、絶対に避けたい。


　今までは異性としかつきあったことがないうえに、その数少ない『おつきあい』で体験したセックスは、玲二とした一回に比べると天と地ほどにも差が有りすぎる。剝むき出しにされた欲望や、引きずり出された快楽、受け止めることしかできない熱。どれもこれもが、初めて感じるモノで、芳明に制せい御ぎよできるようなモノではなかったのだ。


　後ろにいる玲二を気にしながら冷蔵庫を覗のぞき込んでいると、ふわりと空気が動いた。慌てて上半身を起こそうとしたが間に合わず、後ろから腹部に腕うでを回されてしまった。相変わらずスーツを着ているがっしりとした腕は、軽い抵てい抗こうを難なく封ふうじ込こめるだけの力強さを持っているように思える。


「だから、おまえはガキだって言うんだよ」


「わ───っ」


　ぐっと引き寄せられ、背中から抱き込まれる。身長だけでも三十センチくらいは違ちがうので、玲二の腕の中にすっぽりと収まってしまう。


　───……っ。し、心臓が……っ。


　抱きしめられて身動きが取れないうえに、硬かたい胸板が背中に覆おおい被かぶさっているのだ。心臓がばくばくと飛び跳はねるように脈打ち、玲二にも聞こえてしまうのではないかと、変な心配をしてしまう。扉とびらを閉められなかった冷蔵庫からは涼すずしい空気が流れてくる。単身者用の小さめ冷蔵庫なので、冷気が上まで上ってくることなく、上気している頰ほおは熱くなる一方だ。


「お茶よりももっといいモノがあるだろうに……」


　喉の奥でくつくつと笑う低い声は胸板を通して、芳明にも響いてくる。からかわれているとわかるような玲二の態度だが、自分を囲っている体温が熱く感じられて、それどころではない。振ふり払はらうこともできないほどに、緊きん張ちようしている。


「な……っ」


　いきなり身体を反転させられそうになり、驚いて踏鞴たたらを踏ふんだとき冷蔵庫の扉にぶつかったらしく、ぱたんっと軽い音が足許から聞こえてきた。だが、そんな物音も芳明の耳に入るはずもなく、真正面から玲二に抱きしめられている状じよう況きように、芳明の頭はパンクした。


　腰こしに回された腕により逃にげることのできない体勢で、猫ねこが鼠ねずみをいたぶるような残ざん酷こくさを想像させるような瞳ひとみで、玲二が芳明を凝ぎよう視ししている。ゆっくりと下がってくる玲二の口唇くちびるが微かすかに笑っていることに気がついていても、芳明にはどうすることもできない。


　最初に口くち接づけられたのは額で、それから鼻筋を通り、目許を辿たどり、頰へと下りていき、最後に口唇へと触ふれた。


　触れあうだけの口接けがゆっくりと幾いく度どか繰り返される。欲望の熱も、強ごう引いんさもない、お互たがいの体温を分け合うだけの口接けだが、それはオーバーヒートしていた頭を落ち着かせるにはちょうどよい優やさしさだった。


　───ん……っ。気持ち、いい……。


　相手の体温を身体で感じて、そこに在ることだけを確かめるために柔やわらかく抱きしめ合う。熱と快楽を身体の中から根ね刮こそぎ奪うばわれていくような、そんな激しさはない。温かな日ひ溜だまりの中でうとうとしているときの心地ここちよさがそこにはある。


　口唇に触れていた相手のそれが、口許から離はなれて耳じ朶だへと動いていく。柔らかな耳朶は口唇で挟はさまれるだけでも、その形を変える。舌先で舐なめられると、芳明の膝ひざが震ふるえだした。玲二の微かに乱れている呼吸がダイレクトに鼓こ膜まくを震わせているからだ。


　ぴちゃぴちゃという水音が大きく響いている。実際にはとても小さい音なのに、耳許で立てられているためにか、それはとてつもなく大きく聞こえて、芳明の羞しゆう恥ち心しんを呼び覚ます。顔を背そむけて逃げ出したいのだが、玲二の腕がそれを阻む。


「……大人おとなしいな……」


　落ち着かないようにもぞもぞと身じろいでいるが、無理矢理にでも離れようとしない芳明に、玲二が囁いた。


「……ぁんっ」


　耳じ孔こうに口唇を触れあわせるようにして囁かれたので、その台詞せりふの内容よりも中に吹ふき込まれた熱い吐と息いきの方へと意識を持っていかれた。そのために、何を言われたのか芳明には理解できなかったに違いない。


　腕の中にいる生き物は快楽に存外弱いのだと玲二が認識していると知ったら、芳明は顔を真っ赤にして否定するだろう。


「───かわいがってやるよ」


　耳朶の陰かげに隠れる場所へと口唇を寄せられ、痛みに首を竦すくめるほどきつく吸い上げられる。鏡で見ても、意識して探さなければ芳明にはその薄うす紅べにの痕あとを見つけることはできないだろう。


　ふっと離れていった口唇にかわり、指がその痕を撫なでていく。首の筋張ったところに沿ってゆっくりと這はっていき、鎖さ骨こつの窪くぼみに触れる。急所の一つである喉のど元もとを軽く押されているというのに危機感を感じないのは、芳明が無防備すぎるのではなく、相手が玲二だからなのだ。


　Ｔシャツの首回りを辿るように滑すべっていく指先は羽のように軽い感かん触しよくで、ふわふわとした心地よさを芳明にもたらしてくる。その優しげな雰ふん囲い気きに誘さそわれて、こつりと玲二の胸に額を押しつける。体重を掛けるわけではないが、体温と鼓動を感じられるほどにくっついている。


　首筋を撫でていた指先が行き場を失い宙を彷徨さまよっていたが、きゅっと背中に回された。そのゆるやかな拘こう束そくに芳明はうっとりと目を伏ふせた。だから、玲二の双そう眸ぼうが細められたことに気がつかず、自ら彼の罠わなに嵌はまっているのだと気がつくための機会を逃のがしたのだと、知る由よしもない。


　背中側の裾すそから忍しのび込んだ玲二の手が、ゆるゆると背骨を辿っていく。エアコンが効きいてきたためにか、汗は完全に引いており、手の平がべたつく感じはしなかった。


「ん───ぅっ」


　強く擦こするわけでもなく、ただ軽く触れているだけの感触はひどくくすぐったく感じる。だが、産うぶ毛げが総毛立つような感じもあって、気持ちよくも感じているのかもしれない。


　ウエスト部分からすっと上へと上っていた手は、同じ場所を今度は下りてくる。ただそれだけの動作だったが、芳明を妙みように落ち着かない気分にさせていく。そっと膝を摺すり合わせて身動みじろいでいると、それがわかったのか、玲二の手が止まった。


「どうした？」


「……何でもない……」


　あきらかに玲二の愛あい撫ぶが芳明に変化をもたらしていることをわかっているだろうに、いつもと変わらない口許だけの笑顔で玲二は訊きいてくる。それに対して、芳明ははっきりとした答えを告げることなく何となく言葉を濁にごしてしまう。


　別に玲二と肌はだを合わせることが嫌いやだというわけではない。


　だが、今まで性的欲望の対象となっていたのは異性で、同性と口接けたりセックスをすることになるとはまるで考えたことがないのだ。しかも、自分が受け身になるような性せい行こう為いはしたことがない。流されるような、熱に浮うかされてわけもわからなくなるようなセックスは、あのときしか経験していない。


　しかし、その一回があまりにも強きよう烈れつすぎた。


　心地よい快感だけではなく、感じすぎる苦痛も一遍に体験したのだ。欲しいのは快感であり、苦痛ではない以上、闇やみ雲くもに玲二を誘うわけにもいかない。それに、初めて抱かれたときから嫌けん悪おがなかったことも、わずかに芳明を躊躇ためらわせている原因となっている。


「ひゃぅ……っ」


　ジーンズの上から臀でん部ぶを撫でられただけなのだが、それだけでも秘処に力が入り、肢し体たいを震わせてしまった。


　───……っ、やば……っ。


　下手へたすると前回のように足あし腰こしが立たなくなるほどやられる危険性を認識しているだけに、玲二への余計な刺し激げきは極力避さけたかったというのに、ついていなかったとしか言いようがない。


「───気持ちいいのか……？」


「ち、が……っ」


　臀部で円を描えがくようにしながら、腰から太ふと股ももにかけてをさすられる。ジーンズ越ごしでもわかる手の動きは確実に愛撫であって、ぴくぴくと反応してしまう腰を芳明は意識して止めることができないのだ。徐じよ々じよに狭せまいジーンズの中で硬くなっていく雄おすが、玲二の下か肢しに当たっているようにも思えてきた。


　抱だき寄よせられるような体勢なので、まずはそこから逃げ出そうと腕を突つっぱねてみるが、玲二を離せるほどの力はない。だが、その動きを邪じや魔まに思ったのか、ふっと緩ゆるやかな拘束が弱まり、二人の間に三十センチほどの隙すき間まができた。


　その拳こぶし二つ分の空間に芳明がほっと息を吐つく間もなく、ばっとＴシャツの裾を持ち上げられた。


「───え……？」


　目の前が一いつ瞬しゆん隠かくれて、気がついたらＴシャツが脱ぬがされていた。ばさりと床ゆかに投げ出されたＴシャツの軌き跡せきは、芳明の目には綺き麗れいな放物線を描いているように見えた。


「この方がもっと気持ちいいだろうが」


　玲二が口角をくっと持ち上げて笑っているのを、芳明は目の前で呆ぼう然ぜんと見つめている。


　あまりにも突とつ然ぜんの事で何の反応もできないでいたが、芳明の腰を取ろうとした玲二が腕うでを伸のばしてきた。だが、素す肌はだの上にスーツの生き地じが触れた感触で、芳明は自分の格好を悟さとりばっと玲二から距きよ離りを取った。


「な、何するんだよ……っ」


「言わないとわからないのか？　大人しくするんだ」


「どうして、大人しくしないといけないんだっ」


　自分を捉とらえようと再び伸びてきた手を払い落として、傲ごう慢まんなことを言ってきた玲二を芳明はきっと睨にらみつける。相手の好きなように肢体をいじられるのも、啼なかされるのも遠えん慮りよしたい芳明は、威い嚇かくするように玲二に向かって指を突きつけた。


「わあ……っ」


　だが、玲二はそんな芳明の態度を気にすることなく、反対に芳明の手首を摑つかまえると、そのまま床の上へと引き倒たおすように座り込んだ。フローリングに膝をぶつける勢いで、それに怯ひるんで体勢を崩くずした瞬しゆん間かん、狙ねらいすまされたように腰こしを摑まれる。


「……本当に、お子さまだな」


「や───っ」


　そう呟つぶやかれて、文句を言う間もなく口唇くちびるを重ねられた。


　触ふれあうだけの優しいモノではなく、いきなり舌を差し込まれて口こう腔こう内を乱暴に探っていく深い口くち接づけだった。舌の付け根までも探られて、絡からめ取られていく。だが、その舌の動きは口腔内だけではなく、芳明の意識をも絡め取っていくモノだった。


　ぐっと頰ほおを摑まれ、口を閉じることも許されず、ただ相手の好き勝手に侵しん略りやくされる。


　溜たまっていく唾だ液えきを呑み込むこともできずに、口の端はしから流れ落ちるにまかせてしまう。呼吸すらもままならない深い口接けで、すぐに意識が朦もう朧ろうとしていった。


　行き場を無くした芳明の手は、触れるのを躊躇った末、スーツを着ている玲二の背中に回され、そこをきつく握にぎりしめる。すがりつける唯ゆい一いつのモノがそれだけであるかのように、必死になって爪つめを立てた。


　角度を変える度に抜ぬき出される舌が、淫いん靡びな水音を立てて、芳明の鼓膜すら刺激した。やがて、動かさないように頰を押さえつけられていた手が離されても、芳明は口接けから逃れようとはせずに、玲二の激しい動きに少しでも合わせようと、懸けん命めいに舌先を動かしていた。


「……面めん倒どうくさいな……」


　ぼそりと呟かれた言葉に、深すぎる口接けによって朦朧としていた芳明の意識が微かすかに浮ふ上じようした。『面倒くさい』というのが何に対してなのか、気になったのかもしれない。


　───過か敏びんになってる……？


　それまでは後あと腐くされのない関係しかもってこなかったらしい玲二だから、『面倒くさい』や『飽あきた』という理由で簡単に捨てられるかもしれないという危き惧ぐが、芳明の中には根強くこびりついていた。だから、普ふ通つうなら聞き流せるような言葉でも、耳は瞬しゆん時じに拾い上げてしまう。


　水音を立てて離れていく口唇を目で追っていたが、不意に玲二と視線が重なった。何度も見つめ合った───もとい、睨み合った双眸が、そこにある。切れ長の目は綺麗なラインを描いているが、そこにはからかっているのがよくわかる面白そうな輝かがやきがあった。


「前は、どうしていた？」


「───え……」


　何を言われたのか瞬間的にわからず、呆ほうけたような表情をしてしまった。


　ちらりとロフトに向けられた玲二の視線で、どうやら寝ねる場所がロフトなことが面倒くさいと思ったらしい。確かにいいムードの中で梯はし子ごをあがるという動作は間ま抜ぬけに見える。それに、ロフトスペースには男二人で暴れるだけの空間があるとは言い難い。


　───……大学入ってから彼女、作ってないもんな……。


　これといったサークルにも入っていないし、バイトと勉強に忙いそがしかったこともあって、そういった方面を考えていなかったのだ。


「ベッドは無理でも、ソファーくらい入れろ」


　だから、玲二にそう言われたときは、一瞬にして理性が芳明の手許に戻もどっていき、ぐいっと手を伸ばして玲二から身体を離した。


「やだ。ソファー入れたら狭くなるじゃんか」


　ほんの数分前までは、いつ押し倒されてもおかしくない雰ふん囲い気きだったはずなのに、その場は一転して睨み合っている。


　玲二の目がすっと細められ、彼独特の口許だけが笑っている笑顔で、芳明を見つめている。その内面を綺麗に覆おおい隠かくした笑顔は曲くせ者もので、彼が何を考えているのか、芳明に悟らせないのだ。感情を悟らせない、ある意味ポーカーフェイスとも言える彼の表情に、芳明は眉まゆ根ねをぐっと寄せた。


　───絶対に、負けるもんかっ。


　ここで玲二に対して一歩でも引いた様子を見せれば、明日にでもソファーは届いてしまいそうな気がしている。


「床でするのか？」


『そんなことできないだろう？』と言外に言っている玲二の台詞せりふに、芳明はむっとした。だから、後先も考えずに思ったままのことを口にした。


「───しなけりゃいいじゃん……」


　そうぼそりと芳明が呟くと、玲二が器用にも片眉を上げて芳明を見てきた。その視線に面白がるような雰囲気があるのを見て、芳明はぴくりと肩かたを揺ゆらす。ほぼ感情を表にあらわすことをしない玲二だが、それでも感情を出すことがあるのを知っている。だが、それは大たい概がい芳明にとって嬉うれしくないときが多かった。一ヶ月にも満たない短いつきあいしかないが、それだけははっきりとしている。


　じりじりと玲二から逃にげようとするかのように尻しりで後あと退じさっていくのだが、玲二が己おのれの獲え物ものを逃がすわけがない。


　目を細めて、ゆっくりと眼鏡めがねを取ると、玲二はそれをテーブルの上に載のせた。余計に芳明を怯おびえさせないようにと気き遣づかうようなゆっくりとした手の動きだったが、当の本人は玲二が動く度にぴくぴくと肩を震ふるわせて、何か不ふ審しんな態度をみせればすぐにでも飛び退のけるように緊きん張ちようしていた。


　眼鏡に続いて、ネクタイが解かれる。しゅるりと布の擦こすれる音があたりに響ひびいたような気がして、芳明はびくりと身体からだを揺らした。それでも玲二の動きは気になるのか、じっと窺うかがうように相手を見ている。


　一方、見られているはずの玲二は、己を凝ぎよう視しする視線をまるきり無視して、ジャケットを脱ぎ捨すて己の手でベルトをくつろげた。Ｙシャツの裾すそをズボンから引き出すと、小さなボタンもスムーズに外していく。Ｙシャツを肩かた口ぐちから滑すべらせると、インナーに着ているＴシャツが見えた。綺麗に張った肩が大きく動き、玲二は中に着ていたＴシャツも脱ぎ去った。


　こくりと、芳明は喉のどを鳴らす。


　完成された雄おすだけが持つ独特の色気をまとった玲二に、芳明は見み惚とれたのだ。わずかな間も目を逸そらすことができずに、ただ息を潜ひそめて見つめ続ける。流れるように動いている筋肉に、男らしいごつごつとした喉のど元もとに、獲物を追いつめる愉ゆ悦えつに満ちた表情に、そのすべてに意識を奪うばわれる。


　だから、玲二の腕が伸びてきて肩を押すようにして芳明を倒したときも、彼の空気に呑のみ込まれていて、逃げ出すことも暴れることも思いつかなかった。


「───おまえ、この前のときも感じていただろうに」


　真上に覆い被かぶさるようにしてる玲二が、まっすぐに見下ろしながら、芳明の胸元に指先を伸ばしてくる。つっと脇わき腹ばらから腰こし骨ぼねへとかけて滑っていく指先に、ぴくりと芳明の身体が震えた。躊躇ためらうことなく肌はだの上を動いた手が、今度はゆっくりと臍へそを通り、腹筋を撫なで上げて、胸元へと進んでいく。


「あ……ぅんっ」


　無意識のうちに腰を揺らめかせてしまうのは、一瞬も逸らされることのない玲二の双そう眸ぼうのせいなのか、触れるか触れないかという微び妙みような距離で蠢うごめいている指先のせいなのか、芳明にはわからない。ただ、玲二の下から逃げられないということだけは、理解していた。


「前も、気持ちよかっただろう？　身体の相性はいいはずだ」


　いつ喰くわれてもおかしくないほどぎらついている双眸にも、上うわ擦ずるように掠かすれている声にも、玲二の欲望の強さが表れているようだった。ほんの少しでも逃げる素そ振ぶりを見せれば、何の躊ちゆう躇ちよもなく一気に襲おそいかかってくると思わせるだけの緊きん張ちよう感かんも漂ただよっている。


「何だよ、それは……っ」


　肉体的に抗あらがうための気力は芳明の中には見当たらず、言葉だけでも抗っておく。だが、一息で言い切ったあとは、ぐっと奥歯を嚙かみしめる。気を抜けば、玲二の指先が皮ひ膚ふの上を掠める感覚に甘い声をもらしそうになるのだ。


　その感度のよい肢し体たいが芳明自身を追いつめて、玲二を煽あおっているのだが、こればかりは芳明にはどうすることもできない。


　肌理きめの細かい肌の上を這はい回っていた玲二の手がふっと離れて、芳明の両りよう脇わきに置かれた。触れあっていた体温がなくなったことに芳明が戸と惑まどっていると、おもむろに玲二の頭が下がり、微かに色づいている乳ち首くびをぺろりと舐なめ上げていた。


「ひぅ───っ」


　今までにない濡ぬれた感かん触しよくに芳明の腰が一際大きく跳はねて、その愛あい撫ぶをどれほど感じているのか、玲二に教えていた。芳明の肢体は、本人が思っている以上に持ち主を裏切り、快楽を与あたえようとする者へ、より正確な反応をみせる。


　ぴちゃぴちゃと猫ねこがミルクを舐めるような丹たん念ねんさで、玲二の舌が乳首をぷっくりと凝しこらせていく。小さな引っかかりができるほどになると、歯で挟はさまれて軽く嚙まれた。


「……やぁっん」


　痛みというよりもむず痒がゆい感覚にも落ち着かないが、玲二が頭を動かすたびに胸元で揺れる髪かみの毛がさらさらと肌の上をくすぐっていることにも、落ち着くことができない。


　その胸元への愛撫に意識をさらわれてしまい、玲二の手がジーンズのフロント部分をくつろげて、ボクサーショーツごと脱ぬがそうとしていることに気がつかず、ようやく何かおかしいと思ったときには、既すでにすべてが脱がされたあとだった。


　芳明が何か言葉にしようとしても、喉が何かに塞ふさがれているようで声になる様子を見せない。そんな芳明の胸から頭を離すと、玲二は乱れた呼吸を繰くり返している相手を見下ろしたまま、未まだ脱いでいないパンツのポケットから小さな袋ふくろを取り出した。


　それからようやく自分の下か肢しを覆っている下衣に手を掛かけた。芳明の媚び態たいを間近で見ていたためか、そこは硬かたく勃たち上がっており、玲二の餓うえをそのまま示しているようだ。


「身体の相性は、つきあっていくうえで、重要なファクターの一つだ」


　これから得られる悦えつ楽らくの深さを想像して、玲二の喉が鳴る。彼の手が素す早ばやく動き小さな袋の封ふうを開けると、その中にあったさらりとした液体を手の平にこぼした。その液体を今にも達しそうなほど張りつめている己の雄に塗ぬって、玲二は一息吐はいた。


「これが合わないと長いつきあいは無理だと思わないか？」


　くにゅりと玲二の指が簡単に体内に潜もぐり込んできたことに、芳明が驚おどろいた声をあげたが、それを意に介かいした様子も見せずに、玲二はすぐさま指を増やしていく。


「……な、に……っ」


　痛みもなくするりと秘処に指が入り込んできたことに芳明は身体を強こわ張ばらせる。気がつけば二本の指がそこには穿うがたれていて、くちゃくちゃと淫いん猥わいな音を立てているのだ。そのあまりの抵てい抗こうのなさに、愕がく然ぜんとする。


「ローションだよ。これがあれば、簡単に中へ入ることができる」


　そう囁ささやいたあと、玲二はふっと指を抜ぬいて、己の欲望を満たすために待ちかまえている芳明の膝ひざ裏うらを摑つかんだ。力を込めなくても玲二の思うままになる肢体で、膝が胸に付くほど押さえ込むと、玲二は躊躇うこともなく秘処へと己の雄を突つき立てた。


「や、───ああああっ」


　一気に突き入れるにしては質量の大きなそれは、芳明の意識を一瞬にして塗り替かえた。ぐいぐいと最さい奥おうを目指して止まることなく侵しん入にゆうしていく異物を、芳明のそこは追い出そうとするかのようにきつく窄すぼまった。


「───くぅっ」


　引きちぎられるかと思うほどのきつい締しめつけに、玲二は呻うめく。それでも芳明の身体を拓ひらくことは止めない。上からのし掛かるようにして体重を掛けることで、雄を根元まで秘処に呑み込ませ、ようやく玲二は動くことを止めた。


　芳明の秘処が、切れるのではないかと思うほどぴんと張りつめている。そこに玲二が指を這わせると、ぐっと内部が蠢いて、内部を隙すき間まなく満たしている雄に絡からみつく。


「う、……ん」


　それは肢体の反射的なもので、芳明にもコントロールできるものではない。だから、中のモノを締めつけることで、己が余計に辛つらくなることを理解していても、どうすることもできなかった。ただ、そこにあるのは苦痛だけではないのを、身体は覚えていたらしい。


　最初は密ひそやかな呼吸と同じように、やんわりとした収縮しかしていなかった秘処が、段々と甘く締め上げていくように変わっていった。玲二が考えていたよりも早かったらしい秘処の変へん貌ぼうに、玲二は小さく息を呑んだ。


「……本当に、身体の相性は、いいな」


　数度ゆるゆると出入りしただけで、射精したくなるほどの快楽をもたらす芳明の肢体に、玲二は苦笑する。だが、その身体の持ち主には物足りないようで、誘さそい込むかのように秘処が収縮を繰り返しているのだ。


　くつりと喉の奥で笑うと、玲二は相手を気遣う様子を見せずに、律動を刻み始める。リズミカルな動きは的確に前ぜん立りつ腺せんを掠めているようで、芳明の喉から甲かん高だかい声が途と切ぎれ途切れに溢あふれ出していた。


「気持ちいいだろうが───」


　内部にある快楽の源をぐっと擦り上げられながら、意地悪く玲二に訊きかれる。答えようとして口を開いたはずなのに、こぼれ落ちそうになったのは甘い吐と息いきで、芳明は必死になって息を止めた。だが、喉を通れなかった呼気は鼻へと矛ほこ先さきを変えて、一気に抜けていった。


「ぅん───っ」


　くぐもった吐息はそれだけでも艶なまめかしさを持っていて、芳明が受け止めている快楽の深さを知らしめている。だというのに、朦もう朧ろうとする意識の片かた隅すみに残っている理性をどうにか保ったまま、喘あえぎ声にも似た吐息にその言葉を交ぜ込んだ。


「どこが……っ」


　掠れた声だが、それでも言葉のうえでは一応否定している。たとえ、快楽に潤うるんだ瞳ひとみをしていても、秘処が気持ちよさそうにひくついていても、芳明は表面上は快楽に流されたとは認めるつもりはないのだ。


「頑がん固こというか、一いち途ずというか……」


　この状態でも、手放しで快楽に呑まれまいとする芳明には玲二は小さく笑う。


「まだガキだな。お互たがいに楽しむためのモノだろうに」


　抜ける寸前まで引き抜かれた雄おすが、再び突き入れられるという、ただそれだけの単純な動きが、芳明の身体からだを支配して、理性を霞かすませていく。それでも、前のときのように意識が飛んでしまわないのは、二人してお互いにちょっとした何かを気き遣づかっているからかもしれない。


「……っひぅっん」


　吐精しそうなほど前立腺を抉えぐられていたかと思えば、ふっとタイミングを外されて身み悶もだえるような焦しよう燥そう感かんを芳明は味わわされる。その度に内部を擦り上げている欲望に絡みつき、己の渇かつ望ぼうに巻き込もうとして秘処は細さざ波なみのように蠢うごめくのだ。


　互いに刺し激げきしあって、相手をより高みへと押し上げていき、螺ら旋せんを描えがきながら上のぼり詰つめていく。


「あ───、ん……うっ」


「───っ……ぁ」


　二人して吐息を絡めて、律動を合わせて、一気に快楽の頭頂へと駆かけ抜けていった。


　体内の奥深いところで受け止めた熱の奔ほん流りゆうは、芳明の意識を真っ白に塗り潰つぶし、どうにかつなぎ止められていた理性の糸をぶっつりと切り落とすのに充じゆう分ぶんだった。


　───……やっぱ、こうなるのか……っ。


　最初の時のような急激な失しつ墜ついではないが、それでも意識は遠のいていく。そのことに対して、芳明は力のない笑え顔がおを浮うかべるしかなかったが、緩ゆるやかに広がっていくままに思考を霧む散さんさせていった。


　なので、前回同様、後始末をしなければならなくなった玲二が、眉み間けんにくっきりとした縦たて皺じわを刻みながら、『明日の朝を覚えていろ』と呟つぶやいたことも知ることはなかった。


　その言葉通りまだ夜も明けきらず、芳明の意識がまだ眠ねむりの淵ふちに付いている時刻に、それは不ふ穏おんな気配とともに忍しのび寄よってきた。身体の上を掠かすめるように這はっている指先に覚かく醒せいを促うながされ、現状を認識できずにぼうっとしている間に、ぐずりと体内に入り込んできた熱い雄が、一気に芳明の身体と意識を搔かき乱していったのだ。


　結局、その日も含ふくめて二日ほど、芳明は起きることもままならなくて、リビングのテーブル脇わきに転がっていることしかできなかった。




　　　　９







　九月に入り、少しは涼すずしくなるかと思ったのだが、空気は未いまだに夏の名残なごりを残しており、残暑というよりも夏だと言った方が適切なんじゃないかと、芳明は考えてしまう。それでも陽ひが落ちるのは確実に早くなっており、バイト帰りの夕方、少し茜あかね色いろをしている空を見上げた。


「暑いな……」


　未まだ半はん袖そででも過ごせる気温を肌はだで感じて、秋冬物が店先に並んでいるのを気が早いなと思ってしまうのを止められない。


　ジーンズの後ろポケットに入れていた携けい帯たいが震ふるえて、メールの着信を知らせた。


「タカハシか？」


　芳明の夏休みの予定はほぼ高橋が握にぎっている。それ以外はバイトとレポート、予習で潰そうと考えているのだ。レンタルビデオ店でまたバイトできているが、あのバイトができなかった期間の金欠は芳明に貯金をしようという気にさせたのだ。


　なので、こうやって休みの間にメールを遣やり取りする相手は、高橋の場合がほとんどだ。


「あ……」


　それに加えて、最近増えたメールの送信先が、玲二だった。


　メールは素っ気なく『今晩、行く』としか書かれていない。高橋とは違ちがい玲二のメールはほとんどが短文で、プレビューですべて読めてしまう。だが、逆に彼がかわいらしいメールを送ってきても似合わなくて、顔をしかめただろう。


　───そうか、今晩会えるのか……。


　知らず知らずのうちに頰ほおが緩んでしまう。


　最後に顔を合わせたのは、二回目のセックスのときで、そのあとは玲二が忙いそがしくなり、時間が取れなくなったのだ。あんなふてぶてしい態度でも、それなりに優ゆう秀しゆうな弁護士らしく、経過報告を聞こうと思って訪れた事務所で、秋山にいろいろと話を聞かされた。


　───じゃあ、今晩、することになるのかな。


　意識を根ね刮こそぎ持っていかれるような快楽は確かに気持ちよいのだが、何も考えずにただ流されるだけでも芳明の体力を奪うばっていく。しかも、下か肢しに響ひびくような疼とう痛つうが翌日にも残り、素早く動けないという弊へい害がいももたらす。


　───それでもしたくないとは思わないんだから、本当に重じゆう症しようだよなあ。


　同性に抱だかれる───あらぬところに雄を受け入れるという行こう為いを、それでもいいかと思ってしまうほど、玲二のことが好きなのだ。普ふ通つうではありえないその行為を自然と受け入れてしまっている自分に、芳明は苦笑するしかない。


「晩ご飯はどうしようかな」


　今から駅前のスーパーまで戻もどろうかと考えていると、今度は電話の着信音が鳴なり響いた。


「と、あれ？　玲二からか？」


　先さき程ほどメールが来たばかりだし、電話なんて珍めずらしいなと思いつつ、通話ボタンを押す。


「何だよ」


『───あら、坊ぼうやなの？』


「……菜摘さん？」


　ディスプレイを確認すれば、そこには確かに玲二の名前と番号が表示されている。玲二の携帯でどうして秋山が掛けているのか、不思議に思いながらも、玲二は事務所にいるのかとぼんやりと思う。


『ちょっと、玲二、どういうことよ！』


　秋山が叫さけぶ高い声が聞こえてくる。遠くから玲二の声で『巫山戯ふざけるな』とか『返せ』と聞こえてくるが、だんだんと芳明の頰が強こわ張ばっていく。


　───菜摘さんとは名前で呼び合ってるんだよね、そういえば。


　何かしら言い争っている声が携帯からもれてくる。そこには気心の知れた者同士が持つ独特の雰ふん囲い気きがあり、芳明には入っていけない壁かべを感じてしまった。


『芳明？』


「まあ、菜摘さんは蓮田玲二のとこの事務員だしね。そういえば、あの空き巣事件に関かかわったのだって、菜摘さんの関係で引き受けたんだったっけ」


　一応玲二と恋こい人びと同士になったときから、玲二のことはフルネームで呼ばず、『玲二』と呼ぶようにしたのだ。それをまたフルネームで呼ぶということに、不穏な空気を感じたのだろう。玲二の声が、低く携帯から響いてくる。


『話を聞く気はあるのか？』


「話？　何？」


　玲二を真似た口調で、素早く切り返す。相変わらず感情の揺ゆれ幅はばは大きいが、少しずつ慣れてきたのか、玲二に対して反射的に反発することはなくなった。どうやらあの反発は、自分の感情を認められなかったことからくるものだったらしい。


「話って？　やっぱりこの間のは、オレをからかってたって？」


『おい、いい加減にしろ』


　玲二と秋山の仲がいいのは認める。時折もれる親密な空気に嫉しつ妬としないと言えば噓うそになるだろう。これまでは何となく気づかない振ふりをしてきたが、ここに来て我が慢まんするのが馬ば鹿からしくなってきたのだ。


「あ、電波が悪いや。切れちゃうかも」


『おい───っ』


　アンテナがきっちりと三本立っているにもかかわらずそう言って、ぶちりと通話ボタンを押して一方的に切ってしまった。しかも電源まで落とす念の入れようだ。


「巫山戯るなっていうの。菜摘さんとはどんな関係だっていうんだよ」


　普通の雇こ用よう主と雇やとわれ人にしては、下の名前で呼び合っていたり、人には聞かせられないような話をしていたりするなど、何かしらプライベートでも関係があると思われる。


　───そういや、蓮田玲二がバイセクだって言ってたのも菜摘さんだよな。


　昔、そういった関係があったとしても不思議じゃないことを、秋山は知っていることになる。綺き麗れいなボディラインと流れるような黒くろ髪かみは、芳明でも簡単に脳のう裏りに描き出すことができるほど、女としての魅み力りよくに溢あふれていた。


　───くそっ。本気になった方が負けってこういうことかよっ。


　相手のことを好きになったら、好きになった分だけ疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいるようで、些さ細さいなことでも頭を悩なやませてしまうのだ。しかも、玲二との年ねん齢れい差を聞いて、芳明が思わず眉間に皺を寄せたのは記き憶おくにも新しい。


　特に玲二には、事あるごとに『子供だ』とか『ガキ』とか呼ばれることがあるのだ。秋山の年齢は、女性に年を訊きくような馬鹿なことはしていないのでわからないが、少なくとも二十代の半ばを過ぎているようで、年齢的なことだけをみれば、秋山との方が釣つり合いが取れている。


「ああ、もうっ。冷蔵庫の残りで何とかしよっ」


　今からわざわざ駅前まで材料を買いに戻るのが面めん倒どうくさくなり、玲二の分のご飯は考えないようにした。自分一人の分だけなら何かしら食べるモノは家にある。ぶつぶつと玲二に対する文句を呟きながら、マンションへと帰る。


「ただいまー」


　誰もいないと知りつつも挨あい拶さつをして中に入り、窓を開け放つ。まだ空気は暖かいが、それでも吹ふきつけてくる風は幾いくらか涼しくなっており、最近は帰宅してすぐにエアコンをつけないで、風を通してからにしている。


　夕食は一番簡単なカップラーメンにしたので手間も掛かからず、あっという間に夕食は済んだ。そのままシャワーを浴びて、テレビを付けたところで、インターフォンが鳴った。


「誰だろ……」


　玲二が今晩来る予定だが、時計を確かく認にんすれば八時前で、彼が来るにはまだ少し早い。セールスか何かと思いながら、受話器を取り上げた。


「はい？」


『とっとと、開けろ』


『お土産みやげもあるのよ。開けて』


　受話器越ごしに聞こえてきたのは、来るにはまだ早いと思っていた玲二と、秋山のモノだった。


　───二人でここに来たのかよ……。てか、何で一いつ緒しよに来るんだ？


　親密さを余計に見せつけられたようで、ある程度は持ち直し掛けていた芳明の機き嫌げんは再び急降下していく。返事もせずに乱暴に受話器を戻すと、外を気き遣づかうこともなく、ばっと勢いよく扉とびらを開けた。


「何の用だよ？」


　顔どころか、身体からだまで使って、目め一いつ杯ぱい『不機嫌です』と表している芳明に、玲二は眉まゆ根ねを寄せたが、秋山は気にした様子も見せず、にこやかに笑っている。


「やあね、玄げん関かん先さきですむような話じゃないわ。中へ入れて」


「え、ちょっと───っ」


　芳明が止める間もなく、秋山が強ごう引いんに玄げん関かんに入り込み、芳明を押しのけてとっとと部屋の中に上がり込んでいった。彼女の手には鞄かばんの他ほかに、袋ふくろが握にぎられており、何やらがちゃがちゃと瓶びんの当たる音が響いている。


　───行動パターンが同じなのかよっ。


　二人して似たような行動を起こしているが、秋山の方がより強引というか、推おし進めるというか、気にしてないというか、ようするに芳明には止めることができないということなのだ。


「あら、晩ご飯はカップラーメンだったの？　わびしいわね」


「───うるさいなっ」


　秋山に指し摘てきされて慌あわてて、流しに置きっぱなしだったカップラーメンの残ざん骸がいをゴミ箱に突つっ込む。その間にローテーブルの上には酒屋が開けるのではないかと思うほどの大量のアルコールが並べられる。


　どうやら彼女が両手一杯に提さげていたのはすべて酒類だったらしい。しかも、玲二が手にしている袋にもアルコールが入っているようで、缶かんのぶつかる音が聞こえてきた。


　いつの間にかローテーブルに秋山が座り込み、玲二を強引に自分の隣となりに座らせていた。円形のテーブルなので、三人で座るのならお互たがいが隣となり合うようになるのは仕方ないだろう。


「お土産みやげはこのお酒です。さあ、お祝いをしましょうか！」


「お祝い？」


　うきうきとした語ご尾びが跳はね上がるようなテンションで秋山が言い出したことが、芳明にはわからず首を傾かしげると、秋山は満面の笑えみで頷うなずく。事務所で見かけるオトナ然としたクールな表情とは違ちがい、幼い感じではしゃぐ秋山に芳明は戸と惑まどった視線を向ける。


「晴れて愚ぐ弟ていが無罪放ほう免めんとなったお祝いと、玲二に恋人ができたお祝いよ」


　にっこりと笑う秋山の表情に、不ふ穏おんな何かを感じ取り玲二の方へと視線を遣やれば、彼はぐっと眉み間けんに縦たて皺じわを刻み、『不ふ愉ゆ快かいだ』と全身で示している。


「とりあえず、乾かん杯ぱいからよね。坊ぼうやは何を飲む？」


「あ……、じゃあ、ビール」


　何が何だか、わけがわからないまま秋山のペースに流され、いつの間にか乾杯をして、一本目のビールを一気に飲み干していた。二本目の缶ビールをもらいながらも芳明が困こん惑わくした表情を見せていると、秋山がくすくすと笑い出した。


「坊やが、何を気にしているのかわかるつもりよ。私と玲二は、幼おさな馴な染じみなのよ。物心ついたときはもう一緒だったわ」


「……幼馴染み……？」


　思わぬ方向からの関係性に、芳明が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


「弟も含ふくめて遊んでいたのよ。だから、こいつの性格が悪いのも知っているし、根性がねじ曲がっているのも知っているの」


　秋山の手には早々と三本目の缶が握られていることにも気がつかないまま、芳明は彼女の話を聞いている。


「どうしてそんなことを知っているかというとね、私の恋こい人びとも何人か喰くわれてるからよ！」


「……は？」


「こいつ、バイセクでしょ？　だからもう、私の彼氏にも手を出されたのよ。ひどいと思わない？　ノーマルな弟も彼女を何人か取られているはずよ、確か」


　ちろりと目線だけで玲二の方を見れば、彼は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情でちびちびと日本酒を飲んでいるようだ。自分で持ち込んできたのか、ぐい飲みまで用意されていた。


　───こいつ、昔から節操がなかったのか……！


　最初は手段として愛あい撫ぶしてきたような奴やつだった、と縛しばられて手で達いかされたときのことを思い出し、芳明もぐっと眉間に皺を寄せる。


「一応、そのときつきあってる人間がいると手当たり次し第だいということはなかったけど、大たい抵ていとっかえひっかえ女でも男でもつきあっている相手はいたの。しかも、去る者は追わず、面倒くさくなったら即そく手を切るっていう、来る者の中からしか選ばなかった人間なのよ」


　さらりと酒の上での話にしているが、嚙み砕くだいて考えれば、ひどい男である。


　───そんな男に惚ほれた方が悪いって？


　アルコールのせいか、やさぐれたように目を据すわらせて芳明は、玲二を睨にらみつけている。


「なのにねえ……。坊やは凄すごいわ。玲二が追いかけたんでしょう？　だから、初めての恋人だって認定しようかと思って」


「……へ？」


「私、玲二のところで事務を始めて長いけど、恋人のために仕事を早々に切り上げたのって、初めて見たのよ。これはもう認定するしかないと思わない？」


　にっこりと笑う秋山に、芳明は目をぱちくりとさせる。


　恋人を取られたとか、去る者は追わずとか、いろいろと言ってたが、それらは玲二にとって恋人じゃないのだろうかと、思ったのだ。だけど、秋山は何がおかしいのか晴れやかな笑顔を浮うかべて、首を横に振ふった。


「あんなつきあい方、どれもこれも性欲処理の道具だとしか見てないようなつきあい方よ！」


　だんっとテーブルに缶を勢いよく置き、芳明の方へと向き直る。


「浮うわ気きしても怒おこらない、イベントごとはすっかり忘れる、デートは夕食を食べてホテル、別れを切り出されてもすぐ頷く、仕事が忙いそがしいと長期間音信不通、結けつ婚こんを匂におわせるとすぐ手を切る。て、最後は女の恋人に限定されたかしら」


　指を一本ずつ折るようにして秋山が数え上げていく行動は、人でなしと言ってもいいだろう。というか、それが恋人に取る行動だろうか。


「オレでも、彼女の誕生日は祝ってたよ？」


「でしょう？　なのに、この男ったら───むぐっ」


　そのまま何かを言いかけた秋山の口を、玲二の手が塞ふさいでいる。


「芳明、おまえ、恋人いたのか？」


「え？　そりゃあ、いたよ。こっちくるときに別れちゃったけど」


　地方の高校で恋人だといっても、そんな過激なつきあい方はなかった。それでも一通りはすませてはいる。そうでなければ、初めての恋人がいきなり男では、泣くに泣けないではないか。


　玲二とのつきあいのように濃のう密みつなモノではないが、高校生らしいほのぼのとしたつきあいで、別れ際ぎわも綺き麗れいだった。


「同窓会で会えるといいなって思える別れ方だったからな。だから成人式のときに帰るのが楽しみなんだ」


「ふうん」


　淡あわい青春の一ページで芳明にはいい思い出しかなく、彼女を思い出す表情も柔やわらかなモノで、その思い出に思わず浸ひたってしまったために、玲二の不機嫌さの種類が変わったことに気がつかない。ましてや、秋山が神しん妙みようにしながらも面おも白しろそうに瞳ひとみを輝かがやかせたことなどは、完全に範はん疇ちゆう外だ。


「───ぷはっ。玲二、苦しいわよ。それから手に口紅がついたじゃないの。洗ってらっしゃいよ」


「面めん倒どうだな……」


　口許を押さえつけられていた秋山が、上手うまい具合に玲二を追い払はらい、にんまりと質たちの悪い笑みを浮かべる。洗面台はバスルームにあり、そこへ長身が消えるのを確認してから、秋山の手が芳明を招き寄せる。


「───？」


　首を傾げてそっと秋山に近寄ると、そっと耳打ちをされた。


「坊やは本当に凄いわ。あの性悪に嫉しつ妬とさせることができたんですもの」


「……嫉妬？」


　どうにもその単語と玲二とが重なり合わず、芳明はむっと表情を険しくする。


「さっきまでの話だと、そんなことと無む縁えんそうなんですけど」


「そうよ。今まで無縁だったの。だから、凄いんじゃないの」


「───菜摘さんの勘かん違ちがいだと思いますよ？」


　秋山が話す玲二の話は間違いないだろう。噓うそなら玲二が何か突っ込むはずだし、それがなかった時点で、秋山の話は本当だったということになるのだ。そうなると、秋山がいう『玲二が嫉妬している』という話は眉まゆ唾つばにしかならない。


「私の勘違いじゃないわよ。───そうね、じゃあ、見ててごらんなさい？」


　アイメイクが施ほどこされ、大きく見える瞳が煌きらめいている。その煌めきはひどく芳明を落ち着かない気分にさせているが、席を立つことは秋山に止められてしまっており、場所を移すこともできない。


　───嫉妬っていってもね。オレの方がしているような気がする。


　秋山との仲はこの酒席で一応納得はできたが、それでも恋人をとっかえひっかえしていたのなら、自分にもすぐに飽あきてしまうか、廃すてられてしまうのではないかと、思えてしまう。小さく溜ため息をつくと、いつの間にか飲み干した缶かんビールを脇わきにどけて、新しい缶を手に取った。


「あ、戻もどってきたわ。芳明くん、こっちを向いて？」


「え？」


　バスルームから出てくる玲二を目め敏ざとく見つけた秋山が、芳明をすぐ傍そばまで引き寄せる。しかもご丁てい寧ねいに芳明の視線の先に玲二が見えるように、微び妙みように角度を捻ねじっている。そして、何事かと思っている芳明のそばで、香こう料りようと嗅かぎ慣れないシャンプーの匂いがほのかに香かおった。


　───ええっとっ!?


　ここ久しく嗅いでいない女性特有の甘い匂いに瞠どう目もくしていると、芳明の目の前に、きつい視線で自分と秋山を見下ろす玲二を見つけて、芳明はぴしりと身体からだを強こわ張ばらせた。


　デフォルトの如ごとく玲二に張り付いている口許だけに浮かべる作り物めいた笑みでもなく、底冷えするような無表情で、何も言わずに睨みつけられた方はたまったモノじゃない。蛇へびに睨まれた蛙かえるの如く寸分も動けずにいる。つっと背筋を流れ落ちた汗あせは、気のせいじゃないだろう。


　そんな芳明の変化に気づいた秋山が身体を起こして、くすりと小さく笑い爆ばく弾だんを落とす。


「ごちそうさま？」


　挑ちよう発はつ的に己おのれの口唇くちびるをぺろりと舐なめることも忘れない。


　───ええっとっ!?


　同じような言葉しか思いつかなくなった芳明は、未いまだに動けないでいる。と、不意に玲二が芳明の隣となりに膝ひざを突くと、嚙みつくような口くち接づけを仕し掛かけてきた。


「───っ」


　吐と息いきすら奪うばい尽つくすような深い口接けは容よう赦しやなく、芳明の口こう腔こう内を蹂じゆう躙りんして、唾だ液えきを溢あふれ出させる。呑のみ込みきれない銀糸が口の端はしから流れて、顎あごへと伝い落ちる。


　───く、るし……っ。


　立て続けに飲んだアルコールのために、うまくタイミングが摑つかめないでいる芳明を無視して、玲二は自分の思うように口唇を合わせてくる。我が物顔で歯列の裏から、舌の付け根までをなめ回している舌先は、いつもよりも熱く感じられた。


　何度も角度を変えて繰くり返される口接けに、本気で意識を奪われそうになる、良すぎて意識が飛ぶならともかく、酸欠で気絶することは避さけたくて、あまり力のこもっていない拳こぶしで玲二の胸を叩たたくと、くちゅりという水音をさせながら、ようやく口唇が離はなれていった。


　はあはあと肩かたで息を吐つくほどの深い口接けに、半分以上朦もう朧ろうとしていた芳明だから、霞かすみ掛がかった視界に、呆あきれた表情をしている秋山を見つけて、呼吸も整わないうちに、玲二から離れようと慌あわてて身体を起こそうとした。


　だが、ぐっと玲二に抱だき込まれ、離れることはできなかった。


「別に、そのままでもいいわよ。でも、これでわかったでしょ？」


「……何が……？」


　玲二の腕うでの中から逃にげ出せるような気力もなく、すんなりとそこに収まったまま、芳明が思い返してみると、元々は『玲二が嫉妬している』という言葉があったことを思い出した。


「うわ───ぁっ」


　あからさまな玲二の態度に、芳明は酒のせいではなく、顔を赤くする。そっと腕の中から玲二を見上げれば、いつもと変わらない無表情さしか窺うかがえない。だが、しっかりと膝の上に乗せられて、離すまいと抱き込まれているのを確認すれば、嬉うれしいとしか思いようがない。


　───玲二はオレが考えているよりも、もう少しだけオレのことを好きなのかもしれないな。


　誰かとキスすれば奪い返したくなるほどには、玲二の中に芳明の居場所はあるらしい。


「───何だ？」


「何でもないっ」


　思わずほころびそうになる頰ほおを押さえつけて、芳明がそう言えば、玲二は何も言わず、ぐい飲みをまた傾かたむけだした。











　窓に白々とした太陽の明るさが見えて、芳明は溜め息をもらす。


　ワンルームのリビングはアルコール臭が充じゆう満まんしていて、クローゼットの中の服まで酒臭くさくなっているのではないかと心配になるほどだった。ローテーブルの周りだけじゃ飽きたらず、短い廊ろう下かの方にまで、空あき缶やら空き瓶びんが転がっていた。


　仕事が忙いそがしく、ようやく一段落したらしい玲二が、それまでの疲つかれもあってか最初にダウンした。それから先は秋山と芳明の二人でちびちびと飲みながら、玲二への愚ぐ痴ちやら、暴ばく露ろ話やらで本人を余所よそに盛り上がっていたのだ。


　それでも、さすがに一晩中は飲み過ぎたらしく、かろうじて意識を保っているような状態で、今日一日は生きる屍しかばねとして、寝ねて過ごす羽目になることは決まっているようなものだ。二日酔よいにならないことを願うしかないとも言えるだろう。


「……こいつ、本当に、性格は悪いけど、懐ふところに入れた人間は見捨てられないのよ。坊ぼうやも、それは何となくわかるでしょ？　だから、最後までつきあってやって」


　呂ろ律れつの回らない舌っ足らずの口調で、秋山が呟つぶやく。半分眠ねむっているようなぼんやりとした視線が玲二の上に注そそがれている。


「ずっと、見てきたけど、自分から摑まえようとしたのは、芳明くんが初めてなんだから」


「……理由は後からついてきたけど、好きになったもんは仕方ないよね」


　芳明はあきらめたように笑う。玲二とつきあっていく限り、普ふ通つうの恋れん愛あいとは違ちがう道を歩むことになるのは目に見えている。そのうえ、結けつ婚こんして子供を作ってという当たり前のような将来は手に入らないのだ。


　───それでも、そんな漠ばく然ぜんとした未来よりも玲二の方が、いいからな……。


　明確な、論理的に説明できるような理由を、芳明は挙げる事ができない。ただ、玲二のことが好きで、傍にいたいからとしか、言葉を紡つむぐことができない。


「まあ、人間あきらめることも肝かん心じんだと思わない？」


「そうね。ま、玲二のことで嫌いやなことがあったら、私に連れん絡らくちょうだいな。弱味の一つや二つ、違うわね、三つや四つ……で、足りるかしら……。まあ、何かしらあるから、役に立つわよ？」


「……ありがと。最後の崖がけっぷちのときはお願いするかも」


　酔よっぱらいの戯たわ言ごとに紛まぎれ込ませた真実を、最後に茶化して、二人で顔を見合わせてにんまりと笑ったのは、これからさき長いつきあいになると、二人して認めたからだろう。


　そして、二人の間に入るべき、玲二はその密約を知らず、ただ疲れとアルコールに侵しん略りやくされて、昏こん々こんと眠っていた。







ＥＮＤ　





真ま夜よ中なかの甘あまい取とり引ひき





水みず城き薫かおる
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